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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






































































　あれはいつのことだったか。

（どうしたんだい、こんなにぼろぼろになって）

　父は白しら雪ゆきの姿を見ると、驚おどろいたように言って地に膝ひざをついた。そうすると、父と白雪の視線は近くなる。

（また、誰だれかと喧けん嘩かしたのか？　だめじゃないか）

　叱しかる父の口調は、それでもやさしい。

　いつも旅の途と上じようにあった父と娘むすめだったが、このときは年末年始の閏うるう旬じゆんのため、一地方の領主の館やかたに寄宿させてもらっていた。

　館の主あるじの厚意であつらえてもらった白雪の晴れ着は、土つち埃ぼこりや血の跡あと、かぎ裂ざきなどで無む惨ざんなさまになっている。だが、白雪はしょげもせず、

（だって、あのこたちが……）

　言葉少なに呟つぶやくと、庭の隅すみにある井い戸ど端ばたを振ふり返った。

　父はその視線を追って顔を上げる。

　あの子たちというのは、井戸端の近くで泣きわめいている男の子たちだろう。白雪とさほど年は違ちがわないその子どもたちは、白雪よりひどい格好になっていた。晴れ着はすっかり土まみれで、白雪の晴れ着よりかぎ裂きが多く見られる。

（おばかさんだねえ。女の子をからかっていじめて、逆にまかされるなんて）

　そう言いながら、その子たちの頭を撫なでてなだめているのは、この館で働く女性だった。男の子たちは、彼女の息子むすこたちとその友だちらしい。

（ねえ、おとうさん）

　白雪は、父に訊きいた。（おかあさん、って、なあに？　あのこたち、わたしに、おかあさんがいないくせに、っていったよ。おかあさんって、おとうさんといっしょにいないと、だめなんだって。すきだから、いっしょにいるよって、おやくそくをするっていってた）

　口論からとっくみあいの喧嘩になった発ほつ端たんは、父が流る浪ろうの術師であることをばかにされたためだったが、それは言わないでおく。

　問われた父は、白雪に視線を戻もどすと小さく笑った。昔も今も父の笑え顔がおはやさしかったけれど、このときはひどく悲しげに見えた。

（おかあさんっていうのは、……産んでくれた女のひとのことだよ。うん、……たいてい、おとうさんとおかあさんは、一いつ緒しよにいるね）

（うんでくれたひと）

　白雪は首をかしげる。（わたしをうんでくれたのは、おとうさんじゃないの？）

（ちがうよ……）

　父は首を振った。

（おとうさんと、わたしのおかあさんがいっしょにいないのは、わたしがけんかばかりするから？）

　父は苦く笑しようして首を振ると、そっと白雪を抱だき上げ、頭をまっすぐにして前を見た。

　館の前の広場だ。四年に一度の閏旬に浮うかれた人々が集つどい、昼間から飲み、喰くい、唄うたって踊おどり、騒さわいでいる。端はしまで行くと、この城下町の大通りで、ずっと先には門が見えた。

　その向こうには、平らな大地が広がっている。

　よく晴れた空の下、地平の果てを父は指さす。

（この、ずっと東の果てに、わたしのために、おまえを産んでくれた人がいる。それがおまえの、おかあさんだ）

　そう言ってから、父は白雪の顔を覗のぞき込んだ。（でも、事情があって一緒にいられなかったから……わたしがおまえを連れて、旅に出たんだ）

（おとうさんは、わたしのおかあさんを、すきじゃないの？）

（……好きだよ）

（なのに、いっしょにいられなくて、いいの？）

　好きなのに、離はなれていられるのだろうか、と思って訊いた。自分は父と離れたくなかった。

　だが、すぐに後こう悔かいした。父は前を見つめたまま、ひどく悲しげな表情を浮かべた。

　訊いてはいけないことを、訊いてしまった。

　ぎゅっ、と胸が詰つまった。苦しかった。

（おとうさんが、おかあさんといっしょにいられないなら、かわりにわたしがそばにいる。ずっといっしょにいる……やくそく、する）

　白雪は、父の首にそっとしがみついた。

（うん……）

　父はそのとき、幼い子どものようにうなずいた。

（ずっと、そばにいるから）

　泣かないで。




　それが白雪にとって初めての、大切な約束だった。




　あれから、ずっと父のそばにいた。

　ずっとずっと、一緒だった。

　……これからも、一緒にいるはずだったのに。










　白雪は、背に負った父の体から力が脱ぬけるのを感じて、その場に膝をついた。夜も更ふけた森の中、獣けもの道みちを追ってくる者はいない。

　父の体を草の上に横たえた。白く血の気のない顔の中で、ゆっくり瞼まぶたが動く。黒い瞳ひとみが木々の隙すき間まから漏もれる満月の光に透すけ、奥に朱しゆの混じった金砂のごとき美しい模様が現れた。この模様は、父が術を使うと、その名のとおり朱あけの月のようにいっそう濃こく浮かび上がる。

　白雪の父、朱あか月つきは、いつまでも歳をとらないかのようにずっと同じ姿で、今も青年に見える。白雪はそれをごくあたりまえに思っていたが、一いつ般ぱん的でないと気づいたのはつい最近だ。そんな父と、十六歳の成人を二年後に控ひかえた白雪は、今では兄と妹に間違えられることもあった。

　とはいえ、朱月と白雪の顔立ちはさほど似て見えない。朱月の切れ長のまなざしや高い頰ほお骨ぼねは、白雪の大きな目や、やわらかい線を描えがく顔の輪りん郭かくとはかけ離れていた。ふたりの共通点は、今ではこの結ユイの大陸では滅めつ多たに見られなくなった漆しつ黒こくの髪かみだけだった。

「……しらゆき」

　呼ぶ声は、ひどくかすれて細い。

「父さん、……もうだいじょうぶ、誰も追ってきてないから」

　白雪はそう言うと父の体に手を伸のばし、なんとか裏返そうとした。

　朱月は、国境沿いの街で、この国、神しん杖じようの者と、隣りん接せつする国、長ちよう汀ていの貴族がいざこざを起こしていたのに巻き込まれた。

　入国するまでにひどく手間も時間もかかるが、神杖の南西部は気候が穏おだやかなので、他国の貴族や富ふ豪ごうが療りよう養ようなどで訪れることが少なくない。そんな貴族のひとりが、街の通りで宿の者と小こ競ぜり合いをしていたのに、父娘おやこは巻き込まれたのだ。

　朱月は放浪を繰くり返す術師だが、その技量と知識は絶大だった。しかし彼は白雪の前では、その技量と知識を人を害するためには使わなかった。──自分の命を脅おびやかす相手に対しても。

　長汀の貴族は、自分をやりこめた流浪の術師が、待っている娘の元へ戻ろうと背を向けたときに、刃やいばを叩たたきつけた。周りで見ていた者たちが止める間もなかった。同じように斬きられたければかかってこいとその貴族が言うと、誰も動けなくなった。

（たかが術使いごときが、俺に意見するなど）

　その貴族は、斬られて倒たおれ伏ふした朱月を見おろし、蔑さげすむように言い放った。

　術師は、ところによってはその奇き才さいゆえに疎うとまれる。白雪は知らなかったが、特に長汀では、人心を惑まどわす存在として忌いみ嫌きらわれていたのだ。

　斬られた父に取りすがっていた白雪は、その一言で攻こう撃げきの術、──唯ゆい一いつ使うことのできる風の術を発動させた。呪じゆ詞しによって発生した突とつ風ぷうは、男とその従者たちを建物の壁かべに叩きつけた。

　その後、白雪は周りの者たちに助けを求めたが、やめなさい、と朱月が言ったのだ。自分たちを助ければ彼らに迷めい惑わくがかかる、と。

　白雪は父に言われたとおり、父を背負って夜の森へ逃のがれた。貴族の従者たちが途中まで追ってきていたが、危険な夜の森へ逃にげたとは思わなかったのだろう。そのうち声も気配も消えた。

　──今まで、父との放浪の旅は楽しかった。まれに一年二年と同じ街に住んだこともあったが、ほとんどの日々を、大陸じゅうをさすらって過ごした。

　この国に来なければ、その生活はこの先もつづいただろうに……！

「父さん、手当てをしよう」

　白雪は、震ふるえる手で、なんとか父の体を少しだけ動かした。

「そんな頼たよりない声で、……」

　朱月は、低い声で呟つぶやくように言った。「おまえは、強い子、だろう」

　確かに白雪は強い。荒こう野やでの野宿がつづく旅でも泣き言ひとつ口にしたことはない。術師を蔑む者に街で会っても、臆おくさず視線を返していた。森や草原に棲すむ獣けものにも怯おびえたことはない。

　白雪の気の強さに、朱月はときおり苦笑していた。それでは伴はん侶りよを得えるのも一苦労だぞ、と言いながらも、彼に娘の性向を矯きよう正せいする気はさらさらないようだった。そんな父に、誰だれとも添そう気なんてない、と白雪は反論したものだ。だってわたしは父さんとずっと一緒にいるから、そう約束したでしょ？

　そうだ、そう約束した。

「ねえ、父さん、……こんな傷、なんともないよね？　だって、……わたしが十六になったら、名前で呼ばせてくれるって言ったよね」

　白雪は、支し離り滅めつ裂れつなことを口走った。

　結ユイの大陸では、どの国でもどの地方でも、誰もが十六になれば成人として認められる。儀ぎ式しきを行い、それまでの未成人としての服装や髪形を成人のものに改めるのがならわしだった。それと同時に、伴侶を得て新しい家庭を持つ者も少なくない。

　白雪が十六になっても誰とも添わず、ともに旅をつづけていたら、一人前として認め、自分を名前で呼んでもいい、と朱月は言ったのだ。

　いつかその日が来ると思っていた。

　あかつき、と父を名で呼ぶ日が。

「もうすぐ、誕生日だったな……」

　朱月は小さく笑った。白雪を見つめるまなざしが、いとおしげに細められる。

「次で、十五か。……思ったより、早く過ぎたな」

　その懐なつかしむような声こわ音ねに、白雪は息をのんだ。朱月の命が、まるで夜のとばりのような紗しやの向こうへ通り抜ぬけていこうとしている気がしたのだ。

「おまえには、本当に手を焼かせられた。からかわれればすぐに相手を殴なぐるし、裾すその短い服で木に登るようなおてんばだし、……いったい、誰に似たんだか」

「父さんに似たんでしょ」

　白雪は再び父の体を裏返そうと、腕うでに力を込こめた。だが、瘦そう身しんに見えても朱月は成人の、しかも男性である。焦あせっている白雪は、なかなか思うようにできなかった。

「……それとも、育て方を間ま違ちがえたか」

　朱月は、夢見るような口調で言った。

「そう、だから、父さんが最後まで面めん倒どう見なきゃだめ。人ひと様さまに迷惑かけないように、ちゃんとわたしを見張ってて。いつか父さんが歳を取って旅できなくなったら、森に庵いおりをつくってあげる。そこで一いつ緒しよに暮らそう。木に実を分けてもらって、野草を採とって、牛か山や羊ぎを飼って乳を搾しぼって、薬草が採れれば薬を作れるし、他ほかのものと交こう換かんしてもらえる。それで充じゆう分ぶんだから」
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　白雪は早口で言いながら、やっとのことで父の体を裏返す。どさり、と音がして、斬られた朱月の背が月光に照らされた。白雪は息をのむ。血が止まっていなかった。思ったより傷は深く、抉えぐれた肉が赤く染まっている。

「わたしの息が止まったら、白雪、」

　朱月は地面に頰ほおをつけて、静かに言った。「すぐに、この森に埋うめると、約束してくれ」

　白雪は首を振ると、父の顔を覗のぞき込んだ。

「こんな傷、すぐ治る、わたしが治すから、そんなこと言わないで」

　だが、そう言う白雪の使える術は少ない。知識としてだけ知っている術は、朱月に教えられていたので数限りないが、使いこなせてはいない。使える術の中でも、癒いやしの術はほんのわずか、かすり傷が早く治るようにする小さなまじない程度だ。

　混乱する白雪の内心を知ってか知らずか、朱月は、じっと娘を見上げて、

「約束、してくれ」と、強い調子で言った。

　白雪は、ぐっと歯を食いしばった。

「……わかった」

　言い出したら父は決して引こうとしない。穏おだやかに見えてひどく情がこわいのだ。その点だけは、この父と娘はそっくりだった。

「手を」

　伏せた朱月の手が伸びる。白雪は震えながら、両手でそれを包み込んだ。

　その冷たさに、白雪はぞっとする。

　氷のような冷たさ。

「父さん」

　喉のどが嗄かれて、声がうまく出ない。

「しらゆき」

　やわらかい微笑ほほえみが、その顔に浮かぶ。「おまえに話さなければならないことがある……」

　白雪はびくりと身を震わせた。話し終わったら、父は目を閉じてしまうような気がした。

　そして、二度とその瞼まぶたは動かないだろう、と。

「おまえの母は、この国の聖せい都とにいる」

　朱月は低く呟いた。「名前はしらさぎ」

　生まれてこのかた、白雪は母のぬくもりを知らずに育った。どこかに生きているのだろうかと考えたことはあっても、父がいればよかったから、気にしないようにしていた。

「強くて心のやさしい人で」

　淡あわいひかりの中、朱月は微笑む。「あまり、自由の身ではなくてね。わたしが旅の話をするたび、よろこんでいた。……彼女は、わけあっておまえを育てられず、わたしに託たくしたんだ」

　朱月の声が細くなった。白雪の摑つかんでいる手から力が脱けていくのがわかる。

「父さん、いいから、もうしゃべらないで」

　白雪は首を振った。「ねえ、次はどこの国に行く？　この国を出たら……」

「わたしを埋めたら、聖都に行きなさい。…おまえの左手」

　朱月は、自分の手を摑む手を搔かくように、そっと指を動かした。「その手のひらの…印しるしを見せれば、わかってもらえる…」

　白雪の左手のひらには、火傷やけどの跡あとがある。いつからあるのかは、白雪自身も知らない。

「それは、みしるし、なんだ。おまえが、白しら鷺さぎの娘であるという、証あかし…」

　父の声が細くなる。

「父さん！」

　白雪は叫さけんだ。

　朱月の体が、一いつ瞬しゆん、銀色の光を帯おびた。闇やみの中に浮かび上がるひかりは、月光よりもやわらかく儚はかなかった。

　だがそれはたちまちかき消え、白雪の手の中で、朱月の指が力を失っていく。

　白雪は、茫ぼう然ぜんとその場に座り込んだ。

　朱月の唇くちびるから、吐と息いきが漏もれることは二度となかった。




　月が動き、ひかりがうつり変わっていく。

　──どうして。

　どうして、この人が息をしなくなってしまったのに、世界は何ひとつ変わらないんだろう。

　この人がいなくなったら、世界は終わると思っていたのに。




　急いで逃げてきたから、荷物は何も持ってこられなかった。術具も、旅に必要な金きん子すも食しよく糧りようも、何もない。

　それでも白雪は、よろよろと立ち上がった。

　夜の森の中、ひっそりとうごめく獣けものたちが、遠巻きに見ているのが感じられる。害意はない。ただかれらは明らかに戸と惑まどっていた。

「うるさくして、ごめんね」

　白雪は、それへ囁ささやきかける。「父さんと、約束したから……もう少し、ここにいさせて」

　取り巻いているのは狼おおかみだろうか、それとももっと小さな生きものか。了りよう承しようの意が感じられる。あるいは慰なぐさめや憐れん憫びんが。

　羽音がした。見上げると、木の枝に大きな白い梟ふくろうが止まってこちらを見おろしている。どうやら夜のこの森の代表的な存在らしい。

　彼は聡そう明めいそうな瞳ひとみを白雪に向け、次ついで地に転がる朱月の体を見た。それだけで、かれら森の獣たちが、自分たちを許きよ容ようしてくれたのが白雪にもわかった。

　白雪は安あん堵どして、自分のなすべきことをするためにあたりを見回した。わずかずつ動いていく月は満ちて明るい。そのひかりに助けられ、落ちている枯かれ枝を見つけて手を伸のばす。

　たどってきた道は、森の入り口に近いほうがやや広くなっている。少し歩き、充分な幅はばのあるところまで行くと、白雪は膝ひざをついて、その場を枝で穿うがった。

　埋めてほしいと、言っていた。

　約束をしたから、そのとおりにしなければならない。

　約束は、絶対に守らなければならないから。

　白雪は両手で握にぎりしめた木の枝で、何度も何度も地面を穿った。




　暗闇の中、白雪は土を穿ちつづけた。とうの昔に両手は木の皮で擦すれ、血がにじんでいた。

　星の位置が変わり、月が傾かたむくころになると、地面には人ひとりが横たわれるほどの穴が浅くあいた。日はまだ昇のぼっていないが、あたりはかすかに明るくなっている。その中に見える穴は、大おお柄がらではないが小柄でもない朱月には充分に見えた。

　そう考えたとき、遠くから馬の嘶いななきが聞こえた。

　誰かが来るのを察したが、白雪は手を止めなかった。危険を感じなかったのだ。

「…おい」

　しばらくすると、誰かが獣道をやってきて、白雪に呼びかけた。

　だが白雪は返事もせず、黙もく々もくと穴を掘ほりつづける。

「何をしているんだ」

　間近で声が聞こえた。白雪はそこでやっと、穴の中から顔を上げる。

　薄はく明めいの中に見える男らしく整った顔立ちは、二は十た歳ちかそれを少し過ぎているようだった。濃こい眉まゆと意志の強さを秘めた双そう眸ぼうは、赤茶けた岩いわ砂さ漠ばくを思わせる色である。燃えるように赤い髪は、普ふ通つうの成人男子よりほんの少しだけ長く、うなじを隠かくしていた。ということは、彼は白雪と同じ、竜りゆう珠しゆなのだろう。

　神より授さずかったと言われる光と風に依よる力そのもの、またはそれを秘める者を、いにしえより竜珠と呼ぶ。

　遠い神かみ代よには、今はもうどこにもいない銀色の聖せい獣じゆうが地上を跋ばつ扈こし、神々の恩おん恵けいや寵ちよう愛あいを受けた数多あまたの人々がいたという。真しん偽ぎは定かではないが、かれらは神と関かかわりを持ったために、後ろ首の中に竜珠と呼ばれる神しん具ぐを埋め込まれ、その名で呼ばれるようになったという伝承があった。

　竜珠は先祖の霊れいや言葉を持たぬ生ある者と語らうことができ、光を集め、焰ほのおを起こし、風を呼び、地を芽め吹ぶかせ、水を操あやつる。だが、後ろ首の中で肉体の一部と化した竜珠そのものを目にした者はいない。死者の体から竜珠は失われるし、後ろ首を開かれて生き延びた者などいないからだ。

　そんな竜珠には、後ろ首を隠すようにして髪を伸ばし垂たらすならわしがあった。しかし、今となっては始末がよくないので、髪を長く伸ばしても、結ゆうかまとめるかして垂らすようになっている。

　彼は、黒地に赤い糸でぎざぎざとした模様が刺し繡しゆうされた額ひたい布ぬのを締しめていた。身につけているのは、ぴったりした長なが袖そでで腰こしまでの短い上衣うわぎと、同じように脚あしに沿ったまっすぐな足首までの袴はかまだ。旅装だが、どれも仕立てや布地が庶しよ民みんの身につけるものには見えなかった。

　だが白雪はそれにさして感かん銘めいも受けず、ぼんやりと男の顔を見つめる。見も知らぬ男に話しかけられたのに、何な故ぜか警けい戒かい心しんはかけらも起きなかった。いつもならば睨にらみ返すぐらいしただろう。

「埋うめるために、穴を掘ってたの」

　白雪は穴から出ると、ゆっくりと背後を振ふり返り、父を、──父だったものを、見た。

　男もつられて、獣道の先へと目をやる。

「約束、したから」

「あかつき」

　男が驚おどろいたように父の名を呼ぶ。

　白雪は、その唇くちびるが動くさまを見て、この人は父をよく知っているのだろうかと考えた。名を呼ぶその声には、親しげな響ひびきが込こめられていたからだ。

「遅おそかったか……」

　彼は眉を寄せて呟つぶやくと、白雪を見た。「君が、白雪だね」

　白雪がうなずくと、彼はほっとしたように息をつく。険けわしかった視線がやわらいだ。

「よかった……」

　その唇に微び笑しようが浮かぶのを目にして、白雪は不思議な感覚を味わう。まるで、白雪をとても大切に思っているかのように見える微笑ほほえみだったのだ。

「俺は蘇す芳おう」

　蘇芳はそう言うと、感かん慨がい深げに目を細めて白雪を見つめる。「君とは昔、会ったことがある。君は憶おぼえていないだろうが……ずっと昔に」

「憶えてない」

　白雪は、感慨もなく首を振った。

「君は昔とずいぶん変わったけれど、すぐわかった」

「変わった？　わたしが？」

　白雪は繰くり返した。確かに、憶えていないくらいずっと昔に会ったきりなら、今の白雪がずいぶん変わったと感じられるのはあたりまえだろう。だが、蘇芳が言ったのは、それ以外の意味を含ふくんでいるように聞こえた。

「朱月は、どうして死んだんだ？」

　蘇芳は朱月に近づくと、その傍かたわらに膝をついた。

　白雪は振り向いて、じっと蘇芳の背を見つめた。

　──その背越ごしに、地面にうつぶせた父の顔を。

「街で、斬きられた」

　白雪が淡たん々たんと答えると、蘇芳は苦々しげな顔をした。

「昨夜、長汀の貴族とやりあって斬られた旅人というのは、朱月だったのか」

「よくわからないけれど、父さんを斬ったのは、あの街の人じゃないみたいだった」

　白雪は、ぽつりぽつりと話した。「街の人も、怖こわがってた」

「あの街は他国人の逗とう留りゆう地ちだ。特に隣りん国ごくの長汀から来ている者が多い。他国からの旅行者はいいお客だから、目に余る行動があっても、上がきつくとがめなくて、街の者も困っているらしい。……誰も、助けてくれなかったのか」

「迷めい惑わくがかかるから、街の人に助けを求めてはいけないって、父さんに言われたの」

　白雪は答えた。「わたしたちは、来て流れていくだけだけど、街の人たちは他のどこにも行けないから」

　それは、今までの旅路でも言われていた。定住者と流る浪ろう者ものでは、生活の基き盤ばんが異なる。

「──あの方が、連れていったのかもしれないな……」

　蘇芳はそう呟きながら、朱月の顔に手を伸ばす。

『あの方』って誰だろう、と白雪は思ったが、さして興味もなかったので問わなかった。

　安らかに眠ねむっているようにさえ見える朱月の死に顔にふれ、蘇芳は眉をひそめる。

「こんなにあなたは小さかったか…」

　低い声で呟く。

　頰ほおに指先を滑すべらせてから、ふと手を離はなした。

「燃やさずに埋めてしまうのか」

「そうしてくれって言われた」

　問われていると気づき、白雪は答える。「息が止まったら、埋めてくれって」

「手伝おう」

　蘇芳はそう言って、立ち上がった。

　白雪は、びっくりして蘇芳を見た。

「どうして？」

「俺は昔、朱月に世話になったんだ」

　蘇芳はそう言うと、また、微笑んだ。

　白雪は、その笑顔をじっと見つめる。

　どうしてこの人は、そんなふうにやさしい目で自分を見るのだろう。

　……父が自分を見るときの視線に似ているような気が、した。

　いとおしむようなその瞳。




　男手が入ると作業の進みは格段に違ちがった。穴はより深く穿たれ、日が昇り始めるころ、朱月の亡なき骸がらはその中に横たえられた。

　土をかける前に、白雪は、地の底に横たわった朱月の亡骸を改めて見つめた。

　やがてこの土の中で父は腐くさり果て土に還かえる。もう二度と会えないのだ。

　──もう二度と。

　白雪に向けられた慈じ愛あいに満ちたまなざし、大きな手のひら、温かいその背中、やわらかい声、──すべて何もかもが失われた。

「別れを言わなくていいのか。もう二度と会えないんだぞ」

　蘇芳に声をかけられ、白雪は顔を上げる。

「そうね」

　白雪は、うなずいた。「そのことを、考えてたの」

「君は、人が死ぬのを見るのは初めてなのか」

「ううん」と、白雪は首を振る。「ただ、父さんが死ぬなんて、考えてなかったから」

　人は誰でも死ぬ。

　それは知っている。人の死は、旅の途と中ちゆうで幾いく度ども目にした。惨みじめな死、ささやかな死、安らかな死、──自ら求めた死……

「人はどうして死ぬか、知っている？」

　白雪は疑問を口にした。今までにも人の死に関わりはしたのに、深く考えたことはなかった。

「終わりのときが来たから、死ぬんだ」

　蘇芳は静かに答えた。

「父さんにも、終わりのときがきたのね」

　白雪は手を伸のばして朱月の頰にふれようとしたが、指先がふれる寸前で、思い直して手を引いた。父が冷たくなったのをこれ以上感じたくなかった。

「……悲しくないのか」

　問われて、白雪は目を瞬またたかせた。

「よくわからない」

　白雪は呟く。父は、瞼まぶたを上げて起き出してきそうに見えたのだ。

　白雪の答えに、蘇芳はどこかを痛くしたような顔をした。

　彼は朱月の亡骸に向き直ると、手を伸ばして朱月の髪にふれた。左側に垂れている一ひと房ふさ。腰に差していた剣を抜き、光る刃でそれを切り落とす。手の中で垂れる黒髪を、どこからともなく取り出した布で丁てい寧ねいに包むと、懐ふところにしまい込んだ。

　それから、亡骸に掘ほり起こした土をかけ始める。白雪もぎこちなくそれに倣ならった。埋まい葬そうは、普ふ通つうは亡骸を布で包んで埋めるが、そんな布もここにはなかった。朱月の素す肌はだ、その貌かおを、黒い土が覆おおい隠かくしていく。白雪はそれを見ながら、機械的に手を動かした。

「俺たちは、君と朱月を捜さがしていたんだ」

　朱月の亡骸が土の下に完全に隠れると、蘇芳はそう言った。

　白雪は、隣となりに立つ蘇芳を見上げた。何な故ぜ、と問う前に、遠くから人の声が聞こえてくる。びくりとそちらを振り返った。森の入り口だ。

　それを怯おびえと取ったのか、蘇芳が首を振る。

「安心していい。あれは俺の弟たちだから」

　あなたの？　と訊きき返そうとして、白雪は口ごもる。彼をどう呼ぶべきかわからなかったのだ。

「俺のことは、蘇芳、と呼んでくれないか」

　その戸と惑まどいを察したのか、蘇芳はそう言うと、少し照れたように笑った。

「でも、わたしより、歳が上でしょう」

　白雪は言った。身分はともかく、歳上の者には敬意を払はらうこと。それは父に教えられた大切なことのひとつだ。

「なのに、呼び捨てになんてできないわ」

「歳は上だが、俺より君のほうが身分は高い」

　蘇芳の意外な言葉に、白雪は目を瞠みはった。

　白雪は流浪の術師の娘である。蘇芳はどう見ても剣士で、身なりもきちんとしているから、ひょっとしたら貴族かもしれない。誰が見ても明らかに蘇芳のほうが身分は上だった。

「本来なら、俺が、君の名を呼び捨てることもゆるされないだろう」

　蘇芳の言葉の意味がわからず、白雪は眉まゆを寄せた。

　それを見て、蘇芳は少し、おかしそうに笑った。

「それに、俺がそう呼んでほしいんだ。だめだろうか」

　白雪は、考えた。

「だったらわたしのことも、白雪って呼んでくれればいい。そうしたら、蘇芳って呼ぶから。あなたの名前で」

　考えをまとめながら言うと、蘇芳はうなずいた。

　そうするうちに、三人の青年が獣けもの道みちを歩いてくるのが見え始めた。

　白雪は興味を持って、彼らの姿を眺ながめた。

　まずひとりめ、先頭の青年はすらりとした長身である。濃こい青みがかった銀髪は肩かたに届く長さで、その身に竜りゆう珠しゆを秘めると知れた。肌の色が抜けるように白い。端たん麗れいな顔立ちは貴族的で、切れ長のまなざしも高い鼻び梁りようも、異性を引きつけてやまないのだろう、どことなく傲ごう慢まんそうな空気を纏まとって見える。歩くたびに長めの髪が垂れるのをかき上げるしぐさがひどく優ゆう雅がだ。

　蘇芳と同じくらいの年だろうか。蘇芳と違い、王おう侯こう貴族のような腿ももまでの長い上衣と、ゆったりした袴はかまを身につけている。どちらにも光る糸で見事な刺し繡しゆうが施ほどこされており、ひと目で身分の高さがわかった。腰こしに帯びているのは二振りの刀。一方は長いが、他方はそれより短い。

　彼は白雪の視線に気づくと、露ろ骨こつにいぶかしげな表情を浮かべて白雪を見返した。値ね踏ぶみされている気分になって、白雪は不快感を覚えた。そんなふうに見られる謂いわれはない。そう思いながら、次の姿に視線を向けた。

　ふたりめは、ひとりめよりは小こ柄がらで、華きや奢しやに見えるほどほっそりしていた。茶がかった金髪はうなじでくくられて背に下がっており、揺ゆれると木こ漏もれ日を受けてきらきらした。その髪の長さから、やはり竜珠なのがわかる。ここまで髪を長く伸ばしているからには、行を修めた術使いだろう。術師の資格も持っているかもしれない。

　不思議なことに、彼の肌は髪のように少し光って見えた。目が大きく、幼げにも見える顔つきをしていたが、白雪よりは年かさのようだ。襟えり元もとのぴったりとした上衣と、蘇芳と同じ旅装の袴を身につけているが、どちらも明るい色合いをしている。腰には何も帯びていない。

　彼は白雪の視線にすぐに気づいた。目が合ったとたん、にっこりと微笑ほほえむ。白雪は驚おどろいてまばたいた。見も知らぬ相手にそんな無む防ぼう備びな笑顔を向けるとは、よほど育ちがいいのだろうと思ったのだ。それほど、彼の笑顔は無む邪じや気きだった。

　最後の三人めは、三人の中でいちばん大柄で逞たくましかった。身長だけなら最初の男より少し高いくらいだろうが、厚みが違いすぎた。身につけているのも、闘とう技ぎ場じようで見かけた武ぶ闘とう家かと同じ、鋲びようを打った革かわ製せいの服で、形よく筋肉のついた肩や上じよう腕わんを剝むき出しにしており、その肌はよく日に灼やけてつやつやとしている。

　彼も腰には何も帯びていなかった。両手に指の部分がない黒い革かわ手て袋ぶくろをつけているのは拳こぶしを守るためだろう。硬かたそうな黒髪は蘇芳と同じくらいの長さだった。やや幼く見えるがしっかりした男らしい顔には、なんの表情も浮かんではいない。

「蘇芳」

　銀髪の青年は、歩を止めると呼びかけた。「その子が白雪だってえのか」

　その端麗な容よう貌ぼうからは想像もつかないほど乱暴な言こと葉ば遣づかいである。白雪はびっくりして、青年をまじまじと見た。あちらもその視線に気づき、やや苛いら立だったような表情を浮かべる。

「ああ、白雪だ」と、蘇芳が落ちついて答えた。

「色が前とずいぶん違うね」

　金髪の青年が、不思議そうに呟つぶやく。

　白雪がその言葉に首をかしげると、銀髪が再び口を開いた。

「朱月が一いつ緒しよじゃねえのに、なんで白雪だってわかるんだよ」

「朱月は、そこにいる」

　蘇芳は、盛られたばかりの新しい土つち塊くれを目で示した。

　一瞬、銀髪が虚きよを突つかれたような顔をする。それは他のふたりも同様だった。

「……まさか」

「確かだ。さっき、俺と白雪で埋うめた」

「埋めた、だって？」

　銀髪が声を荒あらげた。

「どうして、僕たちが来るまで待っててくれなかったの。連れて帰ることだってできたのに」

　金髪の青年が、言った。「蘇芳にしては、短たん慮りよすぎない？」

「息が止まったら、すぐに埋めてくれって、父さんが言ったから」

　白雪は、思わず口を挟はさんだ。「約束したから、そうしただけ。蘇芳は悪くないわ」

「約束だと？」

　銀髪が、不服そうに繰くり返しながら白雪を見た。その語気の鋭するどさに非難されている気がして、白雪は思わず彼を見返す。

　金髪の青年が近づいてきた。彼がそばに来た気配に思わず顔を上げると、さきほど小柄と感じたのは錯さつ覚かくだとわかった。白雪より頭ひとつは大きい。

「君が、白雪だね」

　確かめるような彼の言葉に、白雪はこっくりとうなずく。

「僕は琥こ珀はくだよ」

　琥珀はにこにこすると、振り返って言った。「あっちの嫌いやみっぽい綺き麗れいな顔のお兄さんが青せい磁じ、僕の二番めの兄さん。あっちのごっついのが黒こく曜ようで、僕の弟。僕は蘇芳の二番めの弟」

　白雪はゆっくりとまばたいて、琥珀を見、青磁と黒曜を見た。青磁はそっぽを向くが、黒曜はわずかに顔をほころばせた。すると、さきほどまでの無表情と異なり、ずいぶんとやわらいだ空気が漂ただよう。

「みんな、蘇芳の弟？」

　琥珀の説明を頭の中で反はん芻すうし、白雪は呟く。

「そうだ」

　蘇芳のうなずきに、白雪は改めて驚いた。確かに弟とは聞いたが、琥珀はともかく、あとのふたりが蘇芳より歳下とは思えなかったからだ。

　白雪が見上げると、蘇芳は、ふ、と顔をほころばせる。

「みんな母が違うから、顔は似てないんだ」

　白雪の戸惑いを誤解したのか、蘇芳が説明した。

　少なくとも、三人以上の女性に子を産ませられるのは王侯貴族だ。富ふ裕ゆうな階級の者だとしても、複数の妻を持つことは歓かん迎げいされず、国によっては法で禁じている場合もある。四人が異なる母と同じ父を持つのならば、その父の身分は平民の豪商などではあるまい。どちらにしろ、やはり白雪と蘇芳たちとでは身分の差がかなりあるようだ。
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「んなこたどうでもいいだろ」

　青磁が乱暴に遮さえぎった。「それに、こいつは本当にあの白雪なのか？　色が全然違うのに、白雪だって信じていいのかよ？」

　青磁の物言いに、白雪はますます不快感をつのらせた。どうにもこの男、人を不ふ愉ゆ快かいにさせるのが得意らしい。

「この子は白雪だよ。疑り深いな、青磁は」

　蘇芳は苦笑した。

「その証しよう拠こはどこにあるんだ。それに、あの方に全然似てないじゃないか」

　青磁がさらに言った。

「色が全然違うってどういう意味なの」と、思わず白雪は疑問を口にした。「あの方っていうのも誰のことなのか、さっぱりわからないわ」

「髪や目は、竜珠の影えい響きようで色が変わったりするし」

　口を開いたのは琥珀だった。「それに、左手を見ればわかるよ。白雪なら、烙らく印いんがある」

　琥珀はそっと手を伸のばして、白雪の両手をとった。琥珀の動きがあまりにやわらかだったので、白雪はなんの反応もできず、されるがままに手を持ち上げられる。

　琥珀は、すりむけた傷に気づくと眉まゆをひそめた。白雪の両手を持ったまま目を閉じる。するとすぐに、手のひらがじんわりと熱くなった。琥珀のふれている部分に、ふっと明るい光が満ちるのが白雪の目に映る。竜珠が反応した光だ。常じよう人じんには見えないだろう。

「癒いやしの術ね」

　白雪が呟くと、琥珀は無言でうなずいた。癒しに限らず呪じゆ詞しもなく術を使えるのは、竜珠がかなり重い術使いだ。重い竜珠は強い力に満ち複数の霊の祝福を受けているから、琥珀はさまざまな術を使えるのだろう。

「これで、少しは治るのが早くなるからね」

　しばらくして光の気配が消えると、琥珀が手を放した。

　白雪は手のひらを見た。土の汚よごれがぬぐったように落ちており、裂さけた皮ひ膚ふはあとかたもなくふさがっている。血の跡あとがわずかに残るのみだ。

「ありがとう」

　白雪は、きちんと礼を言った。琥珀はその反応がうれしかったのか、笑顔になった。

「どういたしまして」

　それから青磁を振り向いて、言った。「烙印、ちゃんとあるよ。この子が白雪なのは間違いないから。青磁も確かめてみる？」

　青磁は無言で肩かたをすくめた。

「烙印って、これ？」

　白雪は、左手をぎゅっと胸むなもとで握にぎった。「これはわたしが…母さんの娘だという証あかしだって、父さんが言ってたわ」

　母さん、と口にするのを、白雪はためらった。そう呼んだことなど、なかったので。

「朱月は、他には何か言っていなかったか？」

「母さんの名前は、しらさぎだって」

　蘇芳の問いに、白雪はやっとのことでそれだけ言った。「さっき、初めて聞いた」

「そのとおりだ」

　蘇芳は、そっと白雪の両肩を摑つかんだ。うつむきかけていた白雪は、はっとして顔を上げる。

「君は、我が神杖の聖王、楓さつ院いん清せい祥しようさまの妹で、我が国の守護結界を張っていた斎さい宮ぐうの姫君、白鷺さまの娘なんだ」

　蘇芳の言葉を、白雪は咄とつ嗟さに理解できなかった。

「母さんが、誰の妹って」

「聖王の妹君だ。──もっとも、白鷺さまはお亡なくなりになったがな」

　苦々しげに青磁が言った。「お元気でいらっしゃったのに、いきなり、……十日前だ」

　突とつ然ぜんの言葉に、白雪は血が下がるのを感じた。

　父の死、そして会ったことのない母も死んでいたという報しらせに、張りつめていた緊きん張ちようがぷつりと切れ、白雪の体は傾かしいだ。

「しらゆき!?」

　琥珀の声。

　大きな手に抱だき留められる。

　その感かん触しよくに瞼まぶたを上げると、蘇芳が体を支えてくれているのが見えた。

　視界が光でいっぱいになり、痛みを感じてぎゅっと目をつむる。

　混乱した意識は、たちまち闇やみにのみ込まれていった。










　黒衣の男は、街を去っていく馬車を建物の上から眺ながめた。髪も目も黒いため、影かげのようにも見える。

「あれが斎宮探たん索さくの騎き士したちか」

　馬車を先導するように走る馬には大おお柄がらな男が乗っている。剣士ではなく武闘家のようだ。その逞たくましい体つきは見事だった。

「我が手の者が斬った術使いの娘が、どうやら斎宮の娘だったようです」

　男の呟つぶやきに応こたえるように、傍かたわらに控ひかえていた従者が報告する。従者も、男と同じように黒衣を纏まとっていた。頭ず巾きんからはあかがね色の髪がはみ出し、朝あさ陽ひに鈍にぶく輝かがやいている。そのまなざしは暗い茶に彩いろどられていた。

「術使いか」

　黒衣の男は呟いた。

「斎宮の騎士たちは、四人とも術使いです。そのうち、ふたりは剣士で、武ぶ闘とう家かがひとり。のこりのひとりが、竜珠の多いこの国でも抜ぬきん出て強い術師とか」

　従者は密みつ偵ていから得た情報を報告する。

「浅あさ緋ひ、おまえから見て、あやつらは竜りゆう珠しゆとしてはどうなのだ」

「斎宮の騎士で、竜珠としての脅きよう威いはひとりだけです、若。あとは剣士、武闘家としてはこの国でも最さい高こう峰ほうの強さと言われていますが、それは特に問題はないと言えるでしょう」

　浅緋と呼ばれた従者は、主人あるじの問いかけにすらすらと答えた。

「どちらにしろ、一ひと筋すじ縄なわではいかぬか」

　男は鼻を鳴らした。「しかし、斎宮の騎士が揃そろいも揃って竜珠とは、驚おどろくな。竜珠など、我が国では百人にひとりほどの確率でしか生まれないだろう」

　竜珠は今では数も少なく、普通の人々には畏い敬けいや嫌けん忌きの念ねんを引き起こさせるので、ひとつところに留とどまって暮らすのは難しく、まためずらしかった。だが、いにしえのならわしを色いろ濃こく残す神杖では、他国より竜珠の生まれる割合が多く、定住する者も多かった。

「この国は古くから閉じられておりますから、いにしえの血が発現しやすいのです」

　浅緋は低い声で答えた。「それもみな、あの結界ゆえ。──今は斎宮がおりませんから、結界は弱まっています。我々がこのように容易たやすく国境を越こえられるのも今のうちだけ。あの娘が斎宮となれば、再び結界は強化されることでしょう」

「そうなれば、近きん隣りん諸国が迷めい惑わくを被こうむるなど、この国の者は知らぬのだろうな」

　黒衣の男は、憤いきどおりを込めて呟いた。

「あの娘をなんとかせねばなりませぬ」

　浅緋は小さく息をついた。










　誰もいない、何もない──

　遠くまで広がる空間は薄うす明あかるく、しかし影すらなかった。

　白雪は、ゆっくりと頭こうべをめぐらせた。

　無む影えいの世界。

　足もとを見ると、薄い雲のようなものがたなびき、つま先は浮いている。だが、不安定ではなかった。地に足をつけて立っているときと同じように、姿勢は安定している。

（父さん）

　呼んだが、何もない世界では、音も響ひびかなかった。

（かあさん……）

　初めて呼びかける、その呼こ称しよう。

　だが、やはり誰も答えない。

　誰もいない。

　何も、ない。

　どんな音もなくて。

　胸の奥で、何かが引き絞しぼられるような感触だけが、ひどく現実味を帯おびていた。

　その感覚の名を、白雪は知らなかった。




　目をさますと体が揺ゆれていた。車輪の回る音がかすかに聞こえる。横たわっていた場所で身を起こすと、琥珀の声がした。

「気がついた？」

　見ると、彼は向かい側に座っていた。その隣となりには青磁が、両腕を組んでひどく不ふ機き嫌げんそうなおもてを窓の外に向けている。

　白雪は状じよう況きようが把は握あくできず、あたりを見回した。

「馬車だよ」

　白雪の戸と惑まどいを察して、隣の席に移ってきた琥珀が説明する。「君は倒たおれたんだ。──驚かせて、ごめんね」

　その言葉に首を振りながら、白雪は、自分が倒れたことに驚いていた。そんなにも、母が死んだことに衝しよう撃げきを受けたのだろうか。

　馬車の窓からは、朝方の空気の中、照てらす陽光が強くなっていくのが見えた。布張りの座席は、以前に泊とめてもらった貴族の館やかたにあった長なが椅い子すより座り心ごこ地ちが良く、体に響いてくる震しん動どうが少ない。車輪の音もさほど響いてこない。よほど高級な造りの馬車なのだろう。

「どこへ行くの？」

　白雪は首をかしげて琥珀に問う。

「この国の聖都。天てん藍らんっていうんだ。とても大きくて、綺き麗れいな街だよ。君が好きになってくれるといいな」

「好きに？」

「これからは聖都で暮らすことになるから」

　白雪はゆっくりと瞬またたいた。

　──父は死に、自分はひとりになった。母も死んだばかりだという。つまり、天てん涯がい孤こ独どくだ。

　どうやって明日から生きていくのか、考える間もなく、『聖都で暮らす』と決定事じ項こうを告げられ、白雪は眉まゆを寄せる。

「さっきも言ったけど、白雪、君は、陛下の妹君の娘、つまり陛下の姪めい御ごなんだよ」

　白雪の沈ちん黙もくを不ふ服ふくととったのか、琥珀はそう説明した。

　白雪はその言葉を、頭の中で何度も繰くり返す。

「わたしが、この国の王さまの姪？」

　実感がわかない。

「それに、今では王族の唯ゆい一いつの姫なんだ」

　琥珀は、言いながら顔を曇くもらせた。「陛下はご病気で、ずっと眠ってる。たまに目をさましては君の話ばかりしてるよ。君を心配しつづけてるんだ、陛下は」

　白雪はじっと、琥珀の横顔を見た。

　会ったこともない知らない人が、自分を知っている。それだけでも奇き妙みような気がしたのに、いつも自分を気にかけてくれているという。

「ひょっとして、わたし、その王さまのところで暮らさないとならないの？」

「できればそうしてほしいけど」と、琥珀はわずかに眉を寄せた。「聖都に行くのは、嫌いや？」

「嫌じゃないわ」

　白雪は正直に首を振った。

「おまえ、朱月が死んで悲しくないのかよ？」

　ふいに青磁が言った。白雪は目を瞬かせながら青磁を見る。咄とつ嗟さに反論が思いつかなかった。

「青磁」

　琥珀が険しい顔をして兄を見た。「何を言いたいの」

「父親が死んだのに泣きもしないって、薄はく情じようじゃねえか。もう二度と会えねえんだぞ」

「青磁ってば、どうしてそんな絡からみ方をするんだよ」

　琥珀が、たしなめるように言った。

「絡みたくもなるだろ。こいつ、朱月が死んだってこと、わかってんのか？」

　さすがに白雪は青磁を睨にらみつけた。

「あなたにそんなこと言われる憶おぼえはないわ」

「父親が死んだってのに、涙ひとつもこぼさないなんて、どうかしてるとしか思えねえよ」

　さらに青磁は強く言った。白雪が朱月の死に涙を見せないことが、彼の気に障さわるらしい。

「──人は、いつか必ずみんな死ぬ」

　白雪は、じっと青磁を見つめて言った。「父さんが、そう教えてくれた。親は、子どもより先に死ぬものだから、必要以上に悲しむこともないと言われた」

　白雪が言葉をつづけると、青磁が眉を上げる。

　悲しくないわけではない。だが、涙は出ないのだ。──ということは、悲しくないのかもしれない。ふと、白雪は自分を怖おそれた。

　もともと、あまり感情が動く質たちでなかった自覚はある。つまり自分は、あんなに好きだった父が死んだのに悲しみを感じられないような、薄情な人間なのかもしれない。

　父のことを考えようとすると、頭がそれを拒きよ否ひするように動かなくなってしまうのは事実だ。

「泣いたら父さんは帰ってくるとでもいうの？」と、白雪は言い返す。「帰ってこないでしょう？──だから絶対に、父さんのこと、忘れないようにするわ」

　青磁は黙だまって、白雪から顔を背そむける。

　父も、今まで出会ってきた人々の死を忘れていないと言った。忘れないことが大切なのだと教えてくれた。去った者のことは、忘れず心に刻みつけておけばいい。死者を真しんに死なせない方法はそれだけだ。

「そうだね」

　琥珀が、言った。「死者を悼いたむ気持ちはとても大切だけれど、必要以上に悲しんだら、死者が地上を去れなくなってしまうから……白雪は、よく知ってるんだね」

　白雪は、無言で首を振った。知らないことはたくさんある。白雪が知っている知識は、みんな父が教えてくれたものだ。

「弔とむらいの祈いのりはした？」

「できなかった。埋うめてすぐ、あなたたちが来たから」

　訊きかれて白雪はそう答えた。

「じゃあ、あとで僕と一いつ緒しよにしようね」

　琥珀はにこっと笑って言った。白雪は、それにうなずいた。

　青磁の席の後ろは、御ぎよ者しや席せきとつながっているらしい。小窓があいて、蘇芳が顔を覗のぞかせた。

「琥珀、術は使えそうか」

「僕は全然平気だよ」

　窓越ごしに問われ、琥珀はうなずきを返す。それから、首をかしげた白雪に説明した。

「聖都まで早く行くのに、秘ひ術じゆつを使うんだ。僕の竜珠は空間を操あやつるのに向いてるからね」

「秘術？」

　白雪は繰り返した。空間を操る術にもいろいろあるが、秘術という呼び方が気になった。禁きん呪じゆの一種だろうか、と考える。

　竜珠を源みなもとにする術には幾いく通とおりかあり、竜珠でない人々には癒いやしの術と予知がよく知られている。癒しは今では医術とも混在しているが、予知はおもに天候を読み取る術だ。

　他に、太古から竜珠たちが編み出し伝えてきた術には、人を破は滅めつへ導みちびく魔的なものもある。

　人を傷つけたり物を壊こわしたりするそれらの術は、今では使うことをよしとされず、ほとんどが禁呪として封ふう印いんされているし、それらの禁呪を使いこなせるほど重い竜珠も、近年では生まれにくくなっていた。

　人間との契けい約やくで地じ鎮ちんの役目を果たしていた花ハナノ神カミが去りてのち、地に満ちていた神気は地底から噴き出した熱の奔ほん流りゆうとともに散さんじた。はるか昔、空の向こうまで行く術すべを知っていた人間は、今や、その手の届く範はん囲いでしか生きられない……

「空を飛ぶとか？」

　人が空を飛べたという古い伝説を思い出した白雪が尋たずねると、琥珀は首を振った。

「水鏡を使うんだ」

　琥珀はそう言ってから、にやりとして青磁を見た。「本当は、水は青磁の担当だけどね」

　揶や揄ゆするような口調に、青磁がキッとこちらを向く。

「そりゃ俺の竜珠がおまえより弱いって嫌味かよ、琥珀。どうせ俺は、あの移りの術は不完全にしか使えねえよ」

「僕は風と雷いかづち、蘇芳は焰ほむらで、黒曜は土の系統の竜珠だよ。白雪は？」

　青磁の絡みを無視して、琥珀が問う。白雪はきょとんとした。

「わたしは……」

　竜珠には、大別して四種類の特性がある。焰、水、風、土が主な四つで、そこから派は生せいした光、雷、熱、氷、木、金、花などもよく知られていた。

「見み極きわめてねえのかよ」と、青磁がかったるそうに言う。

「そんなはずないでしょ。ちゃんと父さんが見極めてくれたわ」

　白雪は、青磁の言いぐさに腹立ちを覚えながら言った。「風が使えるけれど、他のも使えるだろうって。風以外は使ったことないけど」

「白雪には烙らく印いんがあるから、いろいろ使えるはずだよ」

　琥珀がとりなすように言った。

「これ、竜珠と何か関係あるの」

　白雪は左手を開いて眺ながめた。

「それは、斎宮の烙印なんだ」と、琥珀は説明した。「我が国の斎宮は、国境に結界を張って、国外から悪あく霊りようが入り込まないように守ってくれるんだよ。斎宮にふさわしい重さの竜珠を秘める女の子が王族の血筋に生まれると、星から託たく宣せんが降りて、生まれた子には烙印が施ほどこされる」

　白雪は少し考えた。

「じゃあ、……母さん、も、強い竜珠だったのね」

「うん、──でも、白鷺さまは亡なくなられたから、今、結界が弱まっていて、とても困ってるんだ」

「次に斎宮になるのは、わたしなの？」

　白雪の言葉に、琥珀は口を閉とざした。それが肯こう定ていなのは、さすがに白雪にもわかった。

「他になれるやつがいねえんだよ」

　青磁がつっけんどんに言う。「王族として認められている血筋は、今はおまえと、陛下だけなんだ」

　白雪は眉を寄せた。

「王さまって、たくさん子どもがいるんじゃないの」

「子どもが何人いようが、最後に生まれた子が春はるの宮みやになったら他はみんな臣しん下かに降くだるのが、我が聖王家のしきたりだ」

　青磁は、そんなことも知らないのか、というように白雪をちらりと見た。

「春宮って、跡あと継つぎのことね。この国では、最後に生まれた子が跡を継ぐの？」

　今まで白雪が通ってきた国では、跡継ぎは長ちよう子しと決まっていた。長子で都合が悪ければ、その次の子どもが跡継ぎとされていたと記き憶おくしている。

「うちはよその国とは逆で、末まつ子しが跡継ぎになるならわしなんだよ」

　琥珀がちょっと笑った。「最後に生まれた子は、親と一緒にいる時間が他の子より短いだろう？　だから、親が先行きを心配して家か督とくを残すのが、この国では一いつ般ぱん的なんだ」

「じゃあ、琥珀たちのうちは、黒曜が継ぐんだ」

　白雪がそう言うと、琥珀と青磁は顔を見合わせた。

「……普通だったら、そうなってたかな」

　しばらくしてから琥珀が口をひらく。「でも黒曜は特別な竜珠だから、跡は継げないんだ」

　琥珀の声こわ音ねが微び妙みように暗くなったので、白雪は黒曜の竜珠について訊き返すのをやめた。

「黒曜は、どこ？」

「馬に乗ってる。あいつはでかすぎるから、馬車だと頭がつかえちまうのさ」

　青磁が、小さな窓の外を見た。白雪は立ち上がると、揺ゆれる中を窓に近づき、外を眺めた。車輪の回る音が大きくなる。

　遠くに嶮けわしい山々が見えた。近くはなだらかな平野がつづいている。刈かり入れが終わった田畑らしく、一定の間かん隔かくを置いて稲いねか麦と思おぼしき束たばが積まれているが、白雪にはどちらとも区別はつかなかった。

　前方を見ると、馬が一騎、馬車を先導するように駆かけていた。確かに黒曜が乗っている。

　白雪は、さらに視線を遠くへ投げかけた。道のずっと先には、薄うす曇ぐもりの空を貫つらぬくような鋭するどく細い尖せん塔とうが見える。

「あの塔は、何？」

　振り返って誰にともなく問うと、

「祖そ塔とうだよ」と、琥珀が答えた。「我が聖王家の初代を国こく祖そとお呼びするんだけど、その国祖、桂けい院いん蒼そう空くうさまを祀まつってる塔で、必ず州都の中心にあるんだ。全部で九つあるんだけど、みんな秘術でつながってて、術師はそれを通って行き来できる。で、僕らは今、そのひとつに向かってるわけ」

「ずいぶん便利なのね」

　白雪は呟つぶやいて、再び尖塔を眺めた。

　石造りの尖塔は、ゆっくりと近づいてきていた。




　神杖国には九つの州がある。聖都天藍は、国の中心の彩さい湖このほとりにあり、それを擁ようする杖じよう州しゆうの周囲に、陣じんを張るように八つの州が置かれている。その地形を八枚の花か弁べんに擬なぞらえ、国の領土を秋しゆう桜おうの地と呼ぶこともあった。

　他国との交まじわりを最小限にとどめているため、商人も、それ以外の旅人も、公式には神杖へは西の白い道からしか入国できないことになっている。

　白い道とは、結ユイの大陸にはりめぐらされた街かい道どうの俗ぞく称しようだ。主要な道筋に白い土を盛もって均ならしてあるので、夜でも道が白く浮き上がって見え、急ぐ旅人の足もとを照らしてくれる。一定の距きよ離りごとに、食べられる実をつける木が道沿いに何かしら植えられており、野宿をする旅人だけが木の根もとで体をやすめ、果実を口にすることを許されていた。朱月と白雪も、そんな白い道の端はたでよく野宿をしたものだ。

　西から入ってすぐの泉せん州しゆうは、温泉地なので人の往おう来らいが多い。そうでなくとも州都ともなれば、通りを行き交かう人々の数は、今まで白雪が見てきた中でも多いほうに入った。

「騒さわがしいな」

　だが、それは常つねならぬことだったらしい。青磁が眉をひそめて窓から通りを眺める。街中に入っているため、馬車は速度を落としていた。その脇わきを軽く駆ける馬が寄せてくる。

「黒曜、何かあったの」

　馬上の黒曜は、窓越しに琥珀に問われてかすかに表情を変えた。白雪から見ても暗さを感じられる顔つきだ。その本当にわずかな変化に、琥珀は白雪より多くを読み取ったらしい。

　ふと、黒曜が顔を上げた。遠くを眺めるように目を細めてから、琥珀に視線を戻す。琥珀はそれに促うながされるようにして、窓から少し顔を出し、前方を見た。

「腐ふ臭しゆうがする」

「広場に人が集まっているぞ」

　御者席から蘇芳が声をかけてきた。

　馬車が停とまったのは、それからやや先だった。

　馬車の戸をあけて青磁が飛び下りる。蘇芳はすでに降りて人だかりへ向かって駆け出していた。次いで琥珀。

　白雪が戸口に立つと、馬を下りた黒曜が、腕を伸ばしてきた。腰を両腕でそっと摑つかまれ持ち上げられる。白雪はびっくりして息をのんだが、すぐに石いし畳だたみの上に下ろされた。

「ありがとう」

　見上げて礼を言うと、黒曜はにっこりした。おひさまみたい、と白雪は思う。

　無言で黒曜が腕を差し出した。白雪はちょっと考えてから、その腕に手をかけた。それで正解だったらしい。黒曜はそのまま、白雪を導くようにして歩き出す。

　白雪は、歩きながら周りを見回した。

　祖塔の前は広場になっていた。馬車は塔の前に停まっているが、そこから少し離れた先に人だかりがある。三人はそちらに向かっていた。

　人だかりにたどりついた蘇芳が何か声をかけると、人ひと垣がきがさっと開いた。街の人々は、みな一いち様ように、驚おどろいたように三人を見ている。

　人垣の中から、剣を帯びた男が出てきた。

「聖都の赤せき鳥ちよう隊たいの方が、何なに故ゆえに泉州などにいらっしゃいますか」

　男が蘇芳をじろじろと見ながら言うのが、近づきかけていた白雪にも聞こえた。

「私は斎宮の騎士だ」と、蘇芳が凜りんとした声で答える。「姫君探索の件は、貴き殿でんもご存じであろう」

　ざわり、と人垣が動いた。

「姫さま？」

「斎宮殿でんに上がられる、新しい姫さまのことだろう」

「前さきの姫さまがお隠かくれになってから、嫌いやなことばかり起きて……」

「……早く、次の姫さまに上がっていただかないと……」

　口々にざわめく市民に、男は鋭い視線を向けた。とたんに、ざわめきはぴたりと収おさまる。

「では、その後ろにおられる娘むすめ御ごが、次じ代だいの斎宮の姫君というわけですか」

　男の口調は丁てい寧ねいだったが、あからさまな侮あなどりが込められていた。胡う散さん臭くさがるような視線に、白雪は、他国でも見かけた身分の高い者たちを思い出す。すべてとは言わないが、貴族や帯剣、帯刀を許されるような位の者たちは、流る浪ろうの術師と聞くとあからさまにこんな目をしたものだ。

　慣れ親しんだ軽けい侮ぶの感かん触しよくに、白雪はおもてを引き締しめた。見も知らない人間に頭からばかにされるのは好きではない。

「……そうなる」

　蘇芳はややためらってから、白雪を振り返った。そのまなざしには困こん惑わくの色が浮かんでいた。

　白雪は、黒曜の腕から手を離し、そっと蘇芳に歩み寄った。

「では、あれをなんとかしていただきたいものですな」

　男は白雪を見おろしながら、自分の背後を肩かた越ごしに指し示した。

　白雪は、じっと男を眺ながめた。

　そのまっすぐな視線に男はたじろいだのか、わずかに後あと退ずさった。

「白雪、君は下がってたほうがいい。僕がするから」

　琥珀の言葉に、なんのことかと男が指し示していたほうを見ると、黒く長いものが石畳に並べられていた。端のひとつのすぐ脇には、老女と子どもが膝ひざをついている。老女は呆ほうけたように、並べられたものを眺めていた。

　白雪は、男の横をすり抜けて、それに近づいた。

「白雪……！」

　琥珀がもう一度呼んだとき、やっと白雪は、地面に並んだものが死体だと気づいた。

　黒く萎しおれた死体は、尋じん常じような死ではなかったことを示しめしている。

「姉ちゃん、斎宮の姫さまになるの？」

　子どもが細い声で話しかけてきた。その声音は、何かに対して怒おこっているように聞こえる。白雪は戸と惑まどって、子どもに近づいた。腐臭が一段と濃こくなる。

「わたしが、斎宮にふさわしいかどうかはわからないけど」

　白雪は、曖あい昧まいに答えをはぐらかした。

　自分のことが自分でわからないとは言いたくなかったので、逆に問い返した。

「誰が死んだの」

　すると、子どもは眉まゆを寄せた。

「父ちゃんだよ！　斎宮の姫さまが死んじゃったから、夜になると悪い霊が来るようになっちゃって、父ちゃんは夜、見回りをしてたんだよ。それで………新しい姫さまがもっと早く来てくれれば、父ちゃんは死ななくてすんだかもしれないのに！」

　白雪の胸までない子どもはそう叫ぶと、白雪に殴なぐりかかってくる。白雪は驚いたが、退ひかずにそれを受け止めた。瘦やせ細った子どもの拳こぶしは軽く、白雪はほとんど痛みを感じなかった。

　殴られる痛みより、重い石をのんだように胸の裡うちが冷たくなるのを強く感じた。

「わたしも……」

　白雪が呟くと、子どもは手を止めた。泣きながら白雪を見上げる。

「わたしの父さんも、昨日の夜に死んだばかりなの」

「姉ちゃんも？」

　子どもはびっくりしたように目を瞠みはる。

「こういうふうじゃなかったけど、殺されたわ」

　白雪は、黒く萎れた死体のそばに膝をついた。

　惨むごい死。目を背そむけたくなるような死。

　強くなる腐臭の中、白雪は手を伸ばした。黒く萎れた死体の皮ひ膚ふは固く冷たかった。ふれると、死にたくない、という無念がかすかに残っているのが感じ取れた。悪霊に生気を吸い取られて死んだのだろう。

「寿じゆ命みようでもないのに人が死ぬなんて、いやだけど」

　白雪は手を引くと、首を振った。「でもどんなに望んでも、死者は生き返らないの」

　自分に言い聞かせるように。

　……父は死んでしまった。もう二度と会えないのだ。

「どうしても？　神さまにお願いしてもだめ……？」

　子どもは白雪に近づいてくると、小さな声で懇こん願がんするように言った。

「ええ。──もう二度と会えないわ」

　白雪は子どもの顔を見て、言った。「わたしも、父さんに二度と会えない。苦労して育ててくれた父さんに、その恩返しもできなかった。せめて、ありがとうと言いたかったのに」

　それすらもできなかった。

　子どもは、まぶしいものでも見るように目を細める。

「『ありがとう』？」

「わたしたちがここにいるのも、父さんと母さんのおかげなのよ。生きていてくれればその恩を返せたけれど、死んでしまったからもうそれはできないわ。──だからせめて、ありがとうって、言いましょう」

　白雪はそう言うと、死体に向き直った。左の手のひらを、死体の顔と思おぼしき部分にかざして、昔、父に教えられた簡単な弔ちよう詞じを口にする。

『はりのかみるりのかみ　おくりだされしこのみたま　ひかりのもとへ　みちびきたまへ』

　玻璃ハリノ神カミは明け方とともに地上を訪れる生の神で、方はこ舟ぶねより魂たましいを解き放つ。瑠璃ルリノ神カミは夕方に地上を訪れ、死者の霊れい魂こんを方舟に乗せて空へ連れて行く。厳げん粛しゆくな玻璃ハリノ神カミと慈じ愛あいに満ちた瑠璃ルリノ神カミは双ふた子ごの姉妹とも兄弟とも言われており、古くから結ユイの大陸に伝わる最もよく知られた生と死の神だ。今でも東西を問わず祝詞弔詞にはその名を用いられる。

　白雪が弔詞を繰り返し唱となえると、やがて死体にかざしている左手が光を放ち始めた。

　周囲の人垣がざわめき、感かん嘆たんの声が上がり始める。白雪も、自らの身が発した光に驚いた。思わず呪詞を唱えるのをやめると、死体から何かが浮き上がってくるのが見える。

　死体から浮き上がった白いもやは、まるで生きている人間のように立ち上がった。

「父ちゃん！」

　それへ子どもが叫ぶ。どうやらこの子には、それが人の姿に見えているらしい。

　白いもやが、ゆらり、とそれに反応した。

「父ちゃん、父ちゃんだ！」

　脇わきにいた老女が、白いもやへ飛びつこうとする子どもを抱だきかかえた。子どもと違って、怯おびえるように目を瞠っている。口をぱくぱくさせて、声も出ないようだ。

「お父さん？」と、白雪は子どもに訊いた。

「うん！　父ちゃんだ！」

「ありがとうって、……さようならって、伝えてあげて」

　白雪の言葉に、うれしげな子どもの顔がみるみるうちにしぼんだ。

「父ちゃん……」

　白雪は黙だまって、白いもやを見上げた。勇気づけるつもりで、子どもの肩に手を置く。

「ありがとうね………さようなら」

　ためらっていた子どもがようやく告つげると、白いもやは一瞬、その身を縮ちぢませたが、やがてすうっと伸のび、煙けむりのように空へと上がっていった。

　これは浄きよめの術だ。白雪は驚いていた。弔詞は知ってはいたが、唱えてもこんなふうに昇しよう天てんを促うながせたことなどかつてなかった。それに、以前はどんな術であれ、発動すれば疲ひ労ろう感を覚えていたのに、さほど疲つかれた気がしなかった。

　考えにふけっていた白雪は、背後に人の気配を感じて振り向いた。

　すぐ近くに、黒曜が立っていた。

　父の朱月と違って本当に黒い瞳が、慈いつくしむように自分に注そそがれていることに気づいて、白雪は奇き妙みような安あん堵どを覚えた。

　ふいに、見上げていた黒曜の姿が視界から消えた。白雪は反射的に視線を下に向ける。

　黒曜は、石畳に片膝をついていた。

「黒曜？」

　名を呼ぶと、黒曜は右手をひらき、自分の胸の中心に軽く当て、頭を下げた。

「我が姫」

　初めて聞く黒曜の声は、低くやわらかかった。

　白雪は目を丸くした。

「この命を賭として御おん身みをお守り申し上げますことを、お許しください」

　頭こうべを垂れたまま、黒曜は静かな声で告げる。

　あたりはしんと静まり返った。

　張りつめた沈ちん黙もくの中、白雪は息を圧おしころす。どう返事をしていいかわからなかった。

（しらゆき）

　ふいに、脳のう裏りに誰かの声が響く。白雪はぴくりと身を震ふるわせた。まじまじと、目前で跪ひざまずく黒曜を見つめる。

　黒曜だ、とすぐにわかった。竜珠のあいだでのみ使われる心しん語ごで思考を伝えてきているのだ。言葉を交かわさずに意思を伝え合うには有効な術である。

（黒曜？）

　同じように心語で応える。

（これは、儀ぎ式しきなんだ）と、黒曜は身み動じろがずに言った。（答えを教える。その通りに言って）

　なんの儀式、と訊きこうとしてやめた。了りよう承しようを返すと、黒曜が、言うべき答えを伝えてくる。

（『そなたの志こころざし、確かに受けました』）

　その言葉通りに、白雪は唇くちびるを動かす。

「そなたの、こころざし、確かに受けました」

　緊きん張ちようのあまり喉のどがひきつり、声が嗄かれたが、なんとか言い終えることができた。

　黒曜は、白雪が口を閉とざすと、ゆっくりと立ち上がった。やわらかく微笑ほほえんでいるその顔を見たとたん、白雪は確信した。──黒曜だけは何があっても自分を守ってくれる。

「姫さまだ……」

　周囲のざわめきが大きくなる。

「この方が、本当に斎宮の姫さまなんだ！」

「次の姫さま……」

「これで国も安あん泰たいだ」

　ざわめきの中、白雪は足もとに目をやった。

　そこにはもう黒く萎しおれた死体はなく、青白い肌の男が眠るように横たわっていた。

「ありがとう、姫さま！」

　子どもが、白雪に向かって言った。「これで、父ちゃんも……もう苦しまなくてすむんだね」

　そうなのだろうか、と白雪は思った。
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　自分には、人の苦しみをやわらげることができたのだろうか。

　できるのだろうか。
















　琥珀とともに、すべての死体に弔詞を唱え、簡かん易いではあるが浄めの儀式を済ませると、祖塔の地下へと連れて行かれた。

「どうぞ、入って」

　重厚な木の扉とびらをあけた琥珀は、一歩下がると、白雪に向かって中を指し示した。

　白雪は、そっと中を覗のぞき込み、目を瞠みはる。

　さほど広くないへやは円形だった。その中空に、人の背ほどの直径の、光る球体が浮かんでいる。白雪は興味を覚え、中に入った。後ろから蘇芳、青磁、黒曜とつづく。

「それが水鏡だよ」

　琥珀の声が響く。

　光る球体は、水でできているようだった。白雪は半なかば口をあけてその球体を眺ながめる。

　球体の真上、高い天てん井じようには丸い穴があいていた。そこから射さし込む光を反射して、水がきらきらと光る。

　琥珀は水鏡の近くに立つと、手を差し出しかけた。だが、ふれる前にふと目を上げて、立ちつくしている白雪を見る。

「白雪、君もやってみる？　移りの術。我が国に伝わる秘術だけど、よかったら教えるよ」

「え……」

　移りの術の理論だけは、父に聞いて知っている。だが、秘術というからには、既き知ちの術とは異なるのだろう。自分が行えるとは思えなかった。

「本当に朱月の娘だっていうなら、そんなの簡単にできるだろう」

　ぼそりと背後で青磁が呟つぶやく。白雪は思わず振り返って青磁をにらみつけた。

「それ、どういう意味？」

「……別に」

　青磁はふっと笑う。「言葉通りの意味だぜ？」

　白雪は反論をぐっと堪こらえて、琥珀に近づいた。

「左手を出して」

「こう？」

　琥珀は水鏡に右手をかざしている。その真ま似ねをして、左手を水鏡に向けた。火傷やけどの跡あとが、すぐにほんわりとぬくみを帯びる。

「君の竜珠は、強くて重いね」

　琥珀にはその反応がわかったのか、感心したように言った。「磨みがく前の原石みたいだ」

「そんなこと言われたの、初めて」

　白雪が琥珀を見ると、光の反射が強くなり、金髪がきらきらと光った。照らす光に、髪だけでなく肌も輝かがやきを帯び始める。

「誰にも言われたことない？」

　琥珀は、視線を水面に向ける。「──ほら、見てごらん」

　促されて、白雪は視線を水鏡に向けた。

　水鏡に映っていた自分の顔が、ゆっくりと薄うすくなっていく。それと同時に、水の向こうに違う景色が見え始めた。

「これ、どこ？　街みたいだけど……」

「どこかな……ちょっと待ってね」

　琥珀は目を閉じた。「ああ、いろんなとことつながってる……そうだね、少し見てみよう」

　何を、と白雪が訊きく前に、水みな面もに黒い影が浮かんだ。白雪は息をのんでそれを眺める。

「どこだ、こりゃ」

　青磁が近づいてきて、言った。

「涼りよう州しゆうだよ。話には聞いていたけど……ひどいな」

　琥珀は目を閉じたまま呟いた。その眉み間けんには皺しわが刻まれている。

　水面には、どこかわからないが、街の風景が映っていた。さきほど見たのと同じ、黒く萎れた死体がいくつも地面に並べられている。嘆なげき悲しんでいる女性や子どもたち。長い髪を垂らした術師が死体のそばにかがんで何かを唱えているのがわかった。

　白雪の背に、ぞくりと冷たいものがはしった。何か、得え体たいの知れない悪意のようなものを、この情景の中に見いだしたのだ。それはまるで空気のように漂ただよって、人々を痛めつけ、苦しめ、すべての希望を打ち砕くだこうとしているように感じられた。

「涼州か」と、背後で蘇芳が呟いた。「まだ公おおやけにはなっていないが……三日前、送り込まれていた赤鳥隊の第九分隊が半数、国境付近で悪霊にやられたとの報しらせが入っている」

「じゃあこれって」

　琥珀が驚いたように振り返る。それと同時に、水面に映っていた情景は消えた。

「俺は増ぞう援えん部隊と一緒に北上するはずだったが、隊長に姫の探たん索さくを優先しろと言われた。斎宮位が埋うまれば、この状況も好転するだろうと言われてな」

　白雪はゆっくり振り返った。蘇芳は険しい顔をしている。ぶつけるあてのない憤いきどおりが感じられた。彼の気持ちをやわらげたくて白雪は言葉を探したが、何も見つからなかった。

　そっ、と大きな手が肩に乗のせられる。見ると、黒曜だった。なだめるような表情が浮かんでいる。白雪は小さく息をついた。彼にふれられて、自分が緊きん張ちようしていたのがわかる。

「……早く天藍へ帰ろう」

　琥珀はそう呟くと、水鏡へ向き直った。彼が目を閉じると、手をかざしていた部分から水鏡の情景が移り変わっていく。映っていた像が伸び縮みをして歪ゆがみ、やがてまったく違う情景が現れた。

　琥珀は小さく息をついて、目をあけた。

「王城の祖塔とつながったよ。今度は何が見える？」

　目をこらすと、何人かが映っているのがわかった。石造りの壁かべから察さつするに、屋内、しかもこのへやと同じような場所だろう。

「さっきとは違う……術師みたいな人がいっぱいいる？」

「そこまで見えればだいじょうぶだね。──じゃあ、行こう」

　琥珀は、かざしていた右手で水鏡にふれ、左手を白雪に差し出した。白雪は戸と惑まどったが、彼の手に右手を預あずける。思ったよりしっかりした手は、それでも白雪より大きかった。

「みんなも早くついてこないと、閉じちゃうよ」

　そう言う琥珀の体は、ゆっくりと水鏡にのみ込まれ始めている。

「冗じよう談だんじゃねえ。馬とばしても聖都までは三日はかかるってのに」

　青磁が言いながら、白雪の斜ななめ後ろから水鏡に手を入れた。

　水は冷たくなかった。琥珀とつないでいる手につづいて、肩、そして首から顔が水の中へ入っていく。前を行く琥珀はもう片かた脚あしを残すのみだ。溺おぼれるような錯さつ覚かくをおぼえたが、そのまま白雪は水鏡の中を進んだ。

　中に入りきってしまうと、上下の感覚がなくなっていく。

　あれほど光っていた水鏡の中は、うす暗かった。息は苦しくない。浮き上がっていく泡あわの中に、さまざまな情景が映って見える。人や景色が映像として目の前を通り過ぎていく。

　白雪は自然と、歩くように足を動かしていた。新年の祝詞を唱える長さほどの時間が過ぎると、ふいに足が空気にふれた。

　次の瞬間、白雪は石の床の上に立っていた。




　水鏡移動術の難なん点てんは、本当に濡ぬれてしまうことだろうか。

　白雪は、ぼんやりとそんなことを考えながら天井を見上げた。

「お湯加か減げんはいかがですか」

　浴よく槽そうの傍かたわらに膝ひざをついて言ったのは、夏か乃のという名の老女で、元は白雪の母、白鷺の側そば仕づかえだったという。

　王城で白雪を出で迎むかえたのは、数人の女性たちで、斎宮に仕える側仕えだと蘇芳に紹しよう介かいされた。彼女たちが白雪を最初に連れてきたのは、昼だというのにこの湯ゆ殿どのだった。

　何人もの側仕えたちがよってたかって自分を洗おうとするのに辟へき易えきした白雪は、自分でするからと人を遠ざけることに成功したが、夏乃だけは湯殿から去らなかった。手出しをしないならいいと白雪も諦あきらめた。こうして見ているのが仕事なのだと言われてしまえば拒こばめない。それに、そばに付き従したがうのを許してくれれば母の話をする、と夏乃は言ったのである。

「あったかくて、ちょうどいいわ」

「それはよろしゅうございました」

　夏乃は、初対面から白雪を『姫さま』と呼び、丁てい寧ねいな口調で語りかけてくる。だが、必要以上に白雪を甘やかすつもりはないらしく、自分で髪や体を洗っているときも、何くれとなく注意を受けた。

　母とはこのように接してくれる存在なのだろうか。白雪はちらりと考えながら、浴槽の中で膝を抱かかえ、夏乃を見上げた。

「お気を悪くなさらないでくださいましね」と、夏乃は悪わるびれたふうもなく言った。「姫さまがいらしたときのさまでは、陛へい下かのおそばには上がれませんから」

　白雪は、湯のせいだけでなく頰ほおが熱くなるのを感じた。

「ずっと水浴びしてなかったのは本当だし。お湯を使ったのは本当に久しぶりなの」

　首を振って答える。水面すれすれに湿しめった髪の先がふれ、波は紋もんを描えがいた。

　旅から旅の暮らしでは、浴場へ行く機会はあまりない。野宿も多かったので、白雪は湯より水を浴びるのに慣れていた。また、今は刈かり入れどきも過ぎて気温が下がりつつある。宿屋に泊とまれなければ、水で濡らした布で体を拭ふくのがせいぜいだった。

「陛下はご病気で、清せい潔けつにした者しかお近くへ上がることをゆるされていないのです」

「ずっと眠ってる病気って、琥珀にも聞いたけど」

　夏乃はうなずいた。

「春宮のころはお元気でいらしたのですが、王位に就ついてからは、お体の具合がすぐれないことがつづき、今は一日のほとんどを、ご寝しん所じよでお眠りになって過ごされていらっしゃいます」

「一日ずっと部屋から出られないなんて、わたしだったらますます病気がわるくなりそう」

　白雪は夏乃を見上げた。「王さまも、外に出たらよくならないかしら」

「ご自身もそのようにお考えで、お目覚めになると、露ろ台だいで日光浴をなさっていますよ」

「そういうのじゃなくて、街に出られればいいのに……」

　夏乃はそれを聞いて、少し悲しそうに微笑ほほえんだ。

「陛下も、ご自由なころは、お忍しのびで街にお出かけでした。そのころはお元気でしたから、確かに、城内に閉じこもっていると、姫さまのおっしゃるとおり、ますます伏ふせがちになるのかもしれませんね」

　夏乃のようすがあまりに悲しげだったので、白雪は話題を変えることにした。

「夏乃さん、わたしの、……母さんの話を、してくれない？」

　おずおずと願うと、

「おかあさま……」

　夏乃はその言葉に、感かん慨がい深げな表情を浮かべる。「──姫さまの母君は、白鷺さまとおっしゃいます。先王のご側室、明あけ星ぼしの御おん方かたがお産みになられた姫で、ご生せい誕たんの折りには、姫さまと同じように星の託たく宣せんが降りたので、お手に烙らく印いんを施ほどこされました」

「これと同じ烙印？」

　白雪は、自分の左手をしげしげと見つめた。

「斎宮の烙印は、人によって形が違います。姫さまのみしるしは、星の形をしておりますでしょう？　白鷺さまの烙印は、半月を組み合わせた丸い形をしておりました。白鷺さまは、月と関かかわりを持ってさだめが動く、という託宣を受けていたのです」

「月って、父さんなのかしら。朱あけの月、って名前だったから」

　白雪が父の名を口にすると、夏乃がやや暗い顔をした。それに気づいて、白雪は尋たずねる。

「夏乃さんは、父さん、嫌きらい？」

「白鷺さまが託したとはいえ、姫さまを連れて行かれたことは、少し恨うらんでおりますわ。──ですが、とても気さくなよい方でした。わたくしどものような者にも、分け隔へだてなく親切にしてくださいました」

　父を誉ほめるような言葉に、白雪は少し胸が軽くなる。

　微笑んで夏乃を見上げると、彼女はしかし、悲しげな表情を浮かべた。

「ただ、白鷺さまは、斎宮でありながら姫さまをお産みあそばしたために、お亡なくなりになるまで、斎さい宮ぐう殿でんから出られなくなってしまいました」

　白雪は、戸惑って眉まゆを寄せた。

「どうして？」

「他国は存じませんが、我が国の斎宮は、生しよう涯がいを神に捧ささげるようさだめられております。斎宮である限り、誰とも交わってはならぬし、子を生なしてはならぬのです」

　白雪は、はっとした。

「──つまり、わたしのせいで閉じ込められて……だから母さんは、わたしをそばに置いておきたくなかったのね……」

　疎うとまれていたのだと思って白雪はうつむいた。香こう料りようを入れて白くなった湯に自分の顔が映る。

「そうではありませんよ」

　夏乃は即そく座ざに否定した。「斎宮殿は神しん事じが行われますから、霊れい気きが多く、お子さまを育てるには向かない場所なのです。昔、まだ斎宮という役職がなく、斎宮殿が姫ひめ宮みや殿でんと呼ばれていたころは、巫み女こさまがたもお子さまをお産みになられましたが、そのお子さまがたは成人まで、王族と同じように後宮で育てられたという話です」

「昔は、斎宮はいなかったの？」

「役職がなかっただけです。巫かん覡なぎの方かた々がたはいらっしゃいました。──ある巫女さまに神が降おりられたときから、斎宮という役職が定められ、位くらいに就つけるのは竜りゆう珠しゆで王族の血を引く未婚の女子だけと決められたのです」

　神が降りられた、という言い回しに、白雪は戸と惑まどった。今までに聞いたことのない表現だった。神杖の言葉ではそのように言うのだろうか。結ユイの大陸で使われる言葉は共通しているが、どこの国でも独特の言い回しや発音がある。その差だろうかと白雪は考えた。

「白鷺さまは、姫さまを手ずから育てられないのであれば、不自由な城内ではなく、自由な世間でさまざまなことを見聞きしてほしいとおっしゃって、朱月さまに託されたのです。──ですから、おそばに置きたくなかったのではなく、置いておけなかっただけなのですよ」

「なら、よかった」

　白雪は顔を上げて、夏乃を見た。笑ってみせると、夏乃が目を細めてうなずく。

　だが、白雪の気持ちは晴れなかった。

　禁きん忌きとわかっていながら自分を産んでくれた母。

　それほどまでに父を好きだと思ったのだろうか。

　父のやさしい微笑みを、白雪は思い出す。

　会ったことのない母は、どのように父と出会って、互たがいを求め合うようになったのだろう。

　母が斎宮でなかったら、父は自分を連れてさすらうこともなかったのだろうか。

　母のことを自分に問われ、あんな悲しい笑顔を見せなかったのだろうか。

「わたしも、斎宮になったら、子どもを産んではいけないの？」

　白雪の言葉に、夏乃は驚いたようだった。

「姫さま、ひょっとして、どなたか言い交かわした方でもいらっしゃるのですか？」

　逆に問い返され、白雪はきょとんとした。

　しばらく考えてから首を振る。

「まさか」

「ではよろしいのですが……もし、姫さまが斎宮におなりあそばしたあとで、心に留とどまる方がおできになりましたら、還げん俗ぞくなさらなければ、その方とご一いつ緒しよにはなれません」

　夏乃の説明に、白雪は黙った。

　人に慣れぬ暮らしをしてきた自分が、誰かを好いて求めるとは思えなかった。今までも、父以外と接することが少なかったせいか、誰かを好きだと感じたことはない。それで問題はなかった。この先もずっとそうだと思える。

　それに、父と自分の関係を知らぬ者に、誰か好きな人はいる？　と訊きかれたら、きっと父の名を挙あげてしまうだろう。

「お淋さびしい白鷺さまを、朱月さまだけがお慰なぐさめくださいました。朱月さまはあらゆる国々を長く流る浪ろうなさったようなので、ご苦労が絶えず、白鷺さまとお心を同じくしたのだと思います」

　ですが……と、言いかけて、夏乃は言葉を詰つまらせた。

　ぼんやりしていた白雪が顔を上げると、夏乃は袖そでで顔を押さえていた。

「夏乃さん？　だいじょうぶ？」

　体が露あらわになるのもかまわず、浴槽の中で立ち上がる。「どうしたの。どこか痛い？」

「いいえ、……申しわけございません」

　夏乃は、涙をぬぐっていた。「姫さまには、たいへん申しわけなく……」

「わたしに？　何が？」

「わたくしは、白鷺さまのいちばんおそばにおりました。明星の御方に、白鷺さまを任まかせると託され、おちいさいころからお仕えさせていただき、ともに斎さい宮ぐう殿でんに上がることもゆるされたのです。わたくしはそれを誇ほこりに思っておりました。白鷺さまには最後の最後までお仕えするつもりでしたのに……わたくしは白鷺さまのご病気に、気づかなかったのです」

　白雪は、立ち上る湯気の中、おずおずと夏乃に手をのばした。

「泣かないで」と、呟つぶやく。「母さんも、それほどまでに仕えてくれた夏乃さんが悲しむのは、きっと本意じゃないよ」

　勝手に母の気持ちを代だい弁べんしてしまっていいのだろうかとためらいつつも、白雪はつづけた。だが、それは正しいような気がしたし、夏乃のような者にここまで思われている母だから、そう考えていたとしてもおかしくはないように思えた。

「姫さまはおやさしいのですね」

　夏乃は、目を細めて白雪を見た。

「そんなことない」

　父のために一いつ滴てきの涙もこぼしていない自分が、やさしいはずなどない。そう、思った。

「──それより、母さんは、どうして死んでしまったの？」

「わかりません」と、夏乃は首を振る。「お亡くなりになる半月ほど前から、お熱はわずかに高かったようですが、それでも、いつもと変わりなくお過ごしで……それが、急にお倒たおれになって、熱がさらに高くなり、三日ほどで」

　白雪は直感した。

　母の死は尋じん常じようではなかったのだと。

　浴槽のふちに置いていた左手が、わずかに熱くなった気がした。

「父さんと母さんは、仲良かったんだね」

　白雪は、話題を変えるべく、つとめて明るい声で言った。「一緒に逝いってしまったんだから。……夏乃さんから見て、父さんはどんな人だった？　わたし、父さんがずっと姿が同じなのも、どうしてか知らなかった。夏乃さんは知ってる？」

　父がもういないのが、白雪には信じられなかった。──死んでしまった、なんて。

　今は冷たい土つち塊くれの下で、淋さびしい思いをしてはいないだろうか。

　そして何より信じられないのは、自分がこうして、泣きもせず普通に話し、ものを考えたりできていることだ。

　父が死んでしまったら、自分も生きてはいられないと思っていたのに。

「朱月さまのお姿が変わらないのは、呪のろいのせいだという話でした」

　明るい白雪の声に、夏乃も気を取り直したのか、袖を顔からはずすと、言った。

「呪い？」

　白雪は思わず目を丸くした。

「朱月さまはその呪いを解くために、この世の果てまでめぐったけれど、いまだに解き方はわからないと、白鷺さまからうかがったことがあります」

「……父さんがずっと変わらなかったのは、呪いだったの」

　常にそばにいた娘なのに、自分は父の何を知っていたのだろう、と白雪は思った。




　湯ゆ殿どのを出ると、更こう衣い所じよで待っていた側そば仕づかえたちに服を着せつけられた。見たこともないやわらかな布地は、たっぷりとした襞ひだで白雪の体を覆おおった。するするとしたなめらかな肌ざわりに白雪は困こん惑わくする。下着からこの布でできていた。絹きぬですよ、と夏乃に教えられて驚く。綿や麻あさ、獣じゆう毛もうで編んだもの、他ほかに毛皮しか身につけたことのない白雪には初めての体験だった。

　着せつけられるあいだはずっと立っていなければならず、白雪は辟へき易えきした。着方がわからなかったのではない。姫さまは何もしなくともよろしいのです、と、夏乃が手出しを禁じたのだ。

「小さな子じゃないから、服くらい自分で着られるのに」

　やっとのことで着付けが終わり、更衣所を出、別室でようやく椅い子すに腰かけられた白雪は、正面の鏡越しに、何かを調べるように自分の髪にふれている夏乃に向かって言った。

「ここでは、そのようなことはわたくしたちがいたします」

　夏乃にそう言われ、白雪は返す言葉を思いつけず、黙り込む。

　夏乃は櫛くしを持つと、やわらかい手つきで白雪の髪を梳くしけずり、湿しつ気けを散らしていく。

「姫さまの御お髪ぐしは、短いのですね。童わらべ髪のようですわ」

　肩までの長さで垂らした髪形を童髪と言う。本来、成人を間近に控ひかえた少女は髪を伸ばし始めて結ゆうものだが、白雪の髪は、もうすぐ十五歳にしては短めだった。

「旅をしていると、長すぎるのは始末が悪いし、あまり好きじゃなかったから」

「姫さまは竜珠ですから、もっと御髪を長くなさってもよろしいのではないのですか？　竜珠でなくとも、ほとんどの女性は髪を伸ばして、成人したら結い上げますし」

「でも、父さんが、まだ短くしてていいって言ってくれたから、そうしてた」

「童髪ですと、いつまでも娘のままで手元に置いておけると思われたのかもしれませんね」

　夏乃はひとりごちるように呟いた。「それにしても、御髪の色、おちいさいころとはずいぶん変わりましたね」

　うつむきかけていた白雪は、目を上げ、鏡越しに夏乃を見た。

「それ、蘇芳たちにも言われた。前はこの色じゃなかったの？」

「ええ。生まれたばかりのころ、姫さまの御髪の色は、今よりもっと薄うすうございました。瞳の色も、以前より濃こくおなりで」

　夏乃は、鏡越しに白雪と目を合わせると、懐なつかしげな表情を浮かべた。

「そんなに変わるものなの？」

　白雪は不思議に思って、訊いた。

「姫さまは烙印がございますし、何より竜珠ですから、そのせいかもしれませんね。髪や目の色は、竜珠の影えい響きようを受けやすいそうですわ」

　夏乃は器用な手つきで白雪の髪をまとめ上げていく。仕上げに、飾かざりのついた簪かんざしで結い上げた髪を留とめた。その後、顔に軽く白おし粉ろいを刷はかれ、唇くちびるに紅べにをさされる。

　鏡の中の、次し第だいに変わっていく自分の顔を、白雪はぼんやり見ていた。

「おきれいですよ」

　化け粧しようを終えると、夏乃はそう言った。

「そうかなあ」

　今まで白雪は化粧をしたことがない。鏡の中から見返す顔は、確かに自分の顔なのに、化粧のせいでひどくよそよそしく見えた。まるで大人の女のひとみたいだ、と思った。

「陛下にお会いになるのですから、きちんとなさらないと」

　控ひかえていた側仕えが捧ささげ持っていた盆ぼんに、化粧道具を返しながら夏乃は言った。

「どうしても王さまに会わないとだめ？」

　白雪は重い気分で尋たずねた。

「陛下はいつも、姫さまをご案じでしたから、お顔を見せてさしあげてください」

　夏乃は、幼児に嚙かんで含ふくめるように言った。

　白雪が反論しようと口をひらきかけると、誰かが部屋の外から呼びかけた。夏乃がそれへ入室を許すと、側仕えの少女がしずしずと部屋に入ってきて、夏乃に何やら告げた。

「では、お待ちいただいて。すぐにお連れしますと伝えてください」

　側仕えはうなずくと、再び音も立てずに部屋を出て行く。

　夏乃は白雪に向き直り、

「騎士さまがたがお待ちです」と、言った。




　廊ろう下かへ出ると、明るい陽ひざしが石造りの床に照りつけていた。

　回かい廊ろうの南側は庭園になっていて、回廊に沿って白雪の腰ほどの高さの生け垣がきがある。その向こうには丈たけ高い常じよう緑りよく樹じゆが茂しげっていて、ちょっとした森のように見えた。

　夏乃に導かれるまま回廊を歩き、一枚の扉の前にたどりつく。

「こちらです」

　夏乃が扉を叩たたくと、中から返事が聞こえた。

　室内には、四人の騎士が、ゆったりした長椅子に思い思いの格かつ好こうで座っていた。蘇芳は膝ひざに肘ひじをついて何かを考え込み、青磁は長い脚あしを投げ出すようにふんぞり返っている。琥珀は低い卓たくに置かれた茶ちや碗わんにお茶を注いでいた。黒曜は深く腰かけ、目を閉じている。

「姫さまのおなりです」

　夏乃が告げると、四人はさっと立ち上がった。夏乃はそれに頭を下げ、白雪を室内に招き入れる。

「では、わたくしは外におりますので、何かありましたらお呼びください」

「夏乃さん、」

　白雪が声をかけると夏乃は振り返ったが、にこりとすると、すぐに扉を閉めてしまう。

「その格好、よく似合っているな」

　困惑して扉を見つめていた白雪は、蘇芳の声に振り返った。

　どういう顔をしていいかわからずにうつむくと、

「馬ま子ごにも衣い装しようってやつだな」

　青磁の声が聞こえた。思わず白雪は顔を上げる。言葉の意味はわかったので、ムッとして睨にらみつけようとする前に、琥珀が口をひらいた。

「お化粧してもらったんだね。素す顔がおもいいけど、そうしてるととっても綺き麗れいだよ」

　琥珀はにこにこしていた。心から言っているらしい。

　次に黒曜に目を向けると、目を細め、穏おだやかな笑みを浮かべていた。花や小鳥を愛めでるようなまなざしだった。

「こういうの、初めてだから変な感じがするわ。おかしく見えなければいいんだけど」

　白雪はどういう顔をしていいかわからず、ただそれだけを呟つぶやいた。

「陛下も、今の君を見たらよろこぶと思うよ」

「王さまは、ずっと眠ってるんじゃないの？」

　白雪は首をかしげて琥珀を見た。

「今日は起きている」と、蘇芳が言った。

「今日は？」

「三日に一度は目をさまされる」

　青磁がぶっきらぼうに言った。「陛下に用がある者はそのときに寝しん所じよへ伺うかがうか、それ以外の日は伝言を頼たのむ。──陛下がいなくても、この国を切り盛りする大臣おとどたちはさして困らねえから、陛下がずっと眠りっぱなしでもかまわねえのさ。まったく、あいつらは陛下をなんだと思っていやがるんだか」

「それじゃあ、大臣たちが国を好きなように動かしてしまうんじゃないの」

「私し欲よくで国を動かすと、国を守護する輝キ石セキノ神カミの怒いかりにふれて一族まるごと没ぼつ落らくするから、そうそう無茶はできないんだ。我が国の貴族は、他国と違って身分をわきまえているよ」

　琥珀が、肩をすくめて言った。「今までにも、輝キ石セキノ神カミを軽かろんじた貴族たちが、我が国を意のままに操あやつろうとしては滅ほろんできた。そのせいもあって、今では貴族であることは、この国では他国ほどよいこととは思われていない。貴族は市民より収入はあるし、敬意を払はらわれるけれど、そのぶん、課せられた義務は重くて多いしね」

　琥珀の説明を聞きながら、不思議な国だ、と白雪は改めて思った。今まで通ってきたさまざまな国々では、王おう侯こう貴族は搾さく取しゆばかりし、そうして築きずいた財ざいの上にふんぞりかえっている印象しかなかった。

　白雪が黙だまり込むと、蘇芳が手を差し出した。

「今の時刻なら、陛下は中庭にいらっしゃるから」

　ほとんど恐きよう怖ふ心しんにも似た戸と惑まどいを覚え、思わず白雪は後あと退ずさる。

　竜珠を蔑さげすむのは身分の高い者に多かった。しかし、『高貴なる者』であると自じ負ふして平民や竜珠を見下す者になど、白雪は引け目を感じたりはしなかった。むしろ反発を強く覚えることのほうが多かった。

　だが、一国の王ともなると話は別だった。王族など、今まで遠くから眺ながめたことはあっても、間近で会ったことなどないのである。しかも、三千年もつづいてきたひとつの王朝の王だ。

　いま自分がここにこうしているのも、母が王おう妹まいだったからであり、そうでなければ一生、このような場とは無む縁えんだっただろう。それに、自分が真実かれらの求めている『白鷺の娘、白雪』であるかなど、この烙印の他には身の証あかしを立てる術すべがない。自分は白雪という名だが、本当は求められている者ではなかったら、どんな扱あつかいを受けるかわかったものではない。

　複数の情報や感情が錯さく綜そうし、白雪はすっかり萎いし縮ゆくしてしまった。

「夏乃さんにも、言われたけど……」

「側そば仕づかえに敬けい称しようをつける必要はない」と、青磁が言った。「おまえはあの方の娘で、高貴な血筋だから、下の者に気を遣つかうべきじゃない。相手が恐きよう縮しゆくするだろう」

「わたしは、高貴な血なんて引いてないわ」

　白雪は激しく首を振った。

「それでも、あの方の娘なんだ、君は」

　蘇芳が呟く。

「……母さんって、どんな人だった？」

　白雪は、誰にともなく問いかけた。知りたい、という気持ちがいつのまにか強くなっている。

「それは、陛下に訊きいたほうがいい。陛下と白鷺さまは、母君は違えども、子どものころから仲むつまじい兄と妹だったそうだ。だから白鷺さまのことは、俺たちより陛下のほうがお詳くわしいだろう」

　蘇芳は、ごく自然なしぐさで手を伸ばし、白雪の手を取った。

　兄と、妹。

「会うのは、いいけど」

　白雪はうつむいて、自分の手を取っている蘇芳の手を見た。

　大きな手に包まれて、自分の手はとても小さく見える。

「わたしひとりで、会いたいわ」

　呟きながら、そっと蘇芳の手から逃のがれる。

　そこで何な故ぜか、青磁がつかつかと歩み寄ってきた。

「陛下にひとりきりでお会いしたいだと？　おまえまさか……」

　え、と白雪は顔を上げた。青磁から強い圧あつ迫ぱく感を感じたのだ。

　青磁の動きは素早くて、白雪の目には映らなかった。何かが白くきらめいたかと思うと、次の瞬間、白雪の首筋には冷たいものがふれていた。

　鋼はがねの刃やいばは、青磁の手が握にぎる小こ太だ刀ちのものだった。

「青磁！」

　蘇芳が叱しつ責せきする。「何を……！」

「白鷺さまのお産みになった赤あかん坊ぼうは俺も見た。あの子は銀髪だった。だがこいつは違う。烙らく印いんの形なんて憶おぼえていない。星形だったと言われているだけだ。──朱月が、育てていた子を死なせて、代わりにどこかで拾った子どもを白雪と名乗らせただけかもしれないだろう！」

　青磁は身み動じろぎもせず、白雪を糾きゆう弾だんする。

　白雪は、かすかに震ふるえた。冷たい刃が首筋に感じられるが、怖こわくはなかった。

「こいつは、白雪のふりをして陛下を殺しに来たんじゃねえのか？　だとしたら、陛下の身しん辺ぺんをお守りする青せい竜りゆう隊たいとしては見過ごしておけねえ」

「青磁、おまえは朱月まで疑うのか？」

　蘇芳がきつい声こわ音ねで言う。

「違う。朱月だってこいつに、殺されたかもしれないだろう！」

　ふいに、首筋にふれている刃の冷たさをぬぐうように、あたたかな空気が白雪を包む。

　まるで、春の、陽ざしのような……

『この子は、光を放つ者だ』

　嗄しわがれた声が、白雪の鼓こ膜まくを響ひびかせた。

　はっとして目を上げると、青磁の小太刀を握る手に、琥珀が手をかけていた。

『その刃を引け。めぐる星を妨さまたげるな。やがて来きたる白き闇に包まれたいのか』

　青磁は、そのおもてからすべての表情を消して、ゆっくりと手を引いた。刃が離はなれていく。

　鋼が鞘さやに収まる音がすると、琥珀はじっと白雪を見つめた。

　そのまなざしは、ひどくうつろだった。

『よく戻った、愛いとし子よ』

　琥珀の口が動いていたが、喋しやべっているのが琥珀ではないのは白雪にもわかった。

　誰かがその身に降りて、琥珀の口を借りているのだ。

『そなたは星を宿やどしている。人々を導くための星だ』

　白雪は、琥珀を、その中の人を見み極きわめようと目を凝こらした。

　琥珀の両手が上がり、白雪の左手を包み込む。

　白雪の鼓こ動どうがふいに跳はね上がった。動どう悸きが早はや鐘がねのようだ。

　──誰かいるの？

　白雪は我が身の裡うちに向かって問いかけた。

　誰かがこの中でもがいている。出してくれ、と叫んでいるかのような焦しよう燥そう感。

　全身の血が滾たぎるような錯さつ覚かく。

　自分にも、琥珀の中の気配に引きずられた誰かが降りてきているのだろうか。憑ひよう依いされたことがないのでわからないが、動悸を速めている焦燥感は、自分のものではないと断言できた。

　自分の中にいるものの気配を読み取ろうにも、その感覚が邪じや魔まをして集中できない。だが、白雪の意識は、中のものに引きずられるように琥珀へと向けられた。飢き餓が感にも似たかさかさとした感かん触しよくが喉のど元もとにせり上がってくる。白雪の中のものは、明らかに、琥珀に憑ついているものを強く求めていた。──息苦しさのあまり胸が痛くなるほどの希き求きゆう。

『愛し子よ、あの者が、そなたを手にかけることができなかったのは、……そなたが赤子だったからだ』

　徐じよ々じよに、琥珀の中にいる者の色が見えてくる。

　──高く澄すんだ、夜明けの空。

　同時に、嗄れた声がぷつりぷつりと途と切ぎれ始めた。

『だが、そなたはもうすぐ、大人に、なる……だから、あの者も、もう容よう赦しやはせぬだろう…』

　それきり、その声は途切れた。

　うつろだった琥珀の瞳に、光が戻ってくる。

　同時に、白雪の中の気配も消えた。

「……？」

　琥珀は軽く瞬またたくと、自分の手が白雪の手を包んでいるのに気づいて、困ったような顔をしながらゆっくりと離した。

「琥珀、今のは……」

　蘇芳が問う。

「何か、来てたね」

　琥珀は、どことなく腹立たしげに呟つぶやいた。「僕、何か言ってた？　白雪に変なこと言ったりしなかった？」

「白雪が、人々を導くための星を宿す者だと言っていた。それと、誰かが、赤子だったから白雪を殺せなかったとも言っていた」

　琥珀は眉まゆを寄せる。

「殺せなかったって……そんなことを知ってる人が来てたんだ」

「心当たりはねえのか」

　青磁に問われ、琥珀は首を振る。

「最初、入り込んできたときは朱月かと思ったけど、気配が全然違った」

　朱月、という名前に、白雪はぎゅっと奥歯を嚙かみしめた。

「ずいぶんと……高位というか、古い人みたいだった」

　それにしても、と琥珀はじろりと次じ兄けいを見上げる。「青磁って、ほんっとうにおばかさんだね！　白雪が朱月を殺したかもしれないなんて、本気で言ったの？」

　詰なじる弟の言葉に、青磁は気け圧おされたように後あと退ずさった。

「俺は、……陛下の身辺をお守りする役目を仰おおせつかっているんだ！　少しでも怪あやしい者を陛下のおそばに近づけるわけにはいかねえだろうが」

　うっすらと頰ほおを赤らめながら青磁は弁解する。

「でも、白雪がもし贋にせ者もので、陛下の命を狙ねらってても、もっと怪あやしまれないようにことを運ぼうとすると思うけど」

　琥珀は呆あきれたように言った。「青磁は短たん絡らくすぎるよ。見た目は冷静そうなのに、おつむのできが単純なんだから」

　琥珀の言葉に、蘇芳が苦く笑しようしている。黒曜は気の毒そうに青磁を見ていた。言われている青磁の顔は、みるみるうちに赤くなっていく。羞しゆう恥ちというより怒いかりのためらしい。それでも反論できないのは、琥珀の言葉に自覚があるのだろう。どうやらこの兄と弟、力関係では確実に弟が上に位置するようだ。性格の差だろう。

　琥珀は、次兄をやり込め終えると、くるりと白雪に向き直った。

　まっすぐ見つめられ、白雪は思わず一歩下がる。

「でも、これでわかった」

　琥珀はゆっくりとした動作で、その場に片かた膝ひざをついた。白雪に右手のひらを見せるようにしてから、自分の胸の中心に軽く当てる。

「我が姫」

　祖塔の前で黒曜がそうしたように、琥珀は頭を下げ、はっきりと言った。

「琥珀……」

　驚おどろいたように蘇芳が声を上げた。

「この命を賭として御おん身みをお守り申し上げますことを、お許しください」

　琥珀は頭こうべを垂れたまま、厳おごそかに告げる。

　白雪は、自分の前で頭を下げる青年を見おろした。

「……そなたの志こころざし、確かに受けました」

　黒曜のときと同じ答えを、白雪は返した。それ以外、思いつかなかった。

　答えを聞いた琥珀は頭を上げると、淡あわく微笑ほほえんで白雪を見た。

　その微笑みを見て初めて、白雪は、琥珀の顔立ちがとても繊せん細さいで整っていることに気づいた。今まで気づかなかったのは、彼の言葉や明るい声に惑まどわされていたからだ。

　なんて綺き麗れいな人なんだろう。

「僕は、君を斎宮にふさわしいと思う。君の竜珠も、君自身も」

　その言葉が、白雪の気持ちをやわらげる。

　立ち上がった琥珀は、白雪の手を取った。

「……ありがとう、白雪。僕を信じてくれて」

　そうだ、自分は琥珀を信じたのだ。白雪はうなずいた。

「僕に君を守らせてね」

　琥珀は笑った。神こう々ごうしいほどに美しい印象は、いつもの明るさに取って代わっていた。
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「ああ、もちろん黒曜もそのつもりだよね」

　近づいてきた黒曜が、琥珀の問いにうなずく。無言のうなずきは力強く、白雪を安あん堵どさせた。

「怖がることは何もない。僕らは君を必ず守る。何があっても君だけは。──ね、黒曜」

　琥珀の言葉に、黒曜は再び力強くうなずいてみせた。

「ありがとう」

　白雪は呟いた。

「陛下とふたりきりになりたいのは、どうしてなんだ？」

　そのやりとりを黙って見ていた蘇芳が、口をはさんだ。

「だって、高貴な方と話すなんて、考えただけで緊きん張ちようする、──わたし、緊張するとうまく喋しやべれないから、……わたしが王さまと話しているのを、誰にも聞かれたくなかっただけ」

　白雪は、頰が熱くなるのを感じながら言った。もともと話すのは得意ではないが、緊張するとますますおぼつかなくなるときがある。それを聞かれるのを恥はじたのだが、……実のところ、それを理由にしたいだけだった。

　母の兄。今では唯ゆい一いつの近い血を持つ人。

　そんな人に会ったら、自分はどうなってしまうだろうか。取り乱みだすかもしれない。泣いてしまうかもしれない。どちらにしても、そのさまを人に見られたくはなかった。逆に、涙も出ず、取り乱しもしないとしたら、それはそれで自分の冷たさを確かめてしまうことになる。それを他ほかの者に知られたくなかったのだ。

「でも、あとで笑わないって約束してくれれば、他の人がいてもいいわ」

　それを恥じていたことそのものが恥ずかしくなってきて、白雪は早口でつけ加えた。

「わかった、俺が陛下のおそばまで連れて行く。中庭にいらっしゃるなら、露ろ台だいでお過ごしだと思うから、なるべく話すのが聞こえないように、露台の端はしでひかえていよう」

「兄貴は、こいつと陛下をふたりきりにさせてもかまわねえってのか！」

　蘇芳の言葉に、青磁は嚙みつくように言った。

「白雪はほんものだ。俺は知っているし、信じている」

　蘇芳はきっぱりと言った。

　ふん、と青磁は鼻を鳴らす。

「そのわりには、兄貴は臣下の礼をとらねえんだな」

「白雪が心から斎宮を臨のぞめば、俺だって膝を折って命を差し出すさ」

　その言葉に、白雪はぎゅっと奥歯を嚙んだ。

　浄じよう霊れいをしたときの、子どもの顔を思い出す。

　誰かの役に立つことができれば、……誰かが笑顔になるために何かをできるなら、したいとは思うけれど、本当に今の自分にそんなことが可能なのだろうか。

「兄貴はそういうとこがへんに冷静すぎるぜ」と、青磁が不服そうに言った。「たまには感情のままに動いてもいいんじゃねえのか」

「おまえを見ていると、とてもそんな気にはなれんよ。それに、臣下の礼を取る気がないわけじゃないからな」

「臣下の礼って、さっきのあれよね。どういう意味があるの？」

　白雪が訊きくと、琥珀が説明する。

「膝を折って、頭を垂れて、命を賭けると宣せん言げんすること。それを信じられなければ、この首を落としてくれという意味なんだ」

「命を」

　白雪は息をのんだ。

「僕たち兄弟は、斎宮の役に立ちたくて騎士を志した。白鷺さまに臣下の礼を取ることはできなかったけれど、僕が君を守りたいという気持ちはいつわりじゃないんだよ、白雪」

　琥珀は、白雪の戸と惑まどいを拒きよ絶ぜつだと思ったらしい。白雪の両手を取って、顔を覗のぞき込む。

「わかったから」

　白雪は、琥珀のまっすぐな視線から逃のがれたくてうつむいた。「だから、手を離して」

　白雪の頰ほおは、再び熱くなっていた。

　少なくとも、琥珀と黒曜は自分のために命を賭ける気があるということだ。

　自分が斎宮になれば、泣いていた人の涙も乾かわくだろうか。

　ならば、斎宮になりたい、と強く思う。──ならなければ。




　広がる庭園は、果てに常緑樹が見えるばかりで、どこまで行けば終わるのかわからない。

　中庭に出てすぐ、白雪は、広い芝しば生ふの前庭を吹ふき過ぎていく風にうっとりと目を閉じた。芝生はまだ緑を残していて、風がその匂においを運んでくる。

　この風は街の風だが心ここ地ちよい。何より歓かん迎げいの意が感じられる。

　もともと白雪の竜珠は、成人前のせいか、それとも別の理由のためか、さほど安定してはいなかった。そのため父に、術よりも知識を蓄たくわえたほうがいいだろうと、読み書きや算術はもちろんのこと、薬草を含ふくむ植物や動物の知識、医術などを教え込まれた。

　まれに竜珠が完全に反応することもあったが、必要なときに必要なだけ使いこなせるわけではなかった。白雪は多くの呪じゆ詞しを知ってはいたが、口にしても竜珠が反応しなければ、なんの意味もないのだ。竜珠が反応すれば、さまざまな霊たちが呪詞に応じて助けてくれる。

　あの森に朱月を埋うめて以来、白雪の竜珠に因よる感覚は以前より鋭するどくなっていた。錯さつ覚かくではない。特に何かがよく見えるようになったわけではないが、少なくとも、悪霊にとり殺された者を浄きよめるなど、以前ではできなかっただろう。

「白雪」

　歩を止めた白雪を、前を行く蘇芳が呼んだ。

　白雪は、心地よい風をその身に受けながら振り返る。

「なあに」

　顔が自然と笑ってしまう。

　初めて見る白雪の明るい笑顔に、蘇芳はまぶしげに瞬まばたきを繰り返し、青磁は白い頰をわずかに上気させた。琥珀は照れて笑い、黒曜は目を細める。

「どうしたの」

　黙ってしまった四人に首をかしげると、蘇芳が軽く咳せき払ばらいをした。

「いや、……陛下のいらっしゃる露台はこちらだ」

　そう言って、手を差し出してくる。白雪はためらったが、すぐにその手につかまった。

「僕たちは、あっちのあずまやで待ってるから」と、琥珀は、常緑樹の向こうに見え隠かくれするあずまやを指した。「またあとでね、白雪」

　白雪はそれに振り返ってうなずく。

「ここが陛下の寝しん所じよのある奥おく殿どのだ。さらに奥が後宮で、中庭を挟はさんだ向こうが斎宮殿」

　ふたりで芝生の上を歩き出すと、蘇芳が説明する。「ほら、見えてきた」

　白雪は、蘇芳の示した建物をじっと見つめた。

「あれが、母さんのいたところなのね」

　白い石造りの建物は、壮そう麗れいな奥殿や後宮に比べると小さくまとまっていて、太陽と月のようだった。後宮からまっすぐに石いし畳だたみが正面までつづいている。太い四本の柱が前面を支え、屋根は端に行くほどなだらかに低い。東方の特とく徴ちようを濃こく備そなえた建築だ。

　母はずっとあの建物から出られなかったのか、と白雪は考えた。

「白雪」

　蘇芳に呼ばれて、白雪は前を向いた。

　奥殿の中央あたりに階段があり、その先は奥殿から張り出した露台になっていた。広い露台に置かれた寝ね椅い子すの脇わきで、少年といっていい年ねん齢れいの侍じ従じゆうが直立不動しているのが見える。

　階段の両脇には、いかめしい顔つき体つきの男がふたり立っている。白雪を連れた蘇芳が近づくと、男たちはさっと膝をついた。

「赤鳥隊の蘇芳だ。我が剣、朱雀すざくを預ける」

　蘇芳は左側の男に向かって言うと、剣を鞘さやごと腰こしからはずして渡わたした。男はそれを恭うやうやしく受け取ると、それを両手で捧ささげ持ったまま立ち上がった。

「お通りください」

　もうひとりの男が促うながす。蘇芳はそれへうなずき、白雪の肩かたを抱だき寄せるようにして歩き出す。白雪の動どう悸きが速くなった。緊張のためか、それとも、蘇芳のしぐさのせいか。

「陛下」

　露台に入る直前で、蘇芳は声をかけた。「蘇芳です。白雪の姫君をお連れしました」

「ああ」

　溜ため息いきのようなかすれ声が、寝椅子から聞こえた。

　寝椅子に横たわっている男は、瘦やせて顔色が悪い。だが、その顔は充じゆう分ぶんに整って男らしく見えた。赤と茶色の混じった髪と、青とも緑ともつかぬ澄すんだ瞳をしている。高い鼻は薄うすく、顎あごはやや細い。身分が高いせいだろうか、ひどく繊せん細さいな印象を受ける容よう貌ぼうをしていた。

「今朝、白鷺が夢に出てきたのは、そのせいだったのか」

　かすれた声に、あたたかな色がにじんでいる。

　白雪は緊張のあまり、硬こう直ちよくしていた。

「こちらへ」

　男は腕うでを上げ、白雪を手招いた。その腕の細さに、白雪は驚く。少なくとも、成人した男の腕とは思えなかった。

　硬直している白雪の腕を蘇芳が取り、寝椅子の傍かたわらまで連れて行く。

「怯おびえているのか」

　白雪が目をいっぱいに瞠っているのに気づいて、王は苦笑した。「何も、とって食いはせぬ。もう少し、近ちこう寄れ」

　王はそう言うと、寝椅子の上で、ゆっくり身を起こした。侍従が王の背に枕まくらを当て、落ちつきやすくさせる。やわらかな布の塊かたまりに背をもたせかけ、王は息をついた。

「白雪、……こちらへ来て、座れ。顔をよく見せてくれ」

　何度か深く息をつくと、王は目を上げて白雪を手招いた。さきほどまで寄せられていた眉まゆがゆるみ、落ち窪くぼんだ目め尻じりが下がる。笑っていた。

　王は、……うれしそうに笑っていた。

　白雪は、手招かれるまま、寝椅子の端はしに腰かけた。

「しらゆき……予を憶おぼえているか」

　問いに、白雪は唇くちびるを引き結んだまま、ふるふると首を横に振った。王は苦笑する。

「そうか。憶えているはずがないな。そなたはまだ、赤子だった。小さかった」

　王は白雪に目を向けたが、そのまなざしは遠く、白雪ではない誰かを見ているようだった。

「髪と、目の色が変わった、な」

　王は微笑ほほえんだ。「昔は、白鷺と同じ銀の髪だった。その目も、もっと薄い水色だった。竜珠のせいで、変わったのだな。黒髪と、藍あい色いろの瞳もよく似合う」

　ごく普通の王の反応に、白雪は戸と惑まどう。今まで出会ってきた高貴な身分を自負する者は、竜珠に対して抱く蔑さげすみや怖おそれを態度に出すことが少なくなかったのだ。

「その……気持ち悪くないのですか」

　思わず白雪は疑問を口にした。

「何が？」

　王は、不思議そうに問う。

「竜珠が」

「何を言う」

　王はおかしそうに笑った。「我が国では、竜珠が多く生まれる。我が妹、そなたの母も、重き竜珠を秘ひめていた」

「おかあさん」

　白雪は、なんとかして口を動かした。「どんな人、だったんですか」

　なるべく丁てい寧ねいな口調になるよう努つとめる。

「見た目はおとなしそうだったが、中身はずいぶんと頑がん固こで、強ごう情じようだった」

　王は、まぶしそうに白雪を見て、楽しげに答えた。「決めたことは誰が何を言おうと、決してひるがえさなかった」

　頑固で、強情。

　初めて聞く母の評価に、白雪は目を丸くした。

　王は、白雪に手を伸のばした。白雪は思わず、その手を取った。細い手は、かさついていたが、それでもかたちが良くて優ゆう雅がだった。

「あれは、予よを祥しよう琳りんと呼んだ。昔の名だ。そなたもそう呼んでくれないか、白雪」

「祥琳……さま？」

　王は満足そうにうなずくと、目を閉じた。握にぎった白雪の手を、細い指でまさぐる。

「ああ、……これがそなたの、烙らく印いんか……」

　そのかぼそい動きに、白雪は胸が痛くなって、そのことに驚いた。弱々しい指先に同情したのだろうか。

「これは、斎宮の証あかし。このみしるしゆえに、そなたは輝キ石セキノ神カミの守護を受ける」

　白雪はじっと祥琳を見つめた。

　祥琳は微笑んだ。

「そなたはこの国をよく知らぬだろう。予の知っていることを、そなたに教えよう」

　そう前置きすると、祥琳は語り出した。「我が国の祖は、輝キ石セキノ神カミと契けい約やくした。自分の血筋がつづく限り、子し々し孫そん々そんを守ってくれ、と。──輝キ石セキノ神カミは、その契約に従い、国祖の血筋を守りつづけている」

「輝キ石セキノ神カミって、この国に来て初めて聞きました」

　そんな神がいるなど、この国に来るまで知らなかった。

「輝キ石セキノ神カミは、契約の神だと言われているが、真実は誰も知らぬ」

　この場合の契約とは、神が、人間の差し出す代だい償しようを受け容いれて願いを叶かなえることである。契約によって叶えられる願いも、その引き替かえに捧げられる代償もさまざまだった。

　強き力を持った神だけが、長きにわたって効力を要ようする契約を結ぶことができる。そんな強き神が最後に人間の前に姿を現したのは、五千年にわたる地じ鎮ちんの柱の役目を終えた花ハナノ神カミが結ユイの大陸より去りしときだ。これは幼子も知る、結ユイの大陸の伝説である。

　だが、花ハナノ神カミが去りてのち、長きにわたる契約を結べる強き神が降こう臨りんしていた事実に、白雪は戸惑うばかりだった。何もかも初めて知る話だった。

「輝キ石セキノ神カミは、最初は国祖を主あるじとして守護していた。国祖がおかくれになってからは、その子らのうち、もっとも強い竜珠を守護しつづけてきた」

「神さまって、人に直接関かかわってはいけないって、父さんに教えてもらいました。創アル・世イー神シヤンがそうお決めになったって。そうしないと、東へ逃のがれた天イー竜クア神ルのように、人の弱さに心惑わされるから。──なのにその神さまは、人間をお守りくださるんですか？」

　竜珠が忌いまれるのは、裏切りの神である天イー竜クア神ルの末す裔えゆえに竜珠を秘めるという説があるからだ。他ほかに、息子むすこである天イー竜クア神ルの血を引きながら神格を持たない人間を憐あわれんだ地アル・母イー神シヤラが、息子の残した鱗うろこを竜珠として与あたえたという説が有力である。遥はるか太古の伝承はどのようにも解かい釈しやくできるため、人々は自分にとって都合のよい説を引き合いに出すのが常だった。

「輝キ石セキノ神カミは、元からいた神々とは違う神だから、神々の取り決めとは関わりないという話だ」

　祥琳は、白雪をじっと見つめた。「のちに輝キ石セキノ神カミの守護を一点に集めるために斎いつき宮のみやという役職が作られ、竜珠の女子と直系の王位継承者以外は、王族の血を捨て、臣下に降くだる習慣がうまれた」

　白雪は祥琳の視線を受け止めた。その瞳はあたたかいひかりを帯びている。驚きによってほぐれた緊きん張ちようが再び訪おとずれなかったのは、このまなざしのおかげかもしれない。

「この国の周囲には、未み練れんの強い悪霊が常に入り込もうと隙すきを狙ねらっている。その中には、生者に影えい響きようを及およぼすほどの強い悪霊も多い」

「この国には悪霊が多いんですね」

　白雪は低く呟つぶやいた。黒く萎しおれた死体が脳のう裏りに蘇よみがえった。水鏡を通して見えた情景の中にも、悪霊にとり殺された死体が転がっていた。

　今この瞬間も、この国のどこかで誰かが悪霊に苦しめられ、あのような姿になり果てているかもしれないのだ。

「我が国土は、過去に多くの者の血を吸っている」

　祥琳は、深く息をついた。「この国でかつて、何十万人もの人間が殺された」

　白雪は息をのんだ。

　長きにわたってつづく神杖国は、神の居います国として結ユイの大陸中に知られている。術の知識以外はあまりものを知らない白雪すら、名前とその神聖さは耳にしていた。

　だが、鎖とざされた国は、ただその歴史の長さを誇ほこるだけだった。どんな国なのか、白雪は詳くわしくは知らないのだ。

「一族を皆みな殺ごろしにされた当時、国祖は生まれたばかりの赤子だった。母はは御ごとわずかな供ともに連れられて荒こう野やへ落ち延び、さすらって育った。成人前にこの土地へ戻り、輝キ石セキノ神カミと契約を結んだ。──国土を統一し、王となってから、国祖は我が国に軍というものを置くことを禁じた」

「軍が、ない」

　白雪が今まで通ってきた国には、どんなに小さくとも軍はあった。

「輝キ石セキノ神カミの守護があるから、過か剰じような武力は必要ないのだ」

　祥琳は、白雪の驚きを楽しむように微笑んだ。「それに、復ふく讐しゆうは怖いと国祖の妃きさきがおっしゃったそうだ。──血で血は洗い落とせない。人を憎にくめば笑えなくなる。美しいものも見えなくなる。わたしは笑って生きていたい……」

　きゅう、と白雪は胸の奥が縮こまるような錯さつ覚かくをおぼえる。

　誰も憎まずに、美しいものだけを見て、いつも笑って過ごせたら、どんなにいいだろう。

「それを聞いた国祖は、妃の言葉にひどく共感して、必要最小限の武力以外は捨て去った。……これは、王族の者しか知らぬ話だ」

　祥琳のしめくくりの言葉に、白雪はゆっくりと瞬またたいた。

「わたしが知ってしまっても、いいんですか」

「そなたは白鷺の娘だ。かまわないだろう」

　長く話したためか、祥琳の声には力がなくなっていた。

「祥琳さま、お疲つかれではないのですか、たくさんお話しになって……」

「だいじょうぶだ。もう少し話せる」

　彼は、白雪の言葉に首を振った。苦笑しながらつづける。

「普通は、末子が成人してから、年長者たちは臣下に降る。だが、予の子どもたちは、みな側室を母に持つため、王位継承の争いに巻き込まれたくないと、早くから臣下に降っていた。──な、蘇芳」

　白雪は思わず振り向いた。寝ね椅い子すから少し離れたところに立っていた蘇芳は、直立不動だったが、その顔には困こん惑わくの表情がありありと浮かんでいた。

「自分も、弟たちも、王位を継つぐにふさわしい血筋ではありませんから」

　白雪は、驚いて目を丸くした。

「蘇芳たちのお父さんは、祥琳さま……？」

「ということになっている」

　祥琳は微笑ほほえんだ。「予には、正せい妃ひの他に四人の側室がいた。ふたり死に、ふたりは王城を去ったが、みなそれぞれ、予に息子を残してくれた。──感謝している」

「畏おそれ多い、……」

　蘇芳は口ごもってうつむいた。

「だから、予は悔くいたりしてはならぬのだ……」

　ふいに、祥琳の声が暗くなった。

　白雪は思わず、祥琳の手をぎゅっと握った。

「……そなたは白鷺に似ておるな」

　祥琳はそれに気づくと、小さく笑った。「あれも、そうやって、他の者にはわからぬように、予の気持ちをなだめてくれた……いつも、予の気持ちをわかってくれた」

　祥琳は懐なつかしむように呟く。

　その声こわ音ねに、白雪は、祥琳が母とは深い絆きずなで結ばれていたのを感じ取る。

「白鷺は、心を許した相手には、際さい限げんなくやさしかった。そなたも、やさしい子だな」

「じゃあ、わたし……」

　母さんの代わりにそばにいます、と衝しよう動どう的に言いかけて、白雪は口を閉とざした。できない約束をしてはいけない。そう、父に言われたことを思い出したのだ。

　祥琳は、自分の手を包む白雪の手に、さらに手を重ねた。

「白雪、そなたは先王、樟しよう院いん静せい風ふうの娘、白鷺が産んだ娘。そして星の託たく宣せんを受けた。──前さきの斎宮であった白鷺も亡なく、他に王族で竜珠の女子もいない今、そなた以外に、斎宮となれる者はいない。そなたが白鷺の血を引く竜珠である限り、父親が誰であろうとも、我が王家の姫、そして斎宮候補として扱あつかわれる」

　まっすぐな祥琳のまなざしに、白雪はわずかにたじろぐ。

　病やんでいるとは思えないほど強いひかりが、その双そう眸ぼうには宿っていた。

「そなたには、斎宮に就ついてほしい」

　──助けを求めている人がいて、自分にそれが可能ならば、手をさしのべたいと思う。

　父が斬きられたとき、誰も助けてくれなかった。

　だからこそ、もし誰かが力を貸してくれと願うなら、その願いを叶えたい。

　自分のような思いをさせたくない。

　だが、自分にそんなだいそれたことができるのだろうか。

　人を救う、などということが。

「今はまだ、はっきりとは言えないけれど」

　白雪は、口ごもった。「わたしで、お役に立てるなら……」

　露ろ台だいの端はしに立って庭園のほうを向いていた蘇芳が、ゆっくりとこちらを向いた。やや驚いたような表情が浮かんでいるのが見える。

　祥琳はしばらくしてから、すまない、と呟いた。










　王は何な故ぜ謝ったのだろう。白雪にはわからなかった。

　夕刻である。秋も深まりつつあるこの時季は、陽ひが沈しずんでから外に出ると、やや肌はだ寒ざむい。

　それでも白雪は平気だった。絹製の衣い装しようはあたたかかったし、夜や気きには慣れている。

　後宮の中庭にはいくつものあずまやがある。そのひとつで、青磁と琥珀、黒曜が待っていた。日が落ち始めたので、側そば仕づかえの少女たちがあずまやに灯あかりをともして廻まわっていた。いくつも立てられた蠟ろう燭そくの焰ほむらがゆらゆら揺ゆれて、木々のあいだに影を落としている。

　琥珀がそのうちの何人かに頼たのんで、お茶の用意をしてもらっていた。側仕えの少女たちは、大理石の卓たくに、茶器とともに、ほんのり桃もも色いろを帯びた甘い餡あんの詰つまった蒸ふかし饅まん頭じゆう、胡ご麻まをまぶして揚あげた団だん子ご、丸く平たい焼き菓子などの軽い茶さ菓かを並べた。だが彼女たちは茶はいれず、そのまま静かに去っていく。

　彼女たちが去ると、琥珀がちょっとした結界を張った。これで五人がこれから交かわす会話は外には漏もれない。それから茶器に手を伸ばし、お茶の支度をし始めた。

　木製の茶ちや托たくに載のった丸い茶ちや碗わんは白い陶とう器きでできており、西方のものと違って取っ手がついていない。それを前に置かれて白雪は戸と惑まどったが、そのまま片手で茶托ごと茶碗を持ち上げ、もう一方の手で茶碗を押さえて口を寄せた。

　中の茶は薄うすい茶色をしていて、西方で飲んだ茶とさほど変わりなく見える。しかし匂においが微び妙みように違った。白雪は恐おそる恐る茶を口に含ふくむ。かすかな甘味が広がり、思わず瞬く。

「これ、何か入ってる？」

「桂けい花か茶ちやだよ」と、琥珀が答える。「金きん桂けいの花のお茶なんだ。魔ま除よけに利きくって言われてる」

「不思議な味だけど、おいしい」

「気に入ったなら、よかった」

　兄弟たちの前にもそれぞれ茶を置くと、琥珀はようやく椅い子すに腰こしかけた。

　貴族の子息だと思っていた四人が、実は王の息子だと知っても、白雪は半信半疑だった。四人とも、王族にしては気取ったところがない。青磁でさえ、気き位ぐらいは高そうだが、衣装を替かえれば違い和わ感なく平民に混じることができるだろう。

「みんな、本当は王子さまだったのね」

　白雪は、お茶を飲み干ほすと、言った。

「それは西方ふうの呼こ称しようだ」と、蘇芳が言った。「我が国では、王の子は親しん王のうという」

「それに、みんな母親の身分が低すぎるから、父親が陛下でも、たいして意味ねえんだよ」

　青磁はそう言うと、茶碗を両手で支え持ち、ふーっと吹ふいた。熱いものが苦手らしい。

「俺のお袋ふくろは街の花だったんだぜ」

　一口飲んでから、つづける。街の花、という比ひ喩ゆの意味を、白雪はよく知らない。

　蘇芳が懐なつかしげな顔をした。

「俺の母は、……白鷺さまの母君に近いな。旅の一座の唄うた姫ひめだったんだ。その一座の用よう心じん棒ぼうをしていたのが、黒曜の母さんだ」

「用心棒って」

「女ばかりの一座だったらしい」と、蘇芳が説明する。「それがめずらしいっていうんで、まだ春宮だった陛下が、お忍しのびで遊びに来られたのが馴なれ初そめだそうだ」

「陛下も、春宮のころは元気だったからね」

　琥珀があとをつづけた。「僕の母さんは、おじいちゃんが星せい曜よう館かんに出仕してた関係で、昔から王城には出入りしてて、お輿こし入いれした正せい妃ひ殿でん下かと仲良くなって、それがご縁えんだったんだよ」

　説明を聞きながら、白雪は、自分の握にぎりしめた手の持ち主を思い浮かべた。

「玻璃ハリノ神カミも、お忙いそがしかったでしょうね。毎年、祥琳さまのところに来てたなんて」

　蘇芳が目を丸くして白雪を見た。青磁は眉を寄せる。お茶を飲みかけていた琥珀がむせ、その背を黒曜が困ったような顔をしながら撫なでている。

「し、しらゆき……？」

　むせたのがおさまってから、琥珀は恐る恐る、白雪の顔を見た。

「だって、子どもを連れてくるのは玻璃ハリノ神カミでしょう」

　白雪がごくあたりまえのことのように言う。四人の兄弟はそれぞれ顔を見合わせた。これは本気なのか冗じよう談だんなのか。

　妙な沈ちん黙もくの中、しばらくお茶をすすってから、蘇芳が口をひらいた。

「俺たちは王位継けい承しよう権けんを放ほう棄きして臣下に降くだったから、もし結けつ婚こんして子どもが生まれても、その子は王族としては扱あつかわれない。生まれたのが竜珠の女子なら、斎宮になる可能性はあるが」

「ここ数年、誰が王位を継つぐか水面下で争ってたけど、今は春宮より斎さい宮ぐうの不在に大臣たちは頭を痛めているみたいだよ。いい気味だよね」

　すっかり話題が変わってほっとしたのか、琥珀が明るい声でつづけた。

「まったくだ。さんざん俺たちを下げ賤せんの者と蔑さげすんで、王城で暮らすかわりに臣下に降れと言ったくせに、琥珀と黒曜がとても王位を継げやしないとわかると、兄貴と俺をそれぞれ擁よう立りつする派に分かれて、手のひら返してちやほやしやがって」

　青磁はせせら笑う。「俺らは臣下に降ってたから春宮になれるはずもねえってのに、王家へ復帰させるとかなんとか、ごたごたして、こっちはいい迷めい惑わくだったぜ」

　王位に関かかわる争いで、青磁がことのほかいやな思いをしたのは、白雪にもよくわかった。

　だが、疑問に思ったので訊きいてみる。

「琥珀と黒曜が王位を継げないのは、どうして？」

「僕って、今のところ、国でいちばん強い竜珠なんだって」

　琥珀は、自分の鼻先を指しながら、笑って言った。「生まれたとき、おじいちゃんが見み極きわめてくれたんだけど、まぶしすぎて見切れなかったっていうし、これを政まつりごとに関わらせたらろくでもないことになるとか言われて、子どものころはずっと、星曜館っていう、術師の寄り合いの宿舎に閉じ込められてたんだ。だから、蘇芳と青磁がお兄ちゃんだって知ったのはけっこう経たってからだったよ。黒曜は、いつも遊びに来てくれてたけど」

　これ、とは自分のことなのに、天気の話でもするように、琥珀の口調は淡たん々たんとしていた。

　明るく言いながらも、子どものころの琥珀が淋さびしい思いをしたのは、白雪にもよくわかった。

「ああ、気にしないで。ごめんね、嫌いやな話しちゃって」

　琥珀は、白雪の気持ちを察したように言った。「僕はともかく、黒曜は、いろんな意味で特別な竜珠なんだ。王家ゆかりの者でなかったら、僕とは別の意味で閉じ込められなきゃならなかった程度にはね」

　白雪は思わず黒曜を見た。黒曜は、平気だよ、とでもいうように小さく微笑ほほえむ。黒曜が王になれないのを、白雪は残念に思った。彼ならば国をよくしてくれそうなのに、と思う。

「俺たちは竜珠にあやかった色の名がついているが、黒曜は特別なんだぜ。なんてったって黒いんだからな」

　そこで、何故か青磁が自じ慢まんするように言った。

　竜珠の力の源は光と風なので、竜珠の名は、光によって目に映る色や、風に影えい響きようを受ける音の神かむ字じで表されるしきたりがあるのだ。

「黒が強いのは知ってるけど、どうしてなのか、はっきりは知らないわ」

　白雪は闇を嫌きらいではない。竜珠の視力は、竜珠でない者と異なり、闇もある程度は見み透すかせる。街で暮らす普通の人々は闇をおそれ忌いみ嫌きらうが、竜珠に闇はさほどの脅きよう威いではなかった。

「黒は、光がもっとも強く引き寄せられて、落ちていく色なんだ」と、琥珀が説とく。「すべての光を色として吸い込んでるんだよ」

「じゃあ、白は？」

　白雪は、琥珀をじっと見て尋たずねた。「わたしは、雪の夜に生まれたから白雪にしたって、父さんが言ってたわ」

　……寒い、雪の、夜に。

「憶おぼえている」

　それまで黙だまっていた蘇芳が、静かに言った。「君が生まれた夜を、今でも憶えているよ」

　白雪は、頰ほおが熱くなるのを感じて顔を伏ふせた。ここにいる者たちは、昔の自分、生まれたころの自分を知っているのだ。それが奇妙に恥はずかしかった。

「十三月の十五日だったね」と、琥珀が日にちまで言う。「僕が知ったのは次の日だったよ。黒曜が教えてくれた。玻璃ハリノ神カミが、白鷺さまに、女のあかさまを連れてこられたって。小さくてふにゃふにゃしてて、とても可愛かわいかったって」

　白雪は、そっと顔を上げた。琥珀と目が合う。彼は、懐なつかしそうな顔をしていた。

「初めて白雪を見たとき、白いひかりの子だなあって、びっくりしたよ。あのころは蘇芳や青磁にも、白雪のひかりが見えただろう？　降ったばかりの雪のようにまぶしかった……」

「朱月も言っていたな、それは」と、青磁が呟つぶやく。「だから、白雪という名にしたと」

「そうなんだ」

　白雪は、胸の中にあたたかなものを感じて微笑んだ。

「黒は、ひかりを引き寄せ、白は、ひかりを放つ」

　ぽつりと、呟きが聞こえる。白雪はびっくりして、声のしたほうを見た。黒曜が、澄すました顔をしてお茶をすすっている。

「君は、君を待っている人を照らすんだよ、そのひかりで」

　琥珀の言葉を、白雪は胸の中で嚙かみしめた。




　その後、琥珀とともに、父のための弔ちよう詞じを唱えた。儀ぎ礼れい的にしか知らなかったいにしえの詞ことばには、死者の安あん息そくを願う想おもいが強く込こめられているのだと、白雪はこのとき初めて知った。

　後宮に戻ると食事が用意されていて、ひとりで食べた。給きゆう仕じに夏乃がつき、かいがいしく世話を焼いてくれたが、手をつけただけであまり食べられなかった。弔詞をあげているうちに、気持ちが沈しずんできたせいだった。

　食べた気のしない夕食のあとは、まっすぐ寝しん室しつに連れて行かれた。

　夏乃に着き替がえやらの身み繕づくろいの世話までされ、白雪が落ちついたのは、寝台に入ったあとだ。

「では姫さま、わたくしは隣となりの間におりますので、何かご不自由がありましたら、いつでもお呼びください」

　夏乃が、明々と燃えていた壁かべの蠟ろう燭そくをすべて消し、寝台の脇わきに手て燭しよくを置いて下がってから、白雪は、小さく溜ため息いきをついた。

　初めて触さわるやわらかい布地に横たわった白雪は、寝台を覆おおう天てん蓋がいを眺ながめた。天蓋にも柱にも、繊せん細さいな装そう飾しよくが彫ほり込まれている。こんな寝台なぞ、見たことも想像したこともなかった。

　手燭の小さな灯あかりの中、横たわっていた白雪は、しばらくしてからむくりと起き上がった。疲つかれているし、昨日からろくに寝てもいないのだが、いろいろなことがありすぎ、また考えすぎて、寝つけそうにない、と思ったのだ。

　こっそりと寝台を降り、窓のそばへ忍び足で近づく。

　寝室の南側には、透とう明めいな硝子ガラスのはめ込まれた窓がしつらえられている。上からかけられた襞ひだの多い窓掛けをめくると、広がる庭園が硝子越しに見えた。

　月下、風にそよぐ緑色の芝しば生ふを見ていると、気持ちがうずうずしてきた。それに従い、窓まど枠わくにそっと手をかけ、あける。音を立てないように、細心の注意をはらって。

　窓の外に頭を少しだけ出して、見張りがいないかを確かめた。幸い、あたりに人影はない。

　絹製の夜よ着ぎは足までの長さがある。その裾すそを腰の上まで引き上げた。人に見られたら仰ぎよう天てんされること請うけ合いである。しかし白雪は気にせず、あけた窓の桟さんに足をかけると、いきおいよく外へ飛び出した。

　夜風が心ここ地ちよかった。素す足あしにふれる芝が、白雪の行動をおかしがっているように感じられる。

　白雪は、建物のそばを駆かけ抜ぬけて、木立の中の小こ径みちへ入っていった。

　木々がざわめく。何か伝えようとしているようだが聞き取れない。周囲にも、何かの気配は感じるが、見えるほどではなかった。また、害を加えてくる者はいないように感じられた。

　しばらく歩くと、木立がひらけ、小さな草原になった。歩くのにも飽あきたし、戻れなくなると困るので、そのまま芝生に座り込む。

　見上げると、木立の隙すき間まから月が見えた。

（今夜は満月だよ）

　昨日、父は、そう言った。

　きのう……

「……」

　白雪は驚いて、顔に手を当てた。冷たいものがこめかみを伝って落ちたのだ。

　泣き出す前の鼻び腔こうの痛みなどなく、ただ涙が流れた。流れつづけた。

「う、……っ」

　嗚お咽えつが漏もれそうになった。白雪は膝ひざを抱かかえて縮こまり、顔を伏せる。

　父は昨日まで生きていた。

　今年の閏うるう旬じゆんはどこで過ごそうか。昔語りも交えながら、そんな話をしたばかりなのに。

　父と娘、ふたりでさすらいつづける生活は豊かでも楽でもなかった。流る浪ろう者しやを蔑んだり忌き避ひする土地や人は少なくない。良きにつけ悪あしきにつけ、流れる者は他国よりさまざまなものを運ぶからだ。

　だから白雪は贅ぜい沢たくに慣れていないし、父以外の者と深く関かかわることもほとんどなかった。泊とまるのはいつも粗そ末まつな宿や社やしろ、寺院や教会で、移動が困難な冬や雨季は、その土地の領主が寛かん容ようであれば館に泊めてもらったりもした。そういった滞たい在ざい先に近い年の子どもたちがいれば遊んだりもしたが、それもまれだった。

　暦こよみの調整で、四年に一度、年末年始には閏旬が設もうけられる。前の年でも次の年でもないその期間は大きな祭りとなる。人々は飲み食いし、働かずに遊んで過ごす。

　白雪のもっとも古い記き憶おくは、生まれて初めての閏旬だ。あのときは、幸運なことに地方の領主の館に滞在できた。石造りの堅けん牢ろうな館は、中央の広間に大きな暖だん炉ろがあり、家か人じんがつねにそばについていて、望めばいつでも誰でも熱いお茶や搾しぼりたての牛の乳、焼き菓子や蒸し菓子などを供きょうされた。あの館の主あるじほど椀おう飯ばん振ぶる舞まいしてくれた貴族を、白雪は他に知らない。

　もてなしてくれた館の主は、片かた脚あしが不自由で遠出ができないため、父と娘の旅の話を聞くのをことのほか楽しみにしていた。竜珠の父娘おやこを蔑むこともなかった。いつもふたりで連れ立っていたのを見て、仲なか睦むつまじいなと揶や揄ゆした彼に、いつまでも離れられないと思います、と父は答えていた。

　あの冬はいつになく楽しかった。まだ小さかった白雪の手を引いて、父は館の廊ろう下かをゆっくり歩いてくれた。父と同じ寝ね床どこで眠っていたころだ。

　──強く重い竜珠、豊富な術の知識、それらを持っていた父でさえ、あんなにもあっけなく死んでしまうとは。

　人とは、そんなにも脆もろいものだったのか。

　白雪は、あふれる涙をぬぐいもせずに顔を上げた。月がぼやけて見える。こんなに涙を流したのは初めてかもしれない。

　笑うと可愛かわいく見えて明るい印象が強くなるから笑いなさい、と父によく言われたので、笑うことだけは感情のままにできた。だが、涙を堪こらえ悲しみを隠かくすのは白雪の第二の本能のようになっていた。

　泣くことは弱い部分が露わになることだ。流れて暮らす身が弱さをさらけ出せば、そこにつけ込まれてひどい目に遭あうかもしれない。白雪は経験上、それをよく知っていた。

　父を埋うめてから今まで泣かずにいられたのは、誰かしらそばにいたからだ、と今になってわかった。人に涙を見られたくなかったのだ。

　父の息が止まったとき、どうして自分も死んでしまわなかったんだろう。

　白雪にとって父は世界のすべてだった。強く美しくやさしい父。

　これが悪い夢ならいいのに。眠って目がさめればいつもと同じ朝、父の手に揺ゆり起こされ、身み支じ度たくを調ととのえる。今日はどこまで歩こう……空を渡る風を見て父はその日の行き先を決める。

　だがこの涙は夢ではない。この悲しみ、胸に空いた穴うつろは現実だ。父は去っていった。

　もう二度と会えない遠いところへ去っていった。

　……悪い夢ならよかったのに。

「……どうしたんだ」

　気配をまったく感じなかった。声をかけられて初めて、白雪は人が近づいていたことに気づいた。

「すおう」

　蘇芳は、木立を縫ぬって白雪のそばまでやってくると、膝をついた。

「泣いていたのか」

　白雪の顔をまじまじと見てから、驚いたように呟つぶやく。

　白雪は答えられず、ぼんやりと蘇芳を見つめた。涙はまだ止まっていなかった。

「悲しい、のか」

　蘇芳は、白雪の顔へ指を伸のばしかけたが、ふれる直前で、何かに怯おびえるように手を引いた。

「…………自分では平気だと思ってたけど、そうみたい」

　白雪は、答える自分の声がひどく震ふるえているのに気づいた。

　まるで冗じよう談だんのように涙が止まらない。いっそおかしくなって、白雪はちょっとだけ笑った。

「父さんがいなくなって、とても、………悲しい」

　悲しい。

　喉のどの奥が震えた。何か、奇き妙みような音が聞こえる。

　次の瞬間、視界が覆われた。蘇芳に抱だき寄せられたと気づいたのは、唇くちびるが蘇芳の胸に当たってからだった。そこで初めて、白雪は自分が声を上げて泣いているのを知った。

　獣けもののような咆ほう哮こうは、ざわめく木立のあいだに消えていく。

　蘇芳の手が、背を撫なでてくれる。なだめるような慰い撫ぶは、父のものにとてもよく似ていた。

「………ごめんなさい」

　どれほど経たっただろうか。白雪はようやく、蘇芳の胸から顔を上げた。喉はひりついて痛く、声も嗄かれていた。人前で子どものようにむせび泣いたことが恥はずかしくなっていた。

「謝あやまらなくていい」

　蘇芳が首を振ふる。「むしろ、君が悲しんでいることに気づかなかった俺が謝るべきだろう」

　その物言いに、白雪は、少しおかしくなった。

「蘇芳は、まじめね」

　夜着の袖そでで顔を隠しながら見上げると、蘇芳はかすかに頰ほおを赤くしていた。

「そうでもないぞ」

　蘇芳はそう言うと、手をあげて、そっと白雪の手を顔からはずさせた。長い指が涙をぬぐう。白雪は、されるがままに目を閉じた。

　蘇芳の指先は、剣士のためか固く、節ふしくれ立っている。父の指とはずいぶん違う、と思った。父の手はもっと荒あれて、細かった。

　育ててくれた父に、自分は何ができていたのだろうか。

　何もできなかった。何も。

「もう、……父さんみたいに、誰かが死ぬのは、いや」

　白雪は目をあけて、じっと蘇芳を見た。

「白雪」

「だからわたし、強くなるわ。斎宮になって、みんなを守る。……もう誰も、死なせない」

　蘇芳の腕が、白雪の肩を摑つかんで立たせた。前に立つ蘇芳を、白雪は首をかしげて見上げる。

　蘇芳は芝しばに膝をついた。

「我が姫、この命を賭として御おん身みをお守り申し上げますことを、お許しください」

　頭こうべを垂れて、彼は告げる。

「だめよ」

　白雪は、自分でも我知らず、子どものように首を振っていた。「死ぬのはだめ、……わたしのために、命を賭かけたりなんか、しないで。生き延びて……！」

　蘇芳は顔を上げると、力強くうなずいた。

「では、──我が姫、一生をあなたに捧ささげることを、どうかお許しください」

　白雪はうなずいて、蘇芳に手を伸ばす。

　蘇芳がその腕を取って抱き寄せると、ふいに白雪の体が柔やわらかくもたれてきた。疲ひ労ろうが限界に達したのだろう。顔を覗のぞき込むと、瞼まぶたは閉じ、唇からは寝息が漏れていた。
















　夢だわ、と白雪は思った。

　遠くまで広がる空間は、薄うす明あかるく、そして何もない。

（泣くな）

　かすれた囁ささやきのような、声がした。

　声をたよりに頭をめぐらせると、軽い羽ばたきがした。

（おまえが泣いたせいで、目がさめた）

　すうっと視界を横切って、小さな鳥が白雪の周囲を廻めぐる。
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　白雪は、何な故ぜかそうしなければならない気がして、手を差し出した。

　鳥は、何度か羽ばたくと、その手の甲こうにふわりと乗のった。硬かたい爪つめが指にしがみつくが、痛みはない。器用にたたまれた白い羽は、わずかに虹にじ色いろを帯びる銀色だった。

（どうしたんだ。滅めつ多たなことでは泣かないおまえが）

　鳥がくちばしを開閉させると、さきほどの低い声が漏もれ出た。まるで、白雪のことをよく知っているような口ぶりだった。

　白雪は黙だまったまま、鳥の目を覗き込んだ。金色の瞳。琥珀の瞳とは違う金色……父の瞳の奥に見えた金砂と同じ色だった。

（ああ、＊＊＊＊が、消えたのか）

　聞き取りにくい発音は、固有名詞らしかった。だがそれが何かわからないので、白雪には返しようがなかった。

（そうか、……ひとりに、なったのか）

　それは事実だったので、白雪はうなずいた。

　ひとりになってしまった。

　もう誰だれもいない。

（そこは痛くないのか）

　問いかけに、白雪は首をかしげた。鳥は、つい、とくちばしを白雪の胸に向ける。

　白雪は視線を落として、自分の胸、心臓の上を見た。

　穴があいている。

　丸い穴の中は、何もなかった。なんの色も、形もない、何もない──

（どうしてそこをあけたままにしておくんだ）

　鳥はくちばしを引くと、白雪の顔を覗き込んだ。（そこに入っていた者は、いなくなってしまったんだろう。あけたままにしておいては、やがてその虚うつろが大きくなって、おまえ自身が消えてしまうぞ）

　白雪は、眉まゆを寄せた。

（どうすればいい……？）

（誰かに埋うめてもらわなければ。──おまえのそばには、誰もいないのか）

（人はたくさんいるけど）と、白雪は、顔を上げて答えた。（でも、誰も、）

　まだ、ここを埋められるほど大きい存在ではない。

（おまえの世界には、ひとりしかいなかったのか）

　白雪は、黙ったまま、ただ鳥を眺ながめた。

　そうだ。自分の世界には、父しかいなかった。

　やさしくしてくれる人は今もそばにいる。

　でも、白雪が心から求めているのは、その人たちではないのだ。

（目をひらいて周りをよく見ろ）

　金砂の瞳が白雪を見つめている。（今のおまえの周りには、さまざまな者がいる。その虚うつろは、その人々にも埋められるだろう……おまえが望みさえすれば）

　望みさえすれば。

　だが、白雪はそれを望めなかった。

（おまえの中の存在はとても大きかった。失って、自身をも失ったと勘かん違ちがいするほどにな。しかし、それとおまえは別のものだ。それが失われても、おまえは消えない）

　黙って白雪は鳥を見つめた。

　鳥は、くちばしで器用に鬢びんの髪を梳すいてくる。

（泣くな。おまえが泣くと、……）

　白雪はもう泣いていないのに、鳥はそう言った。

　最後は聞き取れなかった。




　瞼をあけにくかったのは、泣きながら眠ったせいだろう。目が腫はれていた。

　夏乃に教えられ、腫れた目もとに、濡ぬれた布を固く絞しぼって当てた。冷やさなければ人前に出られそうになかったのだ。夏乃は、白雪が寝室で泣いたと思っているらしい。

　目の腫れが引いたあとで、夏乃は白雪の身の回りの世話をしたがったが、白雪は、自分でする、と言って譲ゆずらなかった。昨日のようなふわふわした着慣れない衣い装しようならともかく、今日は以前にも着たことのある衣装である。首をくぐらせて着る、ぴったりした袖の長い上衣うわぎと、下はたっぷりした分厚い布を巻きつけて飾かざり紐ひもで腰こしの部分を結ゆわえる腰布だ。足は膝ひざまでの編み上げ靴ぐつである。昨日着せられた衣装に比べれば動きやすかった。

　食事は寝室の次の間でとった。朝から豪ごう華かな内容だった。湯気を立てる玉子入りの汁しるや、牛の乳から作る乾酪チーズの塊かたまり、穀こく物もつを練ねった塊を薄く切り、軽く火であぶった麵麭パンや、温野菜の盛られた皿などがあり、白雪はできるだけ残さず食べるようにした。味つけは薄かったので食べやすかった。

「おはよう、白雪」

　食事のあとで、昨日と同じく、四人が待っていた部屋に連れて行かれた。部屋に入ると、琥珀がすぐに立ち上がって言った。

「今日は何か予定がある？」

「ううん」

　白雪は首を振る。予定も何も、自分はここで何をしたらいいのか、白雪は知らないのだ。

「のんきなもんだな」

　長なが椅い子すに寝そべるようにして腰かけていた青磁が言った。「斎宮になる気があるなら、どうすればいいのかくらい訊きけよ」

　言われてみればそのとおりだ。

「そうだとしても、あなたにだけは訊かないわ」

　白雪はそう言うと、青磁を睨にらみつける。

「青磁ってば、何を因いん縁ねんつけてるのさ」

　琥珀は呆あきれたように兄を振り返った。それからすぐに白雪に視線を戻す。

「ごめんね、白雪。青磁は口が悪いし、照れ屋さんだから、すぐに思ってもいないこととか、思ってるのと逆のことを言っちゃうんだ。気を悪くしないでね」

「誰が照れ屋だって？」

　青磁は立ち上がると、琥珀に近づいて、うなじで結われた後ろ髪を引ひき綱づなのように引いた。

「ほらほら、僕を好きだからっていじめないで」と、琥珀はにやにやしながら髪の房ふさを青磁の手から取り上げる。

「あほか、誰がおまえなんか」

　琥珀はそれをかまわず、白雪に向き直る。

「ねえ白雪、今日は君を連れていきたいところがあるんだ。よかったら外へ行かないか」

「外って、お城の外？」

「少し歩くが、どうだ」

　蘇芳が訊いた。「その格好なら、行ってもだいじょうぶだろう。夏乃に、動きやすい衣ころもを選んでくれと頼たのんでおいてよかった」

「この格好？」

　白雪が戸と惑まどっていると、黒曜が近づいてきて、にこにこした。是ぜ非ひ一いつ緒しよに行かないか、という笑え顔がおである。

「嫌いやなら来なくてもいいんだぞ」

　青磁が、気をくじくようなことを言う。「俺たちだって暇ひまじゃない。勤務を夜に変えてもらっておまえを守りに来てるんだからな」

　今のところ、青磁だけが臣下の礼を取っていない。それに、何かと絡からんでくるから、青磁は自分を嫌きらいで、斎宮として認めたくないのだろうと白雪は考えていた。

　だが、守っている、という自覚があるのだ。ならば白雪への態度が騎き士しらしくないのは、個人的な好こう悪おより、青磁としては白雪が斎宮にふさわしく思えないだけなのかもしれない。

　いつか青磁にも認めてもらえるほどにならなければと、白雪は思った。

「斎宮の騎士は名めい誉よ職しよくで、僕らは他ほかに本職があるんだ」

「本職ってことは、本当はそっちのほうが重要なのね」

「ううん、重要度でいえば、斎宮をお守りするほうが高いよ」と、琥珀は説明する。「僕は、星曜館白はく蛇じや隊たいにいる。これは術師でも上位の攻こう撃げき呪じゆ詞しを使える者が属ぞくしてる隊なんだ。──我が国は武力を放ほう棄きしてて、他国でいう軍がないけれど、他国が戦いくさを仕し掛かけてきたときのために守備隊があって、白蛇隊はその一部なんだよ」

「俺は赤せき鳥ちよう隊たい、西方では憲けん兵ぺいとも言うな。市中の治安と司法のための隊だ」と、蘇芳。

「俺の青竜隊は、陛下を始めとする王族をお守り申し上げる、いわゆる近衛このえってわけだ」

　青磁は誇ほこらしげに言う。蘇芳もだが、青磁も、祥琳を深く崇すう拝はいしているらしい。

「で、黒曜が施せ療りよう館かんの黒くろ猫ねこ隊たい」と、琥珀がしめくくった。

「施療って、医術のこと？」

　白雪は首をかしげて黒曜を見た。黒曜は黙ってうなずく。

「とりと、りゅうと、へびと、……ねこ？」

「国祖の妃きさきが傷つき倒たおれているところまで国祖を導いたのが、小さな黒猫だったという言い伝えがあってね」と、琥珀が微笑ほほえむ。「国内で災害があったとき、いち早く駆かけつけて、負傷者の手当をしたり、物資を供きよう給きゆうしたりするのが仕事なんだよ」

「本当はみんな、忙いそがしいのね」

「でも、斎宮の騎士は特別だから、日中の勤務を夜勤に変えてもらうのも簡単なんだ。通常勤務の半分しかこなせなくなっちゃってるけどね」

「じゃあ、蘇芳は昨日……」

　言いかけた白雪の手を、蘇芳がふいに摑つかんだ。

「とにかく、行こう」

　そのまま歩き出す。

　白雪は小走りでそれについていく。

「蘇芳？」

「昨日のことは、内緒にしておいてくれ」

　廊ろう下かへ出ると、蘇芳は白雪に囁ささやいた。「夜勤中だったんだ」

　照れたように笑う蘇芳に、白雪はうなずきながら、何な故ぜか顔に血が上ってくるのを感じて、うつむいた。




　徒歩で王城を、しかも裏口から出た。門までの道にいた衛士たちは四人を見て敬けい礼れいをしたが、白雪を見て、不思議そうな顔をした。

　先に蘇芳と青磁が立ち、蘇芳の後ろに白雪、隣となりに琥珀、後ろが黒曜と並んで歩く。

「君が何者かは、後宮の者しか知らないんだ。正式に斎宮に就つくまで、伏ふせてる。──君を狙ねらう者がいるかもしれないから」

　門を抜ぬけ、濠ほりの上の橋を渡わたりながら、琥珀が言った。「秘術で城に直接入ったのもそのためなんだ」

　裏口からまっすぐな道が伸のびている。石が敷しき詰つめられた道の両りよう脇わきには常緑樹が植えられ、前方のやや西よりには小高い丘おかが見えた。

「あれが神かみ降ふりの丘」

　琥珀が丘を示した。「昔はあの丘に神しん木ぼくがあって、そこに宿っていた輝キ石セキノ神カミを、国祖が目ざめさせたという言い伝えがあるんだ」

　しばらく歩くと、道の端はたに商人たちの姿が見え始めた。地面に布を敷しき、品物を並べている。道沿いに石造りの建物も見えてきた。

「輝キ石セキノ神カミが宿っていた神木から削けずり出した杖つえが、この国の名でもある神杖なんだよ」

「国名の由ゆ来らいが杖だっていうのは、聞いたことあるわ」と、白雪はうなずいた。

「じゃあこれは知ってる？　杖は全部で九本あって、八本は八州の州都にそれぞれ置かれ、最後の一本がこの聖都天藍にあるって」

「九本もあるの？　一本しかないと思ってたわ」

「最後の一本には、これまでその杖を手にしてきた人の名前が記き憶おくされていて、輝キ石セキノ神カミに許された者がふれれば、その人たちの刻んだ記憶を見られるんだって。僕は許されてないから触さわったこともないけどね」

　やがて建物は多くなり、道を行き交かう人々も多くなった。街に出たらしい。人々は五人に注意をはらわなかった。見ただけでは王城から出てきたとはわからないのだろう。

「輝キ石セキノ神カミって、不思議」

　外の世界のざわめきに、ぼんやりと身を浸ひたしていた白雪は呟つぶやく。「人と関かかわりを持つなんて。──この国は、他の国とはずいぶん違うのね」

「そうだね。他国から来る人は、驚くみたいだ」

　白雪の言葉に、琥珀がよどみなく説明し始めた。「といっても、国を鎖とざしているから、他国から来るのは旅慣れてる商人がほとんどだし、この国の人間も、やっぱり旅商人か、よほど地位の高い貴族でもない限り国外へは出られない。この国の人間が他国に移り住みたいと思ったら、出て行くことを許されても、戻ってくることは決して許されない。他国人がこの国に住みつく場合も同じで、二度と故郷には帰れない。──そう取り決められているんだ」

　白雪は首をかしげた。

「国を鎖しているから、入るのがたいへんなのね。来るときも、関せき所しよで長く止められて、どうしてこんなところに来てしまったんだろうって思ったわ」

「こ・ん・な・と・こ・ろ、で悪かったな」

　白雪の物言いが気に障さわったらしい。少し前を歩いていた青磁は、振り返って鼻を鳴らした。そのまま歩く速度を落として白雪の隣にやってくる。

「この国は結ユイの大陸の最果てにある。どうせ、西方から見ればたいそう辺へん鄙ぴな国だろうよ。東に新しん東とう山脈、その向こうの岩砂漠を通り抜ければ大海だ。おまけに北には大森林がひかえている。平時は、西の自治州と南の長汀くらいしか国交はないし、それだって最低限だ」

　青磁の説明に、白雪は目を瞬しばたたかせた。結ユイの大陸の地理は、父に教えられてそれなりに知っていたが、実際に足を踏ふみ入れたことはなく、神杖のさらに東に岩砂漠があるのは青磁の説明で初めて知った。

「だが、我が国で作られる布や紙、細工物は西方ではめずらしく貴重なものだ。銀も多く採とれる。だから他国は、古い国、鎖された国と侮あなどりながらも、神が居います国として畏い敬けいもし、絹織物や金銀の細工物を手に入れるべく隊商を差し向けてくるというわけだ」

　子どものような自じ慢まんに、白雪はちらりと青磁を見た。端たん麗れいな顔に、子どものように無む邪じや気きで得意げな表情が浮うかんでいる。青磁は青磁なりにこの国を大切に思っているのがよくわかった。

「風ふう光こう明めい媚びな土と地ち柄がらなのは事実だよね。泉州みたいに保養のできる温泉地もあるし」と、琥珀がとりなすように言った。

「だが、涼州のように、何も実らない、鉱山もないやせた土地もある」

　蘇芳が口を挟はさむ。「君が斎宮になるなら、もっとこの国について知ってもらわなければならない。いま話しているのは他国でも知られている程度のことだ」

　確かに、何千年とつづいた国なら、知っておかなければならないことはもっと多いのだろう。神杖のすべてを知るにはどれだけの時間がかかるのかしら、と白雪は考えた。

「我が国は政まつりごとと神が分けられていない。輝キ石セキノ神カミの威いに脅おびやかされながら政を行うのでいつか滅ほろぶだろうと、ずいぶん前から他国には言われつづけている。──なのに今まで長らえられたのは、斎宮のおかげなんだ」

　蘇芳はそう、しめくくった。

　それきり何も言葉も交わさず、五人は歩きつづけた。

　しばらく歩くと、目の前に円形の広場がひらけた。

「城門広場だ」と、蘇芳が説明する。「こちらは城の北側だから、南側ほど栄さかえてはいないがな」

「城門って…ここまでがお城？」

　白雪は思わず、来た方向を振り返った。遠くに、出てきた門が見えている。もうずいぶんと小さくなっていた。

「今まで通ってきたのは、城に関わる者たちが住んでいる城下町だ。この先が城の外」

　蘇芳が疑問に答えてくれる。

　人で混雑する広場には、さまざまな匂においが漂ただよっている。露ろ店てんで売られている食べ物や、旅商人の運んできた香こう料りよう、野菜、織物など。

　喧けん噪そうに満ちた広場を通り抜けると、丘のふもとに出た。ふもとをぐるりとめぐっている道を歩いて、丘の裏手に出る。

　丘の裏手は、湖になっていた。白雪はその景色に目を奪うばわれる。

　湖水は澄すんで鏡面のようだった。向こう岸は遥はるかに遠く、霞かすんで見えない。まるで世界の終わりのように思えた。

「これが彩湖だ。北方の大森林から流れ込んだ水がここに留まって、さらに南へ流れていく」

　蘇芳が湖を示しながら説明した。「流れ出る不ふ二じ川は、激しい落差もなく、流れも穏おだやかだから、長汀との境さかいまでは水路として利用されている」

　湖のほとりは、平らに整備された散歩道になっていた。しばらく歩くと道がふたつに分かれる。湖沿いの道ではなく、丘のふもとに向かう道を歩き出すと、空気が冷たくなったような気がした。明らかに、さきほどまでより気温が下がっている。白雪は身をすくめた。

　さらに行くと赤い門が現れる。人の背よりはるかに高い柱が道の両脇に立ち、二柱のあいだに二本の反そった柱が渡されていた。鳥居だ、と白雪はすぐに察した。社やしろのように神聖な場所の入り口に建てられる門である。

　そこをくぐると、空気が一変した。冷たかった空気が緩ゆるむ。体のこわばりが自然とほぐれた。

「ここは、普通の人は入ってこられないのね」

　呟くと、隣を歩いていた琥珀がうなずいた。

「そうだね。普通の人はなんだか怖こわい気持ちになるみたいで、……竜りゆう珠しゆでも、気配になじめなくて尻しり込ごみしてしまう者がほとんどなんだけど、白雪は平気だった？」

「寒くはなったけど、他は何も」

「ああ、それならだいじょうぶだね」

　何がだいじょうぶなのか、琥珀は言わなかったが、白雪には、この場にいる姿のないものが、自分がここに入ることを許してくれたのがわかった。

　やがて、丘のふもとの一部がせり出て、人の背ほどの高さまで土が剝むき出しになっている前まで来ると立ち止まった。そこには穴があいていて、大人の腰ほどの高さに、太い縄なわがかけられていた。

「ここから神しん域いきなんだ。君しか入れない」

　その前に立って、琥珀は言った。

「わたしだけ？」

　白雪はゆっくりまばたいた。

「そうだ。俺たちはこれに触さわれない。子どものころは触れたんだが」

　蘇芳が、縄を示して言った。

「触ると痛くなるんだよ」と、琥珀が付け加える。「ここは、儀ぎ式しきのときだけ、未成人の子どもと、女性だけが入ることを許されてる。ふだんは、許されざる者が無理やり入ると、少し行っただけで意識を失い、悪くすれば死に至いたるんだ」

　白雪はおそるおそる、縄の向こうを覗のぞき込んだ。

　ぽっかりとあいた暗い穴からは、冷えた空気が流れ出している。白雪は、すん、と鼻を鳴らしてその匂いを嗅かいだ。地底から吹ふく風なのに、土の匂いはしない。

「神域って……？」

　振り向いて、誰にともなく問う。

「墓ぼ所しよだ」と、青磁がぼそりと呟いた。

「中には代々の斎宮のかたがた、……位を降りられたから彩さい姫ひとお呼びするようになるんだけど、その彩姫が、生前と変わらぬ姿で眠っている」と、琥珀が詳くわしく説明する。「君の母君の白鷺さまも」

　ようやく白雪は悟さとった。

「母さんの、墓参りをしてこいってこと？」

　白雪は恐おそる恐る、洞どう穴けつを覗き込み、振り返った。「ひとりでこの中に？」

「なんだよ、降りていくのが怖いってのか」

　青磁が、ばかにしたような口ぶりで言った。「ま、中は暗いし、墓所だから何がいるかもわかりゃしないし、怖いっていうのはわかるさ」

　見下しきった青磁の態度に、白雪は反論しようとしたが、怒いかりのあまり声が出なかった。

　怖い、だなんて。

　………確かに本当は少しは怖かったけれど、青磁の揶や揄ゆがそれを憤いきどおりに変える。

「青磁、やな絡からみ方しないの」

　琥珀がたしなめるように言う。だが、青磁はさらにつづけた。

「確かにこいつに烙らく印いんはあるが、白鷺さまの娘じゃなかったら、ここに入ったとたんに、中から死し霊りようが現れて、死んだほうがましって目に遭あわされんだろ？」

「青磁、おまえはまだ、白雪の真しん贋がんを疑ってるのか」

　蘇芳が弟をたしなめる。

「こんな小娘が白鷺さまの娘だなんて信じたくないだけだ」

　青磁はそう言いながら、白雪に指先を突つきつける。

　白雪の中で怒りが沸ふつ点てんまで達したが、それは急速に冷めた。

　自分は母の娘だ。父が言ったではないか。この烙印が証あかしだと。

　では疑うことなど何もない。誰に糾きゆう弾だんされようとも、自分は母の娘で、──斎宮になるべき責せきを負おっているのだ。

　未み熟じゆくな者と罵ののしられるのはしかたがない。それは事実だ。だが、未熟なままでいるわけにもいかない。

「そうね。わたしは確かに小娘よ」

　白雪は、青磁を見上げると、落ちつきはらって言った。その態度に、青磁は怯ひるんだように指を下ろす。

「でも、いつまでも、何も知らない小娘でいるつもりはないわ」

　青磁は、気け圧おされたように一歩、下がった。

　逆に白雪は一歩、進む。

「そして、いつか、斎宮にふさわしい人間になる」

　言い切ると、体の中が熱くなった。動どう悸きが上がっていくのがわかる。

　あのときと同じだった。琥珀に降りてきたものに反応するかのように、白雪の中で誰かが目をさまそうとしたのだ。

　自分の中に、何がいるのだろうか。

「……白雪」

　おずおずと、琥珀が声をかけた。

「行ってくる」

　白雪は四人から離れると、洞穴の前でくるりと振り向いた。四人の顔を順に見る。蘇芳はまぶしげに目を細め、青磁は唇くちびるを引き結んでいた。琥珀は黙だまってうなずき、黒曜はわずかに笑えんでみせる。

　白雪はその四人に背を向けると、洞穴にかけられた縄をくぐった。

　暗い中を歩くために、左手を空くうにかざす。

『ほむらきたれ、わがもとへ』

　囁ささやきかけると、すぐに手のひらに明るい焰ほのおが立ち上がった。これは熱くない。焰のように揺ゆれるが、むしろ光に近い。

　歩き出しかけて、一瞬、振り返る。

「行ってきます」

　切り取ったように明るい中に、四人が立っているのが見えた。

「気をつけてね、白雪」

「転ぶんじゃねえぞ」

「白鷺さまに、よろしく」

　黒曜は無言で手を振っている。

　白雪は今度こそ、四人に背を向けると、洞穴の中へ歩き出した。




　白雪の背が見えなくなると、四人は洞穴の前から離れた。

「言わなくてよかったの？」と、琥珀が蘇芳をちらりと見る。

「あの子ならだいじょうぶだろう」

　蘇芳は断言した。

「これですっきりするぜ」

　青磁がやれやれと呟つぶやく。「あいつが本当に斎宮にふさわしいなら、丸一日かかって彩姫からことほぎを受ける。そうでなかったらさんざん地下で迷って、出てくるときには衰すい弱じやくしきってるってんだろう？　やっと真しん偽ぎがはっきりするってわけだ」

「白雪には烙印がある。彩姫には歓かん迎げいされるだろう」

　蘇芳が、自分に言い聞かせるように呟く。

　彩姫が葬ほうむられるこの墓所は、斎宮となるべき者の資質を試ためす場だ。入った者が斎宮にふさわしければ彩姫の霊れいが姿を現し、祝福を授さずける。つまり、ここに入って無事に出てこられた者は、正式に斎宮として認められたも同然となるのだ。

「よくもこんなばかげた慣かん習しゆうが長いあいだ、つづいてるよね」

　琥珀は洞穴にかけられた縄を眺ながめながら言った。

「終われば、国が滅ほろぶ。我が国は、斎宮の守護によって成り立っているんだぞ」

　蘇芳が硬かたい声で言った。「……琥珀、おまえはこの国を憎にくんでいるのか」

「まさか」と、琥珀は首を振った。「僕はこの国が好きだよ。この国に生まれてよかったと思っている。──たとえ、あんな小さな女の子を犠ぎ牲せいにしないと、安あん寧ねいを保たもてない国だとしてもね」

　黒曜が、左手で琥珀の手をそっと取った。弟が何をしようとしているかを察して、琥珀は手を引こうとする。

「それはいいから、黒曜。……平気だから……」

　だが、黒曜の膂りよ力りよくは四人の中でももっとも強い。彼がほんの少し力を込こめれば、琥珀はもう動けなかった。

　やがて、黒曜のふれている手からぬくもりが押し寄せてくる。心ここ地ちよさに琥珀は目を閉じた。

「……また、無む駄だに削けずって」

　しばらくして黒曜が手を離すと、琥珀は溜ため息いきをつく。

　さきほどまでの刺とげ々とげしさは、すっかり琥珀から消えてしまっている。

「琥珀は国のために、心も体も無理をしすぎている」

　静かに、黒曜はそれだけを言った。

　黒曜は、自然の気を取り込み、それを人に与えることができる。竜珠による心の癒いやしだ。

　だが、この竜珠で人の心を軽くすると、黒曜自身は疲ひ弊へいする。命を削って人を癒していると言っていいだろう。それでも彼は、傷つき疲つかれている者に出で会くわすと放ほうっておけず、自然の気を送り込んで、その者の疲弊を追い出してやるのだ。今までにも、心の安定していない白雪にふれ、その疲労を癒していた。

　黒曜がそのように他者へのいたわりの気持ちを強く持つのは、彼の竜珠の特とく殊しゆ性のためである。言こと霊だまが実現しやすく、また生命の動きを容易に察するため、言葉ひとつで生命そのものを左右する可能性があるのだ。黒曜が極きよく力りよく言葉を発さないよう心がけているのはそのせいである。言葉を知らないわけでも、器官に異常があるわけでもなく、ただ意思で話さないだけだ。

「寝る時間を惜おしんでるだけ」と、琥珀は明るく言った。「僕は人一倍食べてるから、体は平気だよ。僕が大おお喰ぐらいだって、みんな知ってるだろ」

「だが、あまり無理はするな」

　蘇芳はいたわるように言うと、ちらりと洞穴を見た。

「あの子は本物の白雪だよ」

　琥珀は呟いた。「青磁も、本当はわかってるんでしょう？　あの子を怒おこらせて、怖こわがる気持ちを逸そらせるなんて、白雪のことを考えてるんだか考えてないんだか」

　ふん、と青磁はそっぽを向く。どうやら図星のようだ。

「けど、おまえだって、一度も贋にせ者ものだと疑わなかったとは言わねえだろう？」

「まさか、疑うわけないだろう」

　琥珀は肩かたをすくめる。「それに、見てすぐわかったし」

　結ユイの大陸の術師資格は、術使いが一定水準の技量を備そなえている証として与えられる。星曜館は、神杖国内の術師すべてが所属する連盟であり、実力によって内部での地位は決まる。琥珀はその星曜館の副館長を務つとめているが、それは彼が王族から降くだった臣下だからではない。ただ彼自身の実力による。琥珀の竜珠が近年まれに見る強さなのは、今では星曜館だけでなく、国中の誰もが知る事実だった。そんな琥珀の直観力は、並なみ大たい抵ていのものではない。

「城へ戻ろう」

　青磁が言う。「一日経たたなきゃ、あいつは出てこれねえんだろう。ここには、よほどのことがなければ、誰も近づけないしな」

　四人はそれぞれ、名残なごり惜おしげに洞穴を見やってから、丘おかに沿って歩き始めた。




　誰も近づけない、と青磁は言ったが、それは甘い認にん識しきだった。

「広いな、この湖は」

　小こ舟ぶねの上から周囲を見回して、男は言った。

「杖州の領土の半分以上は、この彩湖で占しめられています」

　浅緋は、主人あるじに応こたえる。「このまま岸に沿って進むと、神降りの丘という神域に入れます。常人では近づけませんが、我々には造ぞう作さもありません」

「……おまえはなんでも知っているんだな、浅緋」

「無駄に長く生きましたゆえに」

　浅緋は、振り返った主人を見上げて、微笑ほほえんだ。

「おまえの姿が変わらないのは、竜珠が重いからなのか？」

　男は長年の疑問を口にした。「この国の結界は今、不完全とはいえ保たれている。それを越こえてここまで短時間のうちに進入できたのも、おまえのおかげだ。……おまえほどの竜珠ならば、我が国のような小国に仕えずとも済んだだろうに」

　何な故ぜ、自分に仕える？　男は言げん外がいに問う。

「自分が若にお仕えするのは、神杖の所しよ業ぎようを捨て置けぬと考えるからです」

　浅緋はよどみなく答える。「自国を結界で覆おおい安あん穏のんとして、自分たちが追い払った悪霊が、近きん隣りん諸国に害を為なすのを見て見ぬふりをしている。それが長きにわたってつづく大国のすることですか？」

　神杖は神に守られている国だ。だが、その神は、神杖の領土のみを守る。神杖の領土に執しゆう着ちやくする悪霊たちは、結界に弾はじかれ、国境の外で領土への執着をますます強くする。
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　そのため、神杖と唯ゆい一いつ隣接する国の長汀は、表向きは神杖との友好を保っていたが、神杖への心しん証しようは、はるか昔からよくなかった。

「こんな国など、滅べばよいのです」

　浅緋は、静かに、だが力強く、言った。










　焰ほのおの光は、明るく周りを照らし出していた。

　洞穴はゆるやかな下り坂になっている。足もとは最初、湿しめった土だったが、何度か角を曲がると、ごつごつとした岩の感かん触しよくが靴くつの下に現れ始めた。

「凍こおってる……？」

　白雪の声が、岩いわ肌はだに響ひびいて消える。

　岩が冷たい湿り気を帯び始めると同時に、周囲によからぬ気が漂ただよい始めた。

　白雪は、実は狭せまくて暗いところが苦手だった。広くて風が吹いていれば気にならないが、空気がよどんでいると気が滅め入いる。さらに言えば湿しつ気け混じりの寒気もきらいだった。

　怖いわけではないが、青磁のからかいには血が上った。子どものように怯おびえているのだと思われるのはいやだった。

　だからといって、今から引き返すわけにはいかない。これに耐たえて、強くならなければ。

　斎宮として求められることを、こなせるようになるためにも、……だが、この努力は実るのだろうか。自分は斎宮として役に立てるのだろうか。

（自信がないならお戻りなさい）

　白雪の内心を読んだかのように、揶や揄ゆを帯びた声が洞どう穴けつ内に響き渡わたる。白雪は足を止めた。

「だれ」

　少し腹を立てながら問う。昔から、からかわれることに白雪は耐たい性せいがない。おかげで子どものころは、喧けん嘩かの生なま傷きずが絶えなかった。

（あら、この子、見えないのね）

　別の声が、ばかにしたように言った。

（ここまで来れば普通は見えるものじゃない？　こんなに弱い竜珠で、おつとめに耐えられるのかしら）

「ほっといてよっ」

　白雪は声に出して言った。「今は弱くたって、……わたしは、強くなるんだから！」

　白雪の剣けん幕まくに、一瞬、あたりは静まり返った。

　次の瞬間、けたたましい笑い声が響き渡る。

（やっだ、何この子、へんな子！　おっかしい！）

（まだ弱くてあたりまえなのに！）

（強くなんかなれるわけないでしょ、今のままじゃあ）

（まだまだね、おちびちゃん）

　白雪はかっとなって、歩く速度を速めた。ほとんど走るようにして下り坂を駈かけ下りる。灯あかり代わりの焰が、慌あわてたようにひらひらとついてくる。

（あらあら、危ないわよ、そんなに急いじゃあ）

（ほら、ちゃんとよく見ないと……）

　とたんに、靴が濡ぬれた岩に滑すべった。そのまま白雪は坂を転げ落ちる。

　かなりの高さをごろごろと落ちたが、意識は失わずに済んだ。

　しかし、焰が消えてしまう。

　あたりはまっくらな闇やみに包まれ、方位もわからない。

　白雪は目を閉じた。意識を集中させる。

（無む駄だよ、そんなことしたって）

（どうせたどりつけやしないわ、そんなに弱くちゃ）

（この程度じゃ、もっと前のところで死んでてもおかしくないわ）

「死なないから！」

　白雪は目をつむったまま、立ち上がった。「わたし、そんなに簡単には死なない！」

　死んでたまるか、と白雪は思った。

　父を憶おぼえている自分が死んだら、父も本当に死んでしまう。自身の死より、それがもっともつらく思えた。

　それに、蘇芳に死ぬなと言ったのだ。そんな自分が死ねるわけがない。

（じゃあ、どうするっていうの？）

（ここからどうやって出るつもり？）

（あんたが死にたくないって言ったって、ここから出られなきゃ死ぬわよ）

　複数の声が、白雪に問う。くすくす笑いながら。

（それにここは外と時間の流れ方が違うから、早くなんとかしないと、外の人たちに忘れられちゃうわよ？）

　矢や継つぎ早ばやに責め立てられ、白雪は混乱した。

　目を閉じ、無意識に胸に手を当てる。早はや鐘がねのような動どう悸きが指先にふれた。

　──生きている。

　生きているからには、頭を上げて、まっすぐに前を向いて歩いていけばいい。おのずと求める道が見出せるはずだ。

　立ち止まりさえしなければ、前に進める。

　もう歩けないと諦あきらめれば、何もかもが終わってしまうのだ。一歩でも前に進もうとすれば、決して終わることはない。死にはしない。

　斎宮になるためには、ここで挫くじけるわけにはいかない。

「絶対に、諦めないんだから！　わたしは、強くなって、……斎宮になって、みんなを守るんだから！」

　思わず叫ぶと、風が身の裡うちから吹き出した。髪がたなびく。

　白雪は目をあけた。

　洞どう穴けつは、まばゆい白いひかりで満たされていた。

　そのひかりが自分から発されていると気づき、白雪は思わず自分の手を眺ながめる。

　ひかりは、左手のひら、烙らく印いんからもっとも強く放たれていた。

（ほらあ、やればできるじゃない）

　くすくすと笑いを含ふくんだ声が、さきほどより明めい瞭りように聞こえて、白雪は顔を上げた。

　白いひかりの中、漂ただよう姿がいくつも見える。

「な………に…？」

（いらっしゃい、ちい姫ひめ）

　浮ふ遊ゆうするのは女性の霊だった。さきほどまでの囃はやし立てるような揶揄の声は彼女たちのものなのだろう。しかし今その声は、慈じ愛あいの響きを帯びてあたたかい。

　白雪は、声に招まねかれるようにして、おずおずと歩き出した。転げ落ちたときに傷いためたのか、全身がきしんだが、それもすぐに忘れた。

（こっちよ）

　招かれるままに狭い道を歩きつづけると、やがて視界がパッとひらけた。

「わあ…」

　感かん嘆たんの息が漏もれる。

　広い場所の上部は丸まる天てん井じようになっていた。白雪の放つひかりを返して、凍りついた壁かべの霜しもが白く輝かがやく。白雪の足もとから一直線に、丸天井の対面側まで黒い道が貫つらぬいているが、他の部分は白かったり、黒かったりした。白い部分は霜だろう。黒い部分は、霜の下の氷のようだ。

（まぶしい子ねぇ。すごいわ、この白さ）

（まだ小さいのに、ずいぶんと負けず嫌ぎらいね）

（今はおとなしくしてるみたいだけど、無理無理、すぐにぼろが出るわよ）

（自分に正直にしてたほうがいいわ。それでもあなたを大切にしてくれる人がいるから）

（外そと面づらだけはいいなんて、さすがわたしたちの末っ子ね）

　広い空間には、体が半ば透すきとおった女性たちが、数え切れないほど漂っていた。みな一様に同じ金色のふちどりのついた白い長衣を纏まとっている。髪の色はさまざまだが、頭頂部に細い宝ほう冠かんのような飾かざりをつけ、後ろ髪を背に垂らしているのも、左右ともに鬢びんの一ひと房ふさが肩かたに垂れているのもほぼ同じだった。耳飾りも色が違うだけで、形は同じだ。

（よくここまで来られましたね）

　ゆるやかに波打つ淡あわい赤い色の髪を背に垂らし、耳には赤い石の飾りをつけている女性が近づいてきて、言った。

「誰…？」

（わたしたちは、あなたが生まれるよりずっと前に、この地を守った者です）

　赤毛の女性は言った。（魂たましいが天てん堂どうに召めされたとき、名前を持って行ったから、もう名乗ることはできません。でも、生者のあなたには名前があるでしょう？）

　名を教える、ということは、術使いにとっては、相手を信しん頼らいするという証あかしでもある。

　白雪はためらわなかった。この人たちを知っている、という確信があったからだ。

「しらゆき。冬の夜に生まれたの。雪が降ったから、この名をつけたって」

（そうよね、白いものね。このひかりったら！）

（生まれたての星みたい）

（でも何かが被かぶってるわね。その黒いのは何？）

「黒い……？」

　漂ただよう女性たちが、次々に白雪の顔を覗のぞき込んでは遠ざかっていく。

　彼女たちは、さまざまな髪の色、目の色、肌の色をしていたが、誰もが白雪に、幼い妹を見るまなざしを向けた。白雪も彼女たちを姉のように感じ始めていた。

（それは、この先にわかるときがきます）

　赤毛の女性が言うと、さあっ……と女性たちは周りから波のように引いていった。

（大ねえさまのおっしゃるとおり）

（白雪、可愛かわいい子ね）

（このちい姫、このあいだ来た子に似てるわ。あの子も白いひかりだった）

（白いとりの名の子ね？　似てるでしょうね、あの子の娘よ）

（あの子も確かに外面だけはよかったわあ）

（娘って、あの子は還げん俗ぞくしたの？）

（違うわよ、だから閉じ込められていたんでしょう）

（おかしな話ね。昔だったらそれほど取り沙ざ汰たされなかったでしょうに）

（むしろ大だい歓かん迎げいだったことでしょう）

（あら、それは相手が外から来た者だったらね、でもあの子は…）

「それって、わたしの母さん、…母のことですよね」

　白雪は呼びかけた。「わたし、母に会いに来たんです。どこにいるか、知りませんか？」

（あの子ならここ）

　ひときわ低い声がした。白雪が振り返ると、金髪の背の高い女性がこちらを見ている。その右手は、足もとを指していた。

（ここに眠っている）

　白雪は、岩いわ肌はだの道を駆かけ出した。走るうちに、下方が視界に入ってぎょっとし、足を止める。

　道の両側、青く透けて見える分厚い氷の中に、──無数の女性が横たわっている。それも、ほとんどが年老いていた。

　白い息を吐はきながら、白雪はその場に立ち止まり、足もとを凝ぎよう視しした。

　横たわっている女性は、漂う女性たちと同じ、金色のふちどりをされた白い長衣を纏っている。その顔には深いしわが微笑ほほえみの形で刻まれていた。慈愛に満ちた微び笑しよう。

（それ、わたし。こんなおばあちゃんになるまで斎宮をつとめたのよ）

　ひとりの女性がふわりと降りてきて、どことなく誇ほこらしげに言った。（ずいぶん歳取ってるでしょう？　今のこの姿は、斎宮になったばかりのときの姿なの。ここに葬ほうむられて彩さい姫ひになると、みんな昔の姿に戻もどるのよ）

　そう語る女性は、少女と言って差し支つかえない年ねん齢れいに見えた。白雪より少し上くらいだろう。氷の下の老女の髪は真っ白になっていたが、彼女は明るい茶色の髪をしている。

（あなたのおかあさんは、あそこ）

　彼女は言うと、白雪の先に立って、ふわりふわりとさきほど示された場所へ向かった。白雪は早足でそれについていく。

（まだこんなに若くしてここにくるとは、痛ましいことだ）

　そこで待っていた金髪の女性が、気の毒そうに言った。

　白雪は、黙だまって足もとを見た。

　透とう明めいな、水と見まごうばかりの氷は、凍こおりついてさほど日が経たっていないのだろう。その下に眠る女性を、白雪はじっと見つめた。

　少女めいたおもざしは、充じゆう分ぶんに若く美しかった。眠っているように見える顔をふちどる長い髪は、金とも銀ともつかない光こう沢たくを帯びている。細い眉まゆの下の瞼まぶたは固く閉とざされていた。形の整った鼻び梁りよう、薄うすい唇くちびる、なだらかな頰ほお。

　白雪は、その場に膝ひざをついた。

　──おかあさんってなあに、と父に初めて訊きいたのはいつだったか。

　父は、産んでくれた女のひとのことだよ、と答えた。わたしにはいないの？　と訊くと、産んでくれた人はいるけれど、事情があって一いつ緒しよにいられないから……と、父は説明した。

　それ以来、白雪が母について言げん及きゆうすることはなかった。母親に抱だかれる子どもを見たときなどに、奇き妙みような苦しさを覚えたりもしたが、白雪は、そんな気持ちを口にすることも表に出すことも一いつ切さいしなかった。

　自分が望まれて生まれてきたのか、どんな人が自分を産んでくれたのか、ずっと知らなかった。知る必要もないと思っていた。

　──この人は、少しは自分を好きだったのか、自分を必要だと思ってくれたのか。可愛いと、いとしいと思ってくれたのか、この世に現れる日を待ち望んでくれただろうか。

　かあさん、と囁ささやく。

　白雪の目に熱いものが満ち、瞬またたく間に氷にしたたり落ちた。

　涙がとめどなく溢あふれて落ちる。息をするのが苦しくなってしゃくりあげた。

　こうして母の亡なき骸がらを前にして、白雪は初めて自分の本当の気持ちを知った。

　母に抱きしめてほしかった。抱きしめたかった。大好きだと言ってほしかった。言いたかった。そう言えるほどに彼女を知り、そば近くにありたかった。そのぬくもりを感じたかった。

　白雪は、眠る母を閉じ込める氷の上に身を伏ふせると、低く嗚お咽えつをもらした。




　夜半過ぎ、月が昇のぼり始めたころ、蘇芳は神降りの丘への道を早足で歩いていた。

　丘に沿って歩きつづけると、やがて湖が見えてくる。湖面は星の光を返して光っていた。

　それとは異なる光と熱を、自分が行こうとしている方向に感じ、蘇芳は足を速める。

「………何をしている」

　神域の入り口付近に、小さな焚たき火びが見えた。蘇芳の声に、その前にうずくまっていた者がひとり、立ち上がった。

「蘇芳……」

　炎ほのおの明るさを返して、結ゆわれた長い金髪がきらきら光る。琥珀だった。

　もうひとり、焚き火の向こうに座っていたのは黒曜だ。彼は座ったまま焚き火に枯かれ枝をくべながら、蘇芳を見上げて微笑んだ。

「蘇芳こそ、何しに来たの？」

　琥珀の問いに、蘇芳は言葉に詰つまる。

「………心配だったんだ」

　蘇芳は言葉少なに、心情を吐と露ろした。

「ふうん」

　琥珀は、照らすものが焚き火しかない暗さの中でもはっきりとわかるほど、にやりとした。

　蘇芳は肩をすくめると、焚き火に近づいた。剣を腰からはずすと、黒曜の右みぎ隣どなりに、焚き火を囲むようにして腰を下ろした。

「日が暮れると、外はかなり寒いな」と、蘇芳は呟つぶやいた。「なのに、こんなところで夜を明かそうとするなんて、おまえらは酔すい狂きようだよ」

「蘇芳もね」と、琥珀は黒曜の隣、蘇芳の向かいに腰を下ろした。「黒曜がいちばん酔狂だけど。僕は日が暮れてから来た」

「いつからここにいたんだ」

　蘇芳は呆あきれて末弟を見た。黒曜は照れたように視線をそむける。ひょっとしたら、四人で帰城したあと、すぐにここまで引き返したのかもしれない。黒曜ならやりそうだ。

「おまえたちは、あの子を信じたんだな……」

　ゆらゆら揺ゆれる炎を眺ながめながら、蘇芳はひとりごちるように呟いた。

「蘇芳は、信じてないの」

　琥珀は笑うのをやめて、焚き火越ごしに長兄を見つめた。「あの子は、信じるに値あたいするよ」

「もちろん、信じている」

　蘇芳は首を振った。「ただ、俺は、」

　言いよどむ兄を、琥珀はいぶかしげに見つめた。

　いつもまっすぐで臆おくすることのない兄にしてはめずらしい反応である。

　だが、琥珀はつづきを促うながさず、ただじっと兄を見つめた。

「…………あの子を、危ない目に遭あわせたくないと思っただけだ」

　その視線にいたたまれなくなったのか、蘇芳は早口で言った。

「それは甘いよ」

　琥珀は目を丸くする。黒曜も、驚いたように兄を見た。

「斎宮になれば、危険は避さけられない。だから、彼女を守るために僕たちがいるんでしょう」

「そんなことはわかっている」

　蘇芳はなげやりに言った。言葉をつづけようとしたが、何かの気配を感じて、剣を手に立ち上がる。振り向きざま剣の柄つかに手をかけたが、抜かずに終わった。

　丘沿いに、誰かがこちらへ向かってくるのが見えた。

「……青磁」

「何やってんだ、みんな」

　青磁はそう言いながら、焚き火に近づいてくる。

「おまえこそ、何しに来た」

　蘇芳は柄から手を離はなして、言った。

「何しにって」

「みんな、同じ気持ちなんだ」

　黒曜が、焚き火から目を離さず、低く呟いた。

　琥珀がパッと顔を輝かがやかせた。

「青磁も、白雪が心配で来たんだね？」

　青磁は琥珀から目を逸そらしながら、焚き火のそばへ来た。

「彩湖が騒さわいでて、気になったんだよ」

　弁解めいて聞こえる弟の言葉に蘇芳は顔をほころばせ、さきほどの場所に再び腰を下ろす。青磁はごく自然にその隣に座った。腰に差していた刀は、二振りとも右脇に置く。

「青磁も素す直なおじゃないなあ」と、琥珀がくすくす笑う。「青磁って、今まで女の子には澄すまし顔ばかりで、白雪みたいな扱あつかいをしたことないよね。ってことは逆に、けっこう白雪を気に入ってるかと僕は思ったんだけど、どう？」

「気に入るわけねえだろ」

　青磁はすかさず反論した。間かん髪はつ入れずに返された答えに、琥珀は笑いを嚙かみころす。

「だが、あの子を守りたいと、おまえだって思ったんだろう」

　蘇芳は、じっと青磁の横顔を見つめた。

　青磁は黙って、兄から目を逸そらす。暗あんに問いを肯こう定ていしているのは、蘇芳にもわかった。だが、青磁自身は認めたくないようだ。

「白雪、どうしてるかな」

　琥珀がひっそり呟くと、洞どう穴けつの入り口に目をやった。「彩姫たちには会えたんだろうか」

　明るい焚き火の光も届かず、洞穴は暗闇の中、なお暗い口をぽかりとあけている。




　静まり返った氷ひ室むろに、白雪の泣き声が響ひびく。

（泣くな、小さき妹）

　低い声に顔を上げると、金髪の女性が白雪を見おろしていた。（彼女は、まだ霊れいが魂こんより解とき放たれていないから、ここにはいない）

　彼女のくっきりした顔つきはやや中性的で、男の服を着ていたら線の細い男性に見えたかもしれない。

「霊れいが、魂こんより……？」

　白雪は、涙をぬぐいながら呟いた。

（人の霊れいと魂こんは、生きているあいだに、肉体の中で固く強く結びつく）

　彼女は、白雪のそばに膝ひざをついて説明した。（死後、霊れいと魂こんは肉体を離れ、おたがいを解放し合うために光を求め、現世をさまよう。この彩姫は、現世をさまよい始めたばかりだ）

　淡あわい緑色の瞳に覗のぞき込まれ、白雪は不思議な郷きよう愁しゆうを感じた。まるで、萌もえはじめたばかりの葉を陽ひに透すかしたような色だ、と思う。

（霊れいは、魂こんと完全に離れたら、自分の血を継つぐ者を守ります）

　さきほどの赤毛の女性が、ふわりと近づいてきた。（魂こんは天てん堂どうへ召めされ、霊れいと結び合っていたことによってついた傷を癒いやすのです）

（その一方で、守護者となった霊れいは、守護の対象が生きている限り、守りつづける）

　金髪の女性は、不思議な微笑ほほえみを浮かべて、白雪の頰を撫なでた。死霊とは思えないほどしっかりとした感かん触しよくがある。

（生まれ変わり、という考えは、あなたも知っているでしょう、小さき妹）

　赤毛の女性は言った。（生まれ変わることができるのは魂こんだけです。霊れいは決して生まれ変われません。霊れいとは人の心、──意識や記き憶おく、想そう念ねんそのものなのです）

（現在の生を不幸せと感じる者は、生まれ変わって来世で幸せになりたいと願う。だが、生まれ変わるのは、不幸せを感じる心と結びついていた魂こんだけだ。いま生きている心は、来世へつづくことはできない）

　金髪の女性は、白雪から手を離すと立ち上がりながら言った。

（だからこそ人は、ただの一度きりの人生を、精せい一いつ杯ぱい生きねばなりません）

　赤毛の女性は、白雪に手をさしのべた。白雪は思わずその手にふれる。生きている人間とまったく同じ感触は、自分の竜珠が感じ取っているのだ、と白雪は悟さとる。

（あなたの人生、命も一度きりです。あなたの心、あなたの記憶、あなたという意識や想念に、次の機会はありません）

　白雪を立ち上がらせながら、彼女は言った。

（小さき妹よ、烙らく印いんはそれを示している）

　金髪の女性はそう言うと、そっと白雪の左手を取った。（輝く星。これは、ただ一度の生を輝かせるという意味だ。──この星は、小さき妹よ、おまえとおまえの導く者を照らすだろう。やがて訪れる無む影えいの世界に、光と闇を分けるだろう）

（あの子によろしくね、白雪）

　栗くり色いろの髪の少女がふわりと降りてきて、白雪に笑いかけた。（すっごくわがままなのよ）

　淡い紫むらさき、藤ふじの花びらにも似た色の瞳が、懐なつかしむように細められる。

（あら、わたしのときはやさしかったわよ？）

　黒髪の少女が、近づいてきて言った。悪戯いたずらっぽく輝く瞳は、瑠る璃り硝子ガラスに似たきらめきを放つ。

（ただの子どもさ）と、金髪の女性は言った。（基本的になんでも言うことはきく。だが、無理難題を押しつけるのはやめてやってくれ。できることとできないことがあるからな）

（そしてあの子のためにいちばんたいせつなのは、）

（（（この先、自分の影を誰にも踏ふませないこと！）））

　三人は異い口く同どう音おんに言うと、笑いをはじけさせた。白雪は目を白黒させる。

「あの子って……」

（あなたがもうすぐ出会う子）

（あなたは四人めなのよ。わたしたち三人の次、最後の主あるじなの）

「わたし、誰に出会うの……？」

　三人の女性たちの意い味み深しんな言葉に、白雪は困こん惑わくする。「なんて人？」

（ごめんなさい……）

（あの子の名前は、もう憶おぼえていない）

（だってわたしたち、死んでしまったんですもの）

（最後まで一いつ緒しよにいるって約束したんだけど、ちょっと無理だったわ）

（寿じゆ命みようが違うし）
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　彼女たちは、肩をすくめた。

（あの子にとってわたしたちとの時間は、人にとっての花や虫のように過ぎたんでしょうね）

（約束を守れなかった。かわいそうなことをしたとは思っている）

（楽しかったけどね、一緒にいられて）

（白雪、あなたは神の守護を受ける最後の者です。滅ほろびをもたらす者、そして、星のしるべを手にかざし、人々を導く者）

　三人のさざめきのあとで、赤毛の女性が告げた。

　星のしるべ。

　白雪は、左手をひらいて、じっと見た。

　星形の烙印。

「わたしが？」

　ぽっ、と体が芯しんから温まる。

　烙印が、白く燃え上がるような強いひかりを発し始めた。

　何かが聞こえた。ざわめき。人々の声。自分を呼ぶ声。

　人間だけではない。それ以外の生きもの。

　生きているものだけではない。死者も精せい霊れいも、神々も。

　遠い空から落ちてきたひかりや、地の底で眠る者たち。

　──すべてが自分を呼んでいることに、白雪は気づいた。

（ほら、聞こえてきたでしょう？）

　赤毛の女性がにっこりした。（みな、あなたを待っているのです）

（何が見える？）

（何が見えるの、ちい姫）

（よいもの？　わるいもの？）

「いろんなものが見える……」

　問いかけられ、白雪はひかりを放つ烙印を見つめて呟つぶやいた。

（すべてが見えるでしょう？）

　さきほどとは違った意味を持つ涙があふれ、頰をたどって落ちた。

　自分の役目。なすべきこと。与あたえられた使命。

　漠ばく然ぜんとした感覚にすぎなかった。それでも、わかった、と白雪は思った。

　なんのために生まれてきたのか。

　そして白雪は感謝した。──もう憶えていない母に、二度と会えない父に、心から、深く。










　焚き火を囲んでいた琥珀がふいに立ち上がった。

「杖を借りてくればよかったなあ」と、ひとりごちる。

「どの杖だよ」

　青磁も、刀を二本とも手にして立ち上がる。腰に帯びると、柄に手をかけた。

　青磁が帯びているのは、蘇芳の帯びる剣とは異なる『刀』である。剣よりは軽く、刃が細く、斬れ味が鋭するどい。古くから、東方では主に刀、西方ではより幅はば広ひろの刃の剣が使われているが、刀のほうが扱あつかいに技量を要するため、今では帯びる者も少なくなっていた。剣は力を込めなければ断たてないが、刀は刃の鋭さで斬り落とせる。剣より軽いといってもそれなりの重量だが、剛ごう力りきでなくとも扱えるため、女性の剣士はほとんどが刀使いだ。

　とはいっても、青磁は非力なのではなく、効こう率りつよく敵を屠ほふるために、太刀たちは攻こう撃げき、小太刀は防ぼう御ぎよの二刀流を選んだにすぎない。

「わっかが九つついてるやつだよ」

　琥珀はひどく浮かれたようすで言った。「魂たま込ごめをした複ふく製せいでいいんだ。僕は強いからね」

「強いなら、自力で充じゆう分ぶんだろうに」

　座ったままの蘇芳が、呆あきれたように言いながら、小枝で焚き火をつついた。

「強すぎるから、手加減できないんだよ」

　琥珀は言いながら、手のひらを自分の胸の前にかざした。左と右を近づけ、離す。離したときには闇にも明るい、白い風の渦うずができていた。琥珀の金髪が風にゆらめいてふわふわと漂ただよう。

「出ておいでよ。相手してあげる」

　琥珀は、湖に向かって呼びかけた。

　とたんに、水が跳はね上がり、打ち寄せてくる。

「汚けがれた身が、神域の近くまで入り込んでんじゃねえ！」

　青磁は刀を二振りとも抜いた。刀身が月光に冴さえて銀色に光る。一歩踏み出した。

　湖から上がってきたのは、人型の怪かい物ぶつだった。琥珀はそれを見ると、一瞬、目を閉じて匂においを嗅かいだ。

「生きてないよ。分解してやれば土に戻もどる」

「死んでもいないってか？」

「まあそんなとこ。──青磁、とりこぼさないでね」

　琥珀は言うと、ひらりと地を蹴けって近づいてくる怪物の前に立った。怪物の表面を覆おおう泥どろがぐずぐずと溶とける。腕を伸ばしてくる怪物へ、琥珀は両手を差し出した。同時に呪じゆ詞しを唱える。

『かぜのきみ　きたりてわれに　そのなをしめせ』

　手の中の風の渦が怪物へとはしり出す。琥珀の正面にいた怪物は旋つむじ風かぜにこなごなに砕くだかれ、絶叫を残して四し散さんした。

「ぬかしてんじゃねえよ」

　青磁は、琥珀の斜ななめ後ろに回り込む。のろのろと、だが確実に次々と這はい上がってくる怪物に向かって両腕を開き、切っ先を外に向けてかまえる。

「かかってこい！」

　青磁の声に呼ばれるように、泥でい人じんはうっそりと腕を上げた。その腐ふ臭しゆうが鼻をつくほど近づいた距きよ離りで、右の太刀で上段から斜めに斬りつけ、崩くずれながら襲おそいかかってくるのを左の小太刀ではらった。ひきつれた呻うめき声が尾おを引いて落ち、地面に落ちた泥の塊かたまりがずぶずぶと溶けていく。次の泥人はさきほどのよりやや早い動きで襲いかかってきた。青磁はそれを素す早ばやく、人間で言うところの脳のう天てんから唐から竹たけ割わりにする。

　青磁の太刀は朝あさ霧ぎり、小太刀は夕ゆう霧ぎりという名で、どちらも、刃が斬り捨てたあとの血や脂あぶらを寄せつけずに清さを保ち、何をどれだけ斬っても刃こぼれひとつしない。それは相手が鋼はがねをも融とかす腐ふ泥でいであっても同じようだ。

『さまよえしたま　うけいれたまえ　るりのかみ』

　琥珀は、右手を立て、左手でその手首を支えるようにすると、崩れ落ちた土つち塊くれから浮き出いでた、白いうっすらとしたもやに向かって呪詞を放った。手のひらから放たれた淡あわいひかりがもやを包み込み、あっという間に消しよう滅めつする。

　腐くさった泥の人型が悪あく霊りよう憑つきなのは明らかだった。

　斎宮空くう位いの今、星曜館の館長が寝る間も惜おしんで結界祈き禱とうを行っている。だがその結界は、斎宮在位時に比べればあまりにも不完全で、悪霊を防ふせぎきれてはいない。白鷺が身み罷まかって以来、国内に入り込んでくる得体の知れないものたちは徐じよ々じよに増えつづけていた。

　それらの悪霊を利用し操あやつっている者がこの近くにいるはずだ。琥珀は気配を探さぐろうとしたが、襲いかかってくる泥人を攻撃していると、なかなか索さく敵てきに集中できない。

　──この国は、結界なくして安あん寧ねいはないのだ。

　最初はのろのろと、しかしやがて速度を上げて湖から上がってくる泥人を、ふたりの弟が叩たたき斬り、もしくは昇しよう天てんさせているのを、蘇芳は座ったまま見ている。手伝う気はまったくなかった。あの程度の悪霊や物もの怪のけならば、あのふたりで充分なのがわかっていたからだ。

「……蘇芳」

　敵の攻撃に備そなえるべく、神域の前へ行こうと立ち上がった蘇芳に、ふいに黒曜が呼びかけた。

「なんだ？」

　口数少ない弟に話しかけられるのは月に一度くらいだ。めずらしいと思いつつ、蘇芳は振り向いた。

　同じように立ち上がった黒曜は、わずかに眉まゆを寄せている。焚き火が、ふたりの影をゆらゆらと地面に映した。

「どうして、あの子に、誓ちかわない」

　黒曜は、じっと蘇芳を見つめ、淡たん々たんと言った。

「……誓ったさ」

　蘇芳の答えに、黒曜は目を瞠みはった。

　蘇芳は神域に向かいながら、さらに言った。

「あの子は怯おびえているんだ、自分のために命を賭かける者がいることに」

　黒曜は、兄のあとを追った。その横につき、何な故ぜ、と顔を覗のぞき込む。

「死なないでくれ、と言うんだ」

　蘇芳は、神域の前で足を止めると、かすかに苦笑した。「自分を守るなら、生き延びろと」

　黒曜は、ゆっくりとまばたいた。

「生き延びる……」

「命を賭けるのはゆるさないと、あの子は言うんだ」

　弟が驚おどろいているのが、蘇芳にはよくわかった。自分も驚いたからだ。

　騎き士しである自分たちは、斎宮のために命を捨てようと誓ってきた。

　なのに白雪は死ぬなと言うのだ。

「あの子は、誰かが死ぬことに怯えている。朱月を失ったせいだろう。──まるで、傷ついて飛べなくなった小鳥のように、俺には思える」

　その傷を癒いやしたい、と蘇芳は考えるようになっていた。

　昨夜ゆうべ見た白雪の泣き顔は、蘇芳に痛みをもたらした。

　彼女が屈くつ託たくなく笑える日を迎むかえられるように、自分たちは努めなければならない。

「──わかった」

　黒曜は、やわらかく微笑ほほえんだ。「では、俺も、死なない。生き延びて、あの子を守る」

「おにいちゃん！　手伝ってくんないの!?」

　振り向いた琥珀が、疲つかれて地じが出たのだろう、子どものときのように呼ぶ。もちろん蘇芳を呼んでいるのだ。蘇芳は、神域をちらりと振り返ってから、奮ふん闘とうする弟たちのほうへ向かった。黒曜もそれに倣ならい、ふたりはそろって水辺に近づく。

「見てよこれ！　もう泥だらけだよっ」

　琥珀は、自分の衣装を示して怒おこったように言った。「洗せん濯たくするの大変なのに！」

「そのわりには楽しそうだな」と、蘇芳は小声で呟つぶやく。

「俺が洗ってやるっつってんだろ！」

　琥珀の後ろで、襲いかかってきた最後の泥人を青磁が斬り伏ふせる。土つち塊くれだらけの周りに、斬り捨てられた泥人がさらに飛び散った。

「じゃあお願いするね、青磁」

　琥珀はぞんざいに礼を言うと、彩湖を指した。「──ほら、蘇芳。あそこ、見える？」

「俺はおまえほど夜よ目めは利きかないんだがな、琥珀」

　蘇芳はそう呟くと、手のひらを空へ向けた。ぱあっと周りが明るくなった。四人の影が長く水辺に伸びる。

　蘇芳が手のひらから打ち出した焰ほのおの球体が、小さな太陽のように湖の上を漂う。

　その強いひかりが照らし出したのは、さほど遠くないところに浮かぶ一艘そうの小舟。人影はふたつ、磨みがいた鋼のような光こう沢たくを帯びた装よそおいで身を固めた男と、光沢のある赤毛の男。

「あれは、」

　鈍にび色いろに光る鋼に身を包む男を、蘇芳は知っていた。

「あいつ、長ちよう遠えん太たい子しじゃねえか！」

　青磁が叫んだ。

　蘇芳と青磁は成人前に、剣けん術じゆつ修行で各国を巡めぐっている。その際に隣りん国ごくの長汀で、次代の王となるこの太子を見かけていた。

　長ちよう遠えん静せい玄げん。

　琥珀は目を細めて小舟の上の影を見やる。みるみるうちにその表情がこわばった。彼は、兄弟たちとは違うものをその視界に映していた。得体の知れない、黒い霧きりのような何かがふたりの闖ちん入にゆう者しやを取り巻いている。闇ではない。通常の闇ならば、蘇芳の焰で追い払われている。あれは、……霊れい的てきな闇だ。

　しゃきん、と音を立てて青磁が刀を収める。

「高貴なご身分の方とお見受けしましたが、何用にてこちらにいらせられましたか」

　青磁は、公式の場と同じ、──ふだんの乱暴な口調からは想像もつかない丁てい寧ねいさで、小舟に向かって太い声を投げつけた。

　が、船上の黒い男は、にやりと唇くちびるの端はしを歪ゆがめただけだった。

　青磁は、一瞬わずかに身を沈しずめ、反動で地を蹴けった。

　次の瞬間、彼の体は水みな面もを走っていた。水の竜りゆう珠しゆによる術の一種である。

「青磁、だめだ！」

　琥珀が叫ぶ。と、青磁は我に返って足を止めた。

「戻って！　そっちじゃ不利だ！」

「ちっ」

　琥珀の警告と同時に水面が大きくうねる。そのうねりに巻き込まれる前に、青磁は水面を蹴った。跳ちよう躍やくし、再び地を踏ふみしめる。

　青磁を巻き込み損そこねた水は、長い蛇へびのようなかたちをとった。水しぶきが立つ。

「この国に来るのは初めてだが、おまえたちは俺を知っているようだな」

　高い位置で止まった水の上に、小舟が乗っていた。鋼色の男が上から呼びかけてくる。

「俺は長汀から来た、静玄という」

　蘇芳は男を睨にらみつけた。

「何をしに来た」

「傍はた迷めい惑わくなこの国の斎宮を殺しに来た」

　静玄は剣の柄つかに手をかけた。「浅緋、舟を降ろせ」

　浅緋と呼ばれた男は、すぐに術を解いた。小舟が波に乗って降りる。

　静玄は、水ぎわに運ばれた小舟から、岸へ飛び降りた。

「斎宮は、どこにいる」

「……今、この国に斎宮はいない」

　蘇芳は一歩前へ出ると、言った。

「では斎宮になるはずの娘だ」

　ふいに、しゃん！　という音がした。蘇芳は振ふり返らなかったが、琥珀が術で城内から杖を引き寄せたのがわかった。

「九く連れん環かんの杖」

　静玄は、楽しげに眉を上げた。「それが、国の礎いしずえと言われる神杖か」

「いえ、若」

　小舟から水ぎわに降りてきた浅緋が言った。「あれは複製です。魂たま込ごめはされていますが、たいした威い力りよくはございません。本物は、あのような者にふれることもできぬはず」

　王族でも限られた者しか知らない事実を指し摘てきされ、琥珀は身を固くする。

　琥珀が術で王城から引き寄せた杖は金属製だ。金色の輝かがやきを帯び、太さは親指と人差し指で作った輪より細い。長さは成人男性の脇わきまであり、頂点には大きな環わがついている。その大環には八つの小環が絡からみ、振って開くとこの国のかたちを模もしたつくりである。

　これは斎宮が儀ぎ式しきで手にする九連環の神杖だ。九連の環が奏かなでる音色は神音かのんと呼ばれ、一音で人の唱える呪じゆ詞しの何百倍、何千倍もの威力を持つ。この神音により、斎宮は神に自らの居場所を知らせ、訪おとないを求める。

　これは初代の斎さい宮ぐう、若わか葉ばによって魂込めをされている。魂込めとは、重き竜珠にしかできないわざで、器物が自ら神しん気きを発するよう、神寄せの念を込める術である。魂込めされた器物は、弱い竜珠が手にすれば、斎宮に足るよう力を補おぎなってくれる。また、つねに身近に置けば、やがてその神気が持つ者の身にうつるとも言われていた。

「どうしてそんなことを知っているんですか？」

　琥珀が丁寧な口調で問う。

「ほんものの神杖を見たことがあるからです」

　浅緋は落ちついて答える。琥珀は目を瞠みはった。

　次の瞬間、呪詞を唱えもせず、浅緋は雷いかづちを放った。

「く……っ！」

　琥珀は杖を振って雷らい光こうを散らす。火花が散り、あたりに焦こげ臭くさい匂いが立ちこめた。直ちよく撃げきは避さけられたが、衝しよう撃げきを受け流しきれず、腕が痺しびれる。

　水ぎわに立っていたふたりが、一直線に洞どう穴けつの入り口へと駆かけていく。

「待て！」

　蘇芳が叫んで駆け出した。

　洞穴に入ることを許される者は限られている。だが、琥珀は焦あせった。あの男ならば入ることを許されるかもしれない、という本能的な恐きよう怖ふに襲おそわれる。

　──ほんものの神杖を見たことがあると言った男ならば。

「若、斎宮はここにいます」

　洞穴の前で、浅緋が叫んだ。

「やれ、浅緋！」

　静玄は、叫びながら浅緋をかばうように立つ。

　追いついた蘇芳が剣を抜き、立ちはだかった静玄に斬りつけた。静玄はすかさず剣を抜いて受ける。銀色の抜き身が鋭するどく光った。蘇芳は流された刃を返しざま、静玄の胴どうを薙なぐ。しかし叶かなわず、静玄は横へ跳とんで斬ざん撃げきを逸そらした。

　浅緋の意い図とを察して、琥珀は手の中の杖に意識を集中する。その後ろから大きな体が琥珀を支えた。

「黒曜、」

「だいじょうぶだ」

　黒曜が短く言った。大きな手が、琥珀の手の上から杖を握にぎる。たちまち、体だけでなく心の底まであたたまり、緊きん張ちようがほぐれていくのがわかった。

　強大な術の呪詞を口にするときにもっとも必要な無む我がが琥珀を訪れる。

『かみよ　ふるきかみよ　いにしえのかみよ　せおわれしふかきやみをはらいたまえ　ひがしへとさりたるりゅうのかみよ　やがてとりとなりてたいかいをこえ　あたらしきせかいへとびさったかみよ　そなたのししそんそんを　ふかくくらきおもきやみよりすくいたまえ………』

　目を閉じた琥珀の唇から低く呪詞が紡つむがれ始める。闇やみ祓はらいの呪詞だ。めったなことでは使われないその呪詞は、体力も精神力も術師からそぎ取っていく。唱えるうちに琥珀は自らの力では立てなくなり、黒曜に完全に身をあずけるかたちになった。

　蘇芳は、場を移すように跳んだ静玄を追う。

　その場に残った浅緋は、洞穴の前に張られた縄なわを素す手でで断たち切った。

「てめえ、何しやがるっ！」

　そのまま洞穴の奥へ手をかざす浅緋に、青磁は叫んで斬りつけた。青磁の斬撃は蘇芳と一、二を争うほどの速さだ。しかし、浅緋は振り向きもせず、手をかざしたままそれを髪の一筋ほどの差で避けた。

「そんなに頭に血が上っていては、斬れる相手も斬れませんよ」

　浅緋はゆっくり青磁に向き直ると、微笑ほほえんだ。昏くらい笑顔だった。その凄せい惨さんさに、青磁は動きを止める。

　この男は武器を持っていない。だが、持っていれば自分などここには立っていられないだろう。それがわかったからだ。剣けん法ぽうを師し事じした者と初めて立ち会ったとき以来の竦すくみが青磁を襲っていた。

　浅緋は悠ゆう々ゆうと青磁に背を向け、再び洞穴へ向いた。手のひらを上にし、左手の上に右手を重ね、手首を交差させる。腕を伸ばすと、呪詞を唱えた。

『ちぎりのかみよ　われのはらいしだいしょうによりまねきにおうじよ　わがなにおいてめいずる　このつかよりひかりをうしなわせよ　わがなにおいてめいずる　このつかをむすびしじゅつをほどき、もとのすがたにもどせ』

　静玄と斬り結んでいた蘇芳がその呪詞を聞きつけ、息をのむ。その隙すきをついて、静玄は蘇芳を下から斬り上げた。間かん一いつ髪ぱつ、蘇芳は後ろに跳びすさって斬撃を免まぬがれる。幾いく筋すじかの髪とともに額がく布ふが斬り裂さかれ、ひらりと舞まい落ちた。

「古き呪詞……！」

　蘇芳とて竜珠の端はしくれ、自分の焰ほのおの竜珠に合った呪詞を教え込まれている。そうでなくとも王族として育った時期には、今ではこの国にしか残っていない呪詞についても教えられた。

　浅緋が口にした呪詞は、ほどきの呪詞だ。向けられたものや人は塵ちりと化して消える、太古の禁きん呪じゆである。蘇芳程度の竜珠ならば口にしても何も起こらないが、重き竜珠では術が発動する。

「しらゆき！」

　蘇芳は、絶叫した。










　地じ揺ゆれを感じて、白雪ははっと顔を上げた。

（ときが、来たようです）

　赤毛の女性が厳おごそかに告げた。

「とき……？」

（明あけ星ぼしより出いでし白鷺の娘、白雪。忘れないでください。あなたが最後の斎いつき宮のみや。四人めの、あの子の主あるじ。終わりを運ぶ滅ほろびの風、星の標しるべをその手に握る者……）

　赤毛の女性がそう告げると、丸天井の中をくるくると舞うように漂ただよっていた女性たちが、いっせいに声を上げた。

（終わりを運ぶ滅びの風……）

（その手にあるのは星のしるべ）

（四人めの主）

（……ずっとあなたを待っていたの……）

　氷ひ室むろじゅうに声が響き渡る。

　滅びの風、という言葉に、白雪は怯おびえた。

「最後って」

　白雪は、声を上げた。「滅びの風って、なんなの？」

（わたしたちはずっと、あなたを待っていたのです。滅びの風が吹き、この塚つかより解き放たれる日を待っていたのです……）

　赤毛の女性は微笑んだ。

（滅びの風が、今、吹こうとしている）

　金髪の女性が、朗ほがらかに言った。（白雪のちい姫、わたしたちはここから去る）

（元気で、白雪）

（悲しいことがあっても、くじけないで）

（何かをなくしても、そのことにばかりとらわれないで）

（たいせつなものが見えなくなっちゃうから、気をつけてね）

（嫌いやなことはさっさと忘れたほうがいいぞ）

（あの子によろしく）

（騎士たちを大切にね）

（長生きしなさい）

（さよなら、ちい姫）

（さよなら）

（さよなら……）

　次々に、女性たちの姿が消えていく。丸天井のそこかしこから岩が落ち始めた。しかし、何かに守られているのか、白雪の周りだけ何も落ちてこず、ぽかりと丸い空間があいている。

（最後に、白雪、ひとつだけ）

　赤毛の女性が、白雪をまっすぐに見て言った。白雪は背筋を伸ばす。

「はい」

（あなたはとてもたいせつなものを失います）

　たいせつなものなんて、もう失ってしまったのに。

　……父さん。

（でも、心まで一いつ緒しよに失ってはなりません）

　赤毛の女性は、いとおしげに白雪を見つめた。（あなたを愛し慈いつくしみ、守ってくれる人がそばにいるのを、どうか忘れないでください）

　つと、左手をとられる。手のひらの烙印を撫なでる指先の感かん触しよくが、徐じよ々じよに薄うすれ始めた。

（あなたはいつかこの烙印も失うでしょう……それでも、絶望という甘い毒に逃げてはなりません。耐たえてください。時間ときだけがあなたを癒いやします。暗い地の底に心が沈みそうになったら、明るい空のひかりや涼すずやかな風、流れる清い水とあたたかい大地、そして緑の木々を思い出してください。──あなたのひかりが、求める人々を照らしますように……）

　赤毛の女性の姿が消えた。

　そして、白雪はひとり、取り残される。




　揺れはつづいていた。落ちてきた道を上がろうとしても、すでに土ど砂しやに埋うまっている。

「他ほかに出口はないのかしら」

　土砂が降る中、呟つぶやいてはみたものの、脱だつ出しゆつ策さくなど思いつかない。土砂は降りかかってはこないものの、歩ける場所は少なくなっている。

　頭上からひたすらに降り注ぐ土砂に、氷の下に眠る母が埋もれていくのが見えた。思わず足を踏み出しかけたが、たちまち母の姿は土砂に覆われ、見えなくなった。

　もう母さんには会えないんだ、と思った。他のみんなもいなくなってしまった。

　もう誰もいない。

　わたし、ひとり……

（何を言う）

　誰かの声がした。え、と白雪はあたりを見回す。

　急に胸の奥がずきりと痛む。それはひどく現実味を伴ともなっていた。痛みはやがて強さを増し、──耐えきれなくなったと思った瞬間、胸から白いひかりがあふれ出す。

　まぶしかった。だが、そのひかりは目を痛ませない、霊的なひかりだった。

　まじまじと胸を見おろすと、心臓の位置から、何か白いものが飛び出した。鳥の姿をしたそれは、羽ばたきながら白雪の周りをひとめぐりすると、たちまち姿を変えた。

「ひとりじゃない」

　白雪の前に立った青年が、言った。

　白雪より頭ひとつは背が高い。肌は白雪に近く黄味を帯おびていたが、淡あわい光をにじませる銀髪は短く、うなじが剝むき出しになっている。前髪は眉まゆ毛げにかぶさる程度の長さだ。

　まなざしは陽光のごとき金色。顔立ちは整っていたが、微び妙みように繊せん細さいなつくりをしていた。その印象は、頼たよりなげな表情のせいもあったかもしれない。

「おまえには、ちしろがいる」

「……ちしろ？」

　白雪は、瞬またたきながら問う。

　崩くずれる土砂は、白雪と青年だけには降りかからず、どんどん周りを埋めていく。

　青年はうなずくと、自分を示した。

「千ち白しろだ」

　彼は名乗ると、不安そうな目をして白雪を見つめる。

　白雪は、ゆっくりとまばたいた。

「あなた、」
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「名前で呼べ」

　千白は、命令口調で言ってから、にっこりと微笑ほほえんだ。まるで、失っていた何か大切なものをようやく見いだした子どものような、うれしそうな笑顔だった。

「千白はずっとおまえを待っていた。おまえに列つらなる者の血にひそんで、おまえが生まれてくるのを、ずっとずっと前から待っていた。おまえが生まれ出るのはわかっていた。──おまえは、千白をひとりにしてはいけない」

　千白は、とん、と浮かび上がると、ふわりと白雪の間近に漂ただよってきた。

　そのままくるりと白雪の周りをめぐる。

「おまえはなんて綺き麗れいなんだろう！」

　白雪の正面に戻ると、千白は感かん極きわまったように叫んだ。

　白雪はその言葉に、幼おさな児ごの話を聞いているような気になった。

「真っ白だ。それに、その目。あいつとおんなじ色だ」

「あいつって？」

　千白は、小さく首を振った。

「千白の最初の宿やど主ぬしだ。──あいつは、千白からあいつの名を取り上げた。次に出会った者を宿主として呼ぶように。だから千白はあいつの名をもう口にはできない。二度と呼べないんだ」

　白雪は戸と惑まどった。見も知らぬ、この奇き妙みように憐あわれを覚える男がただの人間でないのはわかる。

「あなたは人ではないわね。……神、なの？」

　思いつく可能性を、白雪は疑問として発した。

「この国の人間は、千白のことを輝キ石セキノ神カミと呼ぶようだ」

　まるで他人ひと事ごとのような答えに、白雪は瞬いた。仮にも神と呼ばれる存在が、こんなに子どもじみた言動をするとは思わなかった。

「おまえは、あいつのように、他のやつらのように、千白を置き去りにしてはいけない……約束してくれ」

　締しめつけられるように白雪の胸が痛みを訴うつたえる。自分と同じだ。思わず手を伸ばした。うなだれる千白の頭に手をかけ、子どもにするように胸に抱き寄せる。千白は素す直なおにそれに従った。

「わかった」と、白雪はうなずく。「約束、するわ」

「ではおまえは、千白に終わりを与えなければならない」

「終わりって、何」

　その言葉に不安を感じ、白雪は眉まゆを寄せた。

「人間なら、誰もがいつかそうなる」

　白雪ははっとした。

　千白が顔を上げて、白雪を見つめる。

　すがるような、幼い表情。

「わたしが、あなたを、……」




　殺す？




　問いかけが発される前に、丸天井が大きく崩れた。

　降り注ぐ土砂に、白雪は身をすくめ、目を閉じた。

　ここから出なければ、と強く思った次の瞬間、白雪の意識は遠ざかった。










　この世に光を受けてすぐに、いい匂においとやわらかな感かん触しよくが包んでくれた。よろこびの気配、わずかに不安が漂っている。

　それでも、そのよろこびの気配がうれしくて、まだ光しかわからないのに、笑みがこぼれた。

　手のひらにのせられた指を握にぎりしめる。

　いとおしげな囁ささやきに、その指先の持ち主が、自分を待っていてくれたことを知る。

　だが、それに安あん堵どする間もなく、他ほかの誰かの手によって、ぬくもりから引きはがされた。

　やめて。助けて。いや。絶叫した。

　初めて知る不安と恐怖が胸を満たした。それは喉のどを通して外へ飛び出す。

　大きな手が、手首を摑つかんだ。

（烙らく印いんを）

　低い声と同時に、押さえつけられる。熱が近づいてくるのが、見えなくてもわかった。

　いや、やめて。それはいや。

　じゅっ、と音がする。押しつけられた熱に、止められない叫びが唇くちびるから漏もれる。

　助けて。誰か。痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い……

　手のひらで何かがうずく。皮ひ膚ふを傷つけた熱はすぐに離れたが、苦痛はより強くなった。

　ぽたり、と何かが落ちてくる。痛みはつづいていたが、しゃくりあげてなんとか声を止めた。そのぬくもりに帯びた悲しみの気配は、自分の負った痛みのせいだと気づいたからだ。

　泣かないで、だいじょうぶ、痛いけど平気だから。

　泣かないで、……おかあさん。
















　ごめんなさい。

　あなたにすべてをまかせて去るわたしを、どうかゆるして。
















　浅緋は、ほどきの呪詞が発動するのを見届けると、洞どう穴けつに背を向けた。

　轟ごう音おんを立てて、神降りの丘が崩くずれ落ち始めた。しかし土ど砂しやは外には出ない。塚つかの内側へ、巻き込むように崩れている。蘇芳がさきほど放った焰ほのおは湖の上をまだ漂っていて、暗闇の中、そのさまを明るく照らし出していた。

「目的は果たした」

　蘇芳と相対していた静玄は、言った。「今ごろ、おまえたちが守るべきだった姫は、土の下に埋うもれ押しつぶされているであろうよ」

　蘇芳は剣の柄つかを握った手に力を込こめた。こんなに力りきんでは斬れない。腹に力を入れて、心の乱れを抑おさえようと努めた。だが、静玄は剣を鞘さやに収めた。斬りかかってくる気配もない。そのまま、浅緋のほうへと向かう。蘇芳はそれを止められなかった。今は斬り合うことより、白雪の身が案あんじられた。死んでいるはずはない。彼女が死ぬわけはない──！

「退ひくぞ、浅緋」

「若は先にお戻りください」

　浅緋は、近づいてくる主人あるじではなく、目の前の青磁でもなく、黒曜に支えられている琥珀に目をやりながら言った。

「目的は達した。あとは俺たちの手を汚よごさずともいいだろう」

「自分はもう少し、残ります」

　そう言うと浅緋は、青磁の横を通り過ぎ、琥珀と黒曜に近づいた。そこでようやく、青磁は竦すくみから解とける。何もできなかった自分に歯は嚙がみをし、振り返って浅緋の背を睨にらみつけた。背後から斬る卑ひ劣れつさよりも、圧あつ倒とう的な力の差が青磁をその場に縫ぬいつけた。

　琥珀は呪詞の発動で意識を失いかけていた。黒曜がそれをそっと地に横たわらせる。力の緩ゆるんだ琥珀の手から九く連れん環かんの神杖をはずすと、黒曜は立ち上がって浅緋に相あい対たいした。

「去れ」

　短く一言発する。しゃん！　と乾かわいた音色が夜気を震ふるわせた。

「捧ささげの竜珠ですか」

　にこり。浅緋は微笑ほほえんだ。

「これはまた、めずらしい」

　黒曜はじっと、浅緋を見た。そのまなざしには、自分の竜珠を一目で見抜いた者への怖おそれはない。ただ、手負いの獣けものを憐あわれむような色がにじんでいる。

　琥珀は、浅緋の背後に闇の渦うずを見たのだ。おぞましい感触の暗く冷たいそれを祓はらえば浅緋の力が弱まると考えたのだろう。そのために身も心も削けずって闇祓いの呪詞を唱えたのに、祓われた闇の下からは、さらに禍まが々まがしいものが現れているようだった。

「闇は祓われたが、おまえの後ろのものは、祓うことができないのだな」

　黒曜は浅緋が見抜いたとおり、生命の動きに聡さとい捧げの竜珠だ。生きているものはともかく、死し霊りようにはそれほど鋭するどくはなく、さほど見えるたちではない。それでもこの男の背負う死霊が並なみ大たい抵ていの多さではないのが察せられた。

　浅緋の周囲には凍こおりつくような冷気が漂ただよい始めていた。

「どきなさい」

　琥珀を守るようにして立つ黒曜に向かって、浅緋は命じた。

　黒曜は首を振った。

　しゃん！　と杖を鳴らす。

「あなたたちの斎宮は、死にましたよ」

　その言葉が終わらぬうちに、神降りの丘だった場所から、強いひかりが放たれた。

　地面に濃こく落ちる自分の影に、浅緋は思わず振り返る。

　今やすっかり崩れきった土つち塊くれの中から、白い姿が浮き上がっていた。

「しらゆき……！」

　青磁が、信じられないというように叫ぶ。

「白雪」

　黒曜は微笑んだ。

　確かにそれは白雪だった。白雪の姿をしていたが、髪は黒くない。

　輝く白しろ銀がね。

　銀の髪の白雪は、ふわりと地面に降り立った。その足は地に着かず、わずかに浮いている。

『死なせはしない』

　白雪の喉から漏れたのは、白雪の声ではなかった。

　白雪ではない。白雪の姿をしていても、中身が違うのが、その場にいた者たちにはわかった。

　白雪の中にいるのは、千白だった。

『おまえは何を望む』

　千白は、白雪の喉を借りて、男、浅緋に問う。

　その問いに浅緋が答える前に、本能的な危機を感じた静玄が、後ろから白雪に斬りかかった。

「うおおおおおお！」

　千白はその声に振り返った。静玄が向かってくるのをよけもしない。じっと見み据すえている。

　静玄の剣は、千白にふれたとたん砕くだけ散った。

　鋼はがねの破は片へんは、意思を持つもののように、静玄に襲おそいかかった。

「若！」

　浅緋の叫びと同時に、鋼の破片を喰くらった静玄は地面に叩たたきつけられた。防具が裂さけ、体中に細い傷がはしる。静玄は一瞬、立ち上がろうとしたが、打ち所が悪かったのか、その場に昏こん倒とうして伏ふせた。

『わたしに鋼はふれられない』

　千白は、言った。足もとに横たわる男を、水色のまなざしが無感動に眺ながめる。

　蘇芳が駆かけ寄るが、静玄を捕とらえようとするより早く、浅緋が片手をあげた。その瞬間、静玄の姿は煙けむりのようにかき消える。

「若には戻っていてもらいましょう」

　千白は目を細めて、振り返った浅緋を見た。

『ずいぶんと重い竜珠なのだな、おまえは』

「とんでもありません。自分など、輝キ石セキノ神カミであるあなたに比べれば、木こつ端ぱも同然」

　浅緋が、低い声で言った。「ですが、その力、宿主たる姫君にはつらき重さでしょう。──自分が引き取って差し上げます」

　まるで背負った荷を受け渡せとでもいうような口ぶりである。

『余計なことはするな。これはわたしだけの主あるじだ。わたしは、この者だけに従う』

　白雪の中で、千白は言った。

　この体の持ち主は、自分を呼び覚ましたから、主だ。

　最初の宿主を失って就ついた眠りから、何度呼び覚まされただろう。だが、今はこれまでのどの目ざめよりも視界は明めい瞭りようで、身は軽く、力が漲みなぎっている。

　遠い昔の約束通り、これが最後の宿主だと、千白は悟さとっていた。

「ですが、そうもいかないのです」

　微笑みながら、浅緋は手を伸ばした。「あなたが主を得れば、最後の歯車が動き出す……」

　浅緋が何かに怯おびえているのが、千白にはわかった。恐きよう怖ふと焦あせり、悲しみとわずかな怒いかり。

　浅緋の手が、白雪の身にふれようとした。

『その手でこの身にふれるな！』

　千白は叫んだ。

　白雪の両手を浅緋に向ける。千白は、星の烙らく印いんから炎ほのおを噴ふき出させた。浅緋は地を蹴けって空くうに浮かび上がると、それを軽やかに避け、崩れつづける神降りの丘の上へと逃にげた。

「はは！　これは素す晴ばらしい！」

　浅緋の哄こう笑しようが響く。「ではこちらも手加減はしませんぞ！」

　浅緋は両腕を突つき出し、手のひらを白雪に向け、手首の内側を合わせる。千白は浅緋を追って塚つかの上空に跳とび上がった。浅緋に近づくと、白雪の衣ころもの裾すそがめくれ上がるのもかまわずその腕を蹴り上げる。浅緋は舌打ちして素早く逃のがれた。

『いでませ　いかづちのきみ　われにそのなをしめせ』

　浅緋の招しよう来らいに応じ、夜空から稲いな妻ずまが落ちた。輝きと爆ばく音おんが塚を貫つらぬく。鋭いひかりが跳はね、水ぎわまで火花をまき散らす。蘇芳と青磁は素早く身を伏せた。黒曜は横たわる琥珀をかばう。

　千白は空くうに浮いたまま、微び動どうだにしない。落ちてきた雷いかづちは、すべて千白の周りで跳ね返されていた。

『何がしたい』

　ぱらぱらと散る火花が落ちついてから、白雪の中から、千白は浅緋を見つめた。『おまえは何を望む……？』

　そこで千白は口をつぐんだ。

　浅緋の後ろに誰かがいるのが見えたからだ。それも、数え切れないほど。

　黒曜が気配だけを感じたものを、千白ははっきりと見た。

　みるみるうちにその者たちの姿が明確に見え始める。身が震えた。千白ではなく、今は千白に身を預あずけて奥深くに沈しずんでいる白雪が怯えたのだ。

　数え切れないほどの死霊を、浅緋は背負っていた。

『そんなに、……死なせたのか』

　思わず漏もらした呟つぶやきに、浅緋ははっとしたように身をひいた。

「何を見ている！」

　今までの落ちつきが仮面のように剝はがれ落ち、浅緋は動どう揺ようを見せる。

　浅緋の後ろには、屈くつ強きような兵士らしき男だけでなく、女や子どもまでいた。無む惨ざんに斬られた者、弄もてあそぶように切り刻まれて殺された者、生きながら焼かれた者、拷ごう問もんで手や足を切り落とされて不ふ虞ぐになった者、辱はずかしめられ身を裂かれた者、負傷で動けぬまま荒こう野やに放置され餓が死しした者、……さまざまな衣を身につけた、老いも若きも富とめる者も貧まずしき者も、無数の亡もう者じやが、ぼんやりとしたおもてをさらしている。かれらの身につけている衣服は、明らかにはるか昔のものだ。意い匠しようも装そう飾しよくも何もかもが古すぎた。千白にとっては懐なつかしい時代のものだが。

　千白は白雪と違って恐怖を感じなかった。ただ、死後長きにわたって浮かばれずこの世を漂う古き霊たちが、息苦しくなるほど憐あわれに思えた。

　さらによく見ると、かれらが、自分を殺した者を恨うらむ以上に、何な故ぜ──と強く疑問を感じているのがわかる。

　何故、殺す。

　我々はおまえの同どう胞ほう……同じ一族なのに。

　何故、裏切る……

『そんなに、』

「見るな！」

『自分の一族を、殺したのか……』

　人の世の動どう静せいなどには心を動かされないはずの千白が、宿主となった白雪の影えい響きようを受けつつあるのだろう。深い悲しみを覚えた。

　この者は家族すら殺したのだ、自分と同じ血を持つ者すら。

　それを認にん識しきすると同時に、ふわりと奥から白雪の意識が浮き上がってくる。千白は代わりのように中へと押しやられた。

「自分の弟まで、何故、殺せるの！」

　白雪は恐怖を忘れて糾きゆう弾だんした。今では怖おそれより怒りと悲しみがまさっていた。

「見るなああああっ！」

　浅緋は叫ぶと、白雪に突とつ進しんしてきた。

　白雪は両腕を交差させて、浅緋の攻こう撃げきを受け止めた。顔が近づく。怯えたような表情を浮かべた顔に、白雪は驚いた。誰かに似ている、とも感じる。

「それほどまでに殺す必要が、どこにあったの！」

「……そう、望んだからだ」
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　浅緋は荒あらい息で囁ささやくように言った。「いずれ、おまえとて、……」

　白雪は浅緋を睨にらみつけた。

「わたしが、何をすると」

「俺と同じことになる……やはり俺はおまえを殺す！」

　浅緋は叫んだ。

　白雪は目を瞠みはった。

「そんなことしないわ！」

　浅緋は泣いていた。

「おまえを生かせば、あいつが……！」

　白雪の一瞬の隙すきをついて、浅緋は白雪の首に手をかけ、指に力を込こめる。

　息を止められ、白雪はもがいた。体が傾かたむいていく。

「死ね、死んでくれ、頼たのむから、……！」

　白雪の頰ほおに冷たいものが落ちてきた。

　浅緋の涙だ。

　誰が死ぬの。大切な人……？

　自分が死ねば、その者は死なずに済むのか。

　……自分が、死ねば、この人は泣かなくて済むのだろうか。大切なものを失わずに……

（いや）

　誰かが頭の中で叫ぶ。

　誰か。

（死ぬのはいや！）

　……自分、だった。




　まだ、死にたくない。──死んではいけない。




（では願え）

　誰かが言った。

　他の誰でもない、千白だった。

（強く願えば、聞き容いれられる望みもある）

　だから、白雪は願った。

　まだ生きていたい、と。










　白雪の体から、ひかりがほとばしった。










　琥珀が目をさましたとき、あたりはひかりに満ちていた。だが、まだ夜は明けていない。

　暁ぎよう闇あんを貫くひかりの柱はしら。

　太い指が頰にふれるのを感じる。ぼやけた視界が徐じよ々じよにはっきりしていく。黒曜が覗のぞき込んでいるのがわかった。

「白雪は!?」

　勢い込んで起き上がったが、目め眩まいがしてひっくり返りそうになる。それを黒曜の腕が支えた。

「上」

　めずらしく額がく布ふを取った蘇芳が、ぶっきらぼうに空を指し示した。

　周囲が明るいのは、神降りの丘から立ち上るひかりの柱のせいだった。

「あれは……」

　琥珀は無意識に体を震ふるわせた。それをなだめるように、黒曜が肩かたに手を置く。

「神降りの丘、完全に崩くずれちまったぜ」と、青磁が言った。

「白雪に、神が降りたようだ」

　蘇芳に告げられ、琥珀は唇くちびるを嚙かむ。

「とうとう……」

『最後に輝キ石セキノ神カミが顕けん現げんするとき、神降りの丘は崩ほう壊かいし、光柱が立つ』

　星曜館の禁書に記しるされた予言を、琥珀は思い出す。

　そのときがきたのだ。

　光柱をぼんやりと眺ながめていた琥珀は、ある気配を感じて我われに返った。

　少し離れた水ぎわで、白雪に吹き飛ばされた浅緋が、身を起こし始めていた。

「……！」

　琥珀は黒曜の腕を振り切って立ち上がった。目眩がしたが、気力で立ち直る。黒曜の手から杖をもぎとり、地面を蹴けって浅緋に駆かけ寄った。

「琥珀！」

　黒曜の声が止めた。だがかまわず、走りながら杖を自分の正面にかざす。

　しゃん！

　九く連れん環かんが跳はね上がる。神音かのんにより呪じゆ詞しが発動し、中央の大環から金色の光が放たれた。光は螺ら旋せんを描えがきながら、立ち上がりかけている浅緋に向かう。

　浅緋は、立ち上がると同時に、光の螺ら旋せんに包み込まれた。

　常人ならばその身を切り刻まれるほどの痛みを与えられる攻撃呪詞だ。だが、浅緋はその中で微び動どうだにしなかった。直立したまま、その顔に笑みを浮かべる。

　自分の攻撃が、彼にかけらほども痛いた手でを与えていないことに気づいた琥珀の背を、本能的な恐きよう怖ふが突つき抜ぬけた。

　この、男は……！

「今は退ひこう」

　浅緋は笑んだまま、嗄かれた声で言った。「だが、憶おぼえておけ。おまえたちに、あの者を守りきれると思うなよ」

　浅緋は、杖にすがって顔を上げる琥珀から、蘇芳、青磁、黒曜へと視線を向けた。

　にい、と唇の端はしを上げて、わらう。

「あの者に滅ぼされるがいい」

　浅緋はそう告げると、自分を包んでいる螺旋の光を断たち切って後ろへ跳とんだ。

　その姿が水の中へ消えていくのに時間はかからなかった。










　誰かが腕を引っ張って、深い水底から引き上げてくれている──

　そんな錯さつ覚かくをおぼえた。

「目をさましたか」

　腕を引いていた手に、力が込められた。体が頼たよりなく揺ゆれるのがわかる。

「千白……？」

　教えられて間まもない名を呼びながら目をあけると、周囲には何もなかった。

　地面すら。

「わ……！」

「慌あわてるな。空だ」

　焦あせってもがこうとする白雪の肩を、千白は抱だき寄せた。

「な、な、なんで」

「自分で跳び上がってきたんだろう、ここまで」

　千白は意外そうに言った。

　跳び上がって。

「どこ、から……」

　白雪はきょろきょろとあたりを見回した。頭上には星が瞬またたいている。だが──

「あそこ」

　千白は、下方を指し示した。

　目をやると、なだらかな曲線を描く大きなものが、見えた。

　それは視界一いつ杯ぱいに広がって、全景までは確かく認にんできない。

「あれ、……なに……？」

「おまえのいる世界だ」

「あれが!?」

　白雪は混乱した。

　大きな曲線は、ふちが白と青で、中に行くほど緑と茶の占しめる割合が高くなっている。青い部分は海、白い部分は雪だろうか。茶色が荒こう野やで、緑は木々。その程度の見当はついた。

　そして、ところどころが小さく光っている。

「正確には、あのあたりから来たんだ」

　千白は目を細めて、一点を指した。「あれが神杖の国だ」

　白雪は目を凝こらして、千白の指先が示す場所を見つめた。東に山脈、北に大森林、そして西は茶色の荒野、南側には平野。

「なんて、……あの国は、小さいの……」

　白雪は、息をついた。

　神杖の版はん図とは、見えている全体の中ではひどく小さく思えた。

　次に、神杖の西の荒野よりさらに西、大陸の中央部を越えた先に目をやる。西方諸国の各国の位置はだいたいわかった。どの国も首都と思おぼしき場所は灰色に見える。石造りの建物が多いからか。

「今は夜だから、本当は人の目にはこんなに明るく見えない」

「夜……」

　白雪は、じっと眼がん下かに広がる世界を見つめた。「人の姿が見えないのは、そのせい？」

「違う。ここまで来たら見えないほど、人はとてもちっぽけなんだ」

　ちっぽけな人間、ここでは微み塵じんより小さく。

　小さすぎて見えないけれど、あそこにはたくさんの人がいて、憎にくみ合って殺し合ったり、心を寄せて愛し合ったり、やさしい言葉をかけ合ったり、笑ったり泣いたりしているのだ。

　あの、父親を殺された子も、眼下に広がる世界のどこかで生きているのだろう。

　人はそうして、光が瞬く刹せつ那なより短い生を、咲かせては散り、散っては咲かせ……

　すう、と白雪の頰ほおを、流れ落ちるものがある。

　顎あごの先を伝って落ちたしずくは、落ちたすぐ先で当たった何かを伝って、さあっと目の前に膜まくのように広がり、やがて消えた。

「今のは……？」

「ここでは息ができないから、空気の膜で周りを覆おおっている。落としたものが、膜の上で広がったんだ」

「……あなたは、今までどこにいたの」

　ふと気になって問う。

「あなた、じゃない。千白、だ」

　千白は繰くり返す。「ずっとおまえの中にいた、もちろん」

　千白は、どうしてそんなことを訊きかれるかわからない、とでも言いたげに首をかしげた。

「わたしの、中……」

　白雪は呆ぼう然ぜんと繰り返した。

「それより、おまえの名は？」

「しらゆき……」

「しらゆき！」

　千白は、うれしそうに名を呼ぶ。「そうだな、その髪は、輝く新雪のようだ」

　髪、と言われて、白雪は空を漂ただよう自分の毛先を手で摑つかんだ。

「……えええ!?」

　摑んだ髪を引っ張ると、確かに痛い。自分の髪だ。

　なのに、銀色。

「ああ、どうして」

　千白が残念そうな声を上げる。白雪の混乱をなだめるように、髪がするすると黒くなったのだ。やがて毛先までしっかりと黒い色が戻る。

「目も、……その色も綺き麗れいだけど、さっきの色のほうが似合うのに」

「目の色も、変わってた？」

　目は自分では確認できない。

「今は藍あい色いろだが、さっきは空色だった」

　千白は目をこらして、白雪の顔を見つめた。「白雪には、何かが被かぶせられているんだな」

　注視に白雪は戸と惑まどう。

「彩さい姫ひたちにも言われたわ。何かって、なんなのかしら」

「よくわからない」

　千白は見つめるのをやめると、首を振った。それから、パッと笑う。

「ああでも、本当に、白雪が千白を求めてくれてうれしい」

「求めてって」

　白雪は顔を赤らめた。

「求めてくれただろう？　自分はひとりだと、強く感じていた。だから、目をさましてそばにきた。──もう、千白は白雪のものだ」

　彼は誇ほこらしげに言うと、白雪を抱きしめた。

　白雪は、ますます顔を赤らめる。

「ちょ、ちょっと待って」

　そっと、千白の胸に手を置いて、押した。「どういうこと？　あな、……千白が、わたしのものって」

　見上げると、千白は無む邪じや気きに笑った。

「白雪は千白の宿主だから、千白は白雪のためなら、可能な限りなんでもする」

　千白は、白雪の両手を胸まで持ち上げると、身をかがめて額を当てた。

「わたしの、もの……？」

　白雪は、繰り返した。「千白は、神なのに？」

「神といっても、ただの光だ」

　白銀に輝く神は、朗ほがらかに言った。「千白はただの光だった。この、いつまでもどこまでも広がる宇ときと宙そらが始まった瞬間から、ずっと漂いつづけていた。気が遠くなるほど長いあいだ漂って、この星の重さに引かれて落ちたんだ」

　千白が何を言っているのか、白雪はほとんど理解できなかった。

　ただ、彼が長いあいだ、何かを求めてさまよっていたことだけはわかった。

　彼の顔が、ふいにくしゃくしゃに歪ゆがんだ。子どものような泣き顔。

「……ちしろ」

　白雪は、胸をしめつける痛みに、思わず彼を呼んだ。「千白、……どうして泣くの」

「もう二度と会えない者がいる」

　千白はしゃくりあげた。「人は死ぬ。白雪も失ったんだろう。千白にはわかる」

　白雪はうなずいた。

「とても、……大切な人をなくした」

　ずっと一いつ緒しよにいる、と約束した、大切な人を。

「どうして人は、肉体が滅ほろびると二度と会えなくなるんだ。……みんな、ずるい。最初に会ったときは、一緒に連れて行くと言ったのに、みんな千白を置いていった。ひどい」

　千白は、涙をぬぐって言った。「白雪は置いていかないでくれ。おまえが最後なんだ。千白を置いていかないでくれ、……約束してくれ、どうか、」

　ひとりにしないで、と。

　その叫びは、千白ではなく、白雪の中で発せられた。

「──わたしの行くところへは、連れてはいけないだろうけど」

　白雪は、微笑ほほえんだ。千白の手を引き寄せる。

「千白を置いては行かない」

　望むなら、ええ。

　あなたに、




　終わりを与えましょう──










　地上には夜明けが訪れていた。

　白雪は、髪をたなびかせながら、湖面に降り立った。

　湖岸に、四つの影が見える。そちらに向かって、白雪は湖面を滑すべるように歩いた。

　近づくと、四人のようすがいつもと違うのがわかる。蘇芳は額布を巻いていなかった。青磁は髪が乱れている。琥珀は泥どろだらけになっていた。黒曜は少し顔色がよくない。

　足を速めると、あっという間に水ぎわにたどりつく。

「しらゆき……」

　蘇芳が、名を呼んだ。

「ただいま」

　白雪は、湖面から地面へ跳とび移って、言った。

　自然と微笑みが浮かぶ。帰ってきたんだ、という気が強くした。

　今までとは違う白雪のようすに戸と惑まどって身動きできなかった四人のうち、青磁が足を踏ふみ出した。

　彼は乱れた髪を撫なでつけると、白雪の前に進み出て、膝ひざをついた。

「……我が姫」

　兄弟たちがしたように、胸に手を当て、頭こうべを垂れる。

「この命を賭として御おん身みをお守り申し上げますことを、お許しください」

　低い優ゆう雅がな声が、臣下の礼を告げる。

「ありがとう、青磁。──でも、みんなもきいて」

　白雪は、考えながら口をひらく。

　青磁が、驚いたように顔を上げた。

「みんながわたしを守ると言ってくれるのは、うれしい。──だけど、」

　白雪は、ゆっくりと首を振った。「死ぬことは、ゆるさない」

「しらゆき……？」

　琥珀が驚いたように目を瞠みはる。

「わたしを守るというなら、守って、そして、生き延びなければ、だめ」

　白雪は、震ふるえる声で告げた。「わたしは、人に命を賭してまで守られるほど、弱いままでいるつもりはないわ」
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　青磁は、まぶしげに白雪を見上げた。

　魂たましいの奥底から突つき動かされたような衝しよう動どうで、彼は白雪の左手をとった。

「死にはしない」と、厳おごそかに告げる。「君を守りつづけるために、俺は死なない」

　言い終えると、白雪の左手、その烙印に唇をつける。

　とたんに、白雪の胸の中から、白い鳥が飛び立った。

　鳥は白雪の周囲をひとめぐりすると、白雪の傍かたわらで人型になった。

　千白である。

「白雪に気安く触さわるな！」

　千白は青磁の手を払はらいのけた。「白雪は、千白が守る！」

「な、……！」

　青磁は一瞬ぽかんとしたが、すぐに我に返って立ち上がった。「んだ、てめえは！」

「何って、千白だ」

「……神さまだ」

　千白と琥珀の声が交こう差さする。

「こ、これが神だと!?」

　青磁はあっけに取られて、まじまじと千白を見た。

　守護の神は、斎宮に就いた者の竜珠が特別に重いとき、人間と同じ姿を現す。これを顕けん現げんという。

　顕現した輝キ石セキノ神カミは、人間と同じように話し、笑い、泣き、怒り、悲しむ。ものを食べ、眠り、──人とまったく同じだが、ただひとつだけ違った。

　いつまでも同じ姿で、年をとらない。

「千白はこれから、白雪の影の中にいる。だからおまえたち、白雪の影を踏むなよ」

　千白はそう言うと、白雪の背後に回った。後ろから腕をまわし、その体を抱だきしめる。

「ああ、でも、おまえたちにも白雪を守らせてやってもいいぞ」

　千白はたいへん尊そん大だいにつづけた。

「何を勝手なこと言ってるんだよっ」

　いらついたような神音かのんが鳴った。「白雪は僕たちの姫さまなのにっ」

　めずらしく琥珀が怒っていた。

「おまえたちの姫だって？」

　千白が目を丸くする。「違うだろう。おまえたちが白雪のもとにいるんだろう。千白が白雪のものであるように」

「……ああ、確かにそのとおりだ」

　蘇芳が眉まゆを寄せて額に手を当てて、言った。困こん惑わくしつつもこの事じ態たいを受け容いれたらしい。

「白雪、……俺たちは、君を守る」

　蘇芳は白雪に歩み寄ると、改めて告げた。

　白雪は、そっと千白の腕をほどいて、力強くうなずく。

「いつまでも守るために、必ず生き延びる」

　その宣言に、白雪の目が潤うるんだ。だが、落らく涙るいを堪こらえて、白雪は笑え顔がおを見せる。

「生きて。──わたしを守るというなら、必ず生き延びて……！」

　人の命が途と中ちゆうで絶たれるのは、もう見たくない。

　でも、これからも見つづけるのだろう。強い予感がした。

　だが、目を閉じ、耳をふさいでやり過ごすわけにはいかない。

　そんな保ほ身しんは、望まない。

「千白も、その手助けをしよう」

　そう言うと、千白は白雪の左手を握にぎり、もう一方の手で、後ろからうなじにふれる。

　輝キ石セキノ神カミの手に、烙印と竜珠が反応するのを感じて、白雪はわずかにうつむいた。清すが々すがしい熱が、うなじの奥から体の外へ向かい、ひかりとなって放たれるのがわかる。

　放たれたひかりは波のように広がり、瞬またたく間にこの国を浸ひたし始めた。

　国くに境ざかいで、防ぼう波は堤ていに遮さえぎられた波のごとく打ち返したその守護は、国内に入り込んでいた昏くらきものたちを昇しよう天てんさせていく。

「結界が、戻った……」

　琥珀が、呟つぶやいた。

「わたし、強くなるわ」

　千白が手を離はなすと、背筋を伸のばして、白雪は宣言した。「この国を、みんなを守るために」

　二度とうつむかず、前を見て歩いていく。

　自分がそうできることを白雪は確信した。










　その、ほんの少し前。

　国境の街外れ、森の中には暁ぎよう光こうも届いていなかった。

「……いいかげんに、起きたらどうだ」

　盛られたばかりの土つち塊くれに向かって、浅緋は言った。「一日眠れば、充じゆう分ぶんだろうに」

　その声に呼こ応おうするかのように、土塊が盛り上がった。

　それをまるで布ふ団とんのようにはねのけて、埋うめられていた者が起き上がる。

「みっともない格かつ好こうだな」

　浅緋の言葉に、埋められていた者は、立ち上がりながら、ひとことふたこと呟いた。とたんに、髪や皮ひ膚ふや服についていた土がばさばさと下に落ちる。みるみるうちに、汚よごれはなかったもののように消えてしまう。

　露わになったおもては、浅緋が最後に見たときと、まったく変わりなかった。

　とはいえ、浅緋もとうの昔に時を止とどめ、今もあのころと同じ姿を保たもっている。

「相変わらず、だな」

　埋まっていた者は、口をぎこちなく動かして、言った。「夕ゆう陽ひかと、思った。おまえの髪」

「もうすぐ朝だ。──おまえも、変わらないな」

　浅緋は呟いた。

　遠い遠い昔、ふたりは肩を並べて白い道を歩いた。木々の根を枕まくらに、星空を見上げて大地にその身を休め、長きにわたって旅をつづけた。──世界の果てまで。

　この国などまだなかった、遠い昔だ。

「まさか、おまえが起こしに来るとは思わなかった」

　埋まっていた者は、言いながら頭を振った。

「あまりにも陳ちん腐ぷな茶ちや番ばんを演じるから、そのわけを聞きたくてな」

　浅緋の言葉に、埋められていた者は小さく笑った。

「茶番とはひどい。あれは偶ぐう然ぜんだ」

「おまえが黙だまって斬られるはずがないだろう。しかも、よりによって若の手て下かに、……おい、聞いているのか？」

　埋められていた者は、一部分だけ短くされた毛先を手に取って眺ながめていた。

「なんだ、これは」

「形かた見みのつもりらしいぞ。切って持っていったんだ」

「なるほど」

　埋まっていた者は、うつろな声で呟いた。どことなく笑いを帯びた声。

「確かに、死んではいたからな……」

　この男、今までに何度も死んでいる。浅緋が知るだけでも両手の指と同数は息が止まったはずだ。だが、すぐに地中に埋めれば、土から生気を吸収して、まる一日ほどで息を吹き返す。

　もはや人間でないのは明めい白はくだ。

　それでも浅緋は、この男が滅ほろぶのを見たくなかった。

「……かわいそうに」

「誰が」

　浅緋の呟きに、埋められていた者は眉を上げる。

「あの小娘」

「は、は、は」と、埋められていた者は、乾かわいた笑い声を立てた。「まさか！　今ごろ、俺の下もとから解放された竜珠は、本来の活動を始めているだろう」

　ひどくうれしそうなその顔に、浅緋は息苦しさを覚える。

　この十数年、彼はこんなふうに、嘲あざけり笑いなどしなかっただろうに。

　あの小娘だけが知っていた穏おだやかな笑み、慈じ愛あいに満ちた表情は、もう二度とその顔に浮うかばないのだろう。

「これからどうする」

　胸を過よぎるさまざまな思いを圧おしころして、浅緋は問う。

「まずは……」

　言いかけて、埋まっていた者は、朱あかい瞳で木々の隙すき間まから夜明けの空を眺めた。

　高く澄すみわたったその色に、彼は懐なつかしい者たちを思い出す。




　とりわけ、初めて見たときの、あの空色の瞳と、輝く白しろ銀がねの髪を。








あとがき









　初めまして、こんにちは。すがぬまと申します。

　以後お見知りおきいただけるとうれしいです。




　これまで自分は、ファンタジー小説を書いてはみても、最後まで書き切れたためしがありませんでした。というより、設定を考えるだけで終わることがほとんどだったのです。どんな大陸でどんな風が吹ふいて年間行事は何があって、から始まって、延えん々えんと設定だけを作っておりました。ＷＥＢなどで書いてみたいなあと思いながらも、実現には至いたらないままでした。

　そうして考えてきた設定の一部がこの物語世界に活いかされています。




　このお話は、たくさんの人に支えられて世に出ることができました。お世話になったみなさま、ありがとうございました。

　編集様には目から鱗うろこがぽろぽろ取れるアドバイスをたくさんいただきました。打ち合わせのたび、自分の無知が身に染しみて恥はずかしかったですが、これも勉強で経験と今後に活かします。

　絵師様には初しよ稿こうの段階でとても格好いい蘇芳を描かいていただき、うわー自分の書いた人がこんなに男前とは！　と感動しました。白雪も可愛かわいくてうっとりです。他の子たち、青磁も琥珀も黒曜も、びっくりするほどイメージぴったりでした。編集様にいただいたＦＡＸの送り状コピー（白雪たちが二頭身キャラで描いてあるのです、すごく可愛い！）は家宝になってます。

　下読み協力の友人たちには本当に迷めい惑わくかけてしまってごめんなさい。貴重な読み手側のご意見いただけてありがたかったです。へこんだりやさぐれたりしがちな自分を励はげましてももらいました。感謝してもしきれません。

　そしてここまで読んでくださった読者様、本当にありがとうございました。わたしが生まれて初めて『誰だれかに読んでもらいたい！』という気持ちを強く込こめて書いたこのお話で、少しでも楽しんでいただけたら何よりうれしいです。ご感想もお待ちしております。




　この話を、大好きな家族（両親、姉たちとその家族、そして最愛の、くろくてもふもふしてニャーと鳴くまったり風味のくせに日に一度は確実におおあばれする生きもの）に捧ささげます。

　では、再びお会いできますように、みなさまがいつまでもお健すこやかに楽しく過ごせますようにと祈いのりつつ、これにて失礼いたします。





菅沼理恵　拝　　






　もふもふも日記　http://blog.livedoor.jp/sieraden/
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